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  登場人物
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  進化論と動物学が好きな高校一年生。草食系リア充。


  幼い頃に出会った青年を師匠と仰ぎ、尊敬している。


  



  



  [image: ]赤あか峰みね寧ね々ね音ね

  


  斗和のクラスメイト、内気で大人しい性格。


  彼女には、誰にも言えない秘密があった……。


  



  



  [image: ]青あお葉ば 萌も由ゆ里り

  


  斗和のクラスメイトで、学園一の美少女、寧々音の親友。


  明るく、誰とでも気軽に話せる外向的な性格。


  



  



  [image: ]木き茂も辺べ 卓たく二じ

  


  斗和の中学時代からの親友。太っていて、オタクで、性格も悪い。


  斗和だけ、彼のことを「キタジ」とあだ名で呼んでいる。


  



  



  [image: ]婦ふ設し樂だら 操みさお

  


  斗和の二つ年上の先輩。毒舌で爆乳。毅然として近寄りがたい雰囲気を持っている。
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  不良たちのリーダー。喧嘩が強く、キレやすい性格をしている。


  卓二をイジメている。
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  職員室で出会った一年の女子。思ったことがすぐ口に出る性格。


  



  



  [image: ]王おう餓が 一いち郎ろう

  


  職員室で出会った二年の男子。声が大きく剛毅な性格をしている。
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  操のクラスメイト。理知的でリーダーシップをとる。


  [image: ]


  　　　プロローグ


  



  　胸の奥で、鋭するどい棘とげを持った茨いばらのようなモノが、心臓を締めつけている。


  　おそらくは罪悪感。


  「ほら、何びびってんだよ」


  「ねぇ、かりもちゃん。死んでなかったらどうなるか、わかってんだろうねぇ」


  「ちょっと、かりも。あんたのほうが死にそうな顔になってるじゃん」


  　まわりのメイドたちはケラケラと笑うが、その嘲ちよう笑しようは私に恐怖しか与えなかった。体が竦すくんでしまって、意思さえも自分の思いどおりにはならない。


  　ここから逃げ出したいけど、彼女たちに逆らうことのほうが恐ろしくて、私はやけに重く感じる客室のドアを開けた。


  　さすがに彼女たちも人が死ぬ瞬間は見たくないらしく、この部屋に入ったのは私だけだ。


  　上質なシングルベッドの中央には、やすらかな寝息を立てる赤ちゃんの姿がある。母性本能をくすぐるような、可愛らしい寝顔。


  　けれども私の役目は、この愛らしい顔を濡ぬれたタオルで押さえつけ、二度と目覚めないようにすることだ。


  　ベッドの脇わきのテーブルに、水で満たされた銀のボウルを置く。腕から先の感覚がなくなっていて、自分でも驚くほど大きな音を立ててしまった。


  　ぎょっとして赤ちゃんのほうを向く。起きてしまったのではないかと焦あせった。目覚めないでいてほしいと願った。生きている証しよう拠こを見せつけられたら、恐怖で歪いびつに塗り固められた決心が鈍にぶってしまうことだろう。


  　けれども、赤ちゃんは眠ったままだ。


  　私はしばらく息をするのも忘れて、赤ちゃんの様子を窺うかがっていたが、無む垢くな寝顔を湛たたえる存在は身じろぎ一つしなかった。


  　私の中に下げ衆すで恥知らずな責任転てん嫁かが生まれる。今の音で目覚めていれば、あなたは助かったのだ。自身の生死を分けたのは誰でもない、あなた自身なのだと。


  　そんなふうに思い込むことで、躊ちゆう躇ちよする気持ちを頭の片かた隅すみへ無理やりに押し込んだ。


  　機械的にタオルを水に漬け、ほとんど絞ることなく四つ折りにし、ベッドの上に片かた膝ひざを乗せる。両手から漏もれる水滴がぽたぽたと、真っ白なシーツに染みを広げていく。


  　そこで再び、私の心が痛みを思い出した。人として、人間としての最後の理性。水以外のモノがシーツに染みを広げる。


  　涙だ。


  　私は泣いていた。泣きながら問答していた。どうしてこうなってしまったのだろう。


  　事の起こりは、わずか数時間前だった。


  



  　私は家庭の事情により、春からここ、櫛くし灘なだ財ざい閥ばつのお屋敷で住み込みのメイドとして働いていた。


  　おそらく客観的な待遇だけを見るなら、かなり恵まれていただろう。けれども、目に見えない精神的な部分では、永遠に治ることのない口こう内ない炎えんのように慢性的な苦痛を味わっていた。


  　私がいつものように手際の悪さを叱しかられていると、旦だん那な様が趣味のクルージングより戻られたとの報しらせがきた。予定より早い帰宅を不審に思いながらも、脊せき髄ずいに叩たたき込まれた習慣で急いで玄関へと向かう。既に何人かのメイドが並んでおり、私も列に加わった。


  　ドアが開き、旦那様が姿を現す。旦那様を見て、私はかなり驚いてしまった。そのせいで一人だけお辞儀をするのが遅れてしまい、慌あわてて頭を下げる。


  　旦那様は腕に赤ちゃんを抱いていらっしゃったのだ。当然、それなりの想像をしてしまう。旦那様は寡か夫ふなので、愛人がいたり隠し子がいたりしても、それだけで問題になるわけではないが、今は跡継ぎ問題の真っただ中だ。なかなか後継者をお決めにならない旦那様のもとへ、毎日のように親しん戚せきなどがやってきては、獣けもののような言い争いを続けていた。


  「儂わしの客人だ。新しい服に着替えさせ、客室のベッドに運んでおけ」


  　旦那様は腕に抱えた新たな火種を、まるでメイドたちに買ってきた手て土産みやげのように、ぞんざいに差し出してくる。目の前にいたメイドが、慌てながらも恭うやうやしく両手で受け取り、すぐに旦那様の指示に従った。


  「お兄様、あの赤子はどうされたのですか？」


  　旦那様の妹でいらっしゃる雅まさ子こ様が慌てた様子で現れて、私たちでは決して質問できないことを尋ねてくる。


  「海で拾った。信じられるか？　あやつはただ一人、大海原でぷかぷかと浮いておったのだ。大した運と生命力だ。もしかしたら〝超日本都市〟の生き残りかもしれんぞ。わっはっは」


  　超日本都市とは、遙はるか昔に太平洋で栄えていたとされる古代都市だ。二千年前に起こった〝世界大災害〟の影響で、一夜にして海に沈んだと言われている。


  　それからは案の定というか、「このような強運を持つ人間こそ跡取りにふさわしい」と旦那様がおっしゃり、雅子様が半ばヒステリックな声をあげて、それに反対された。


  　しかし、一代で財を築き上げるほどの行動力と決断力をお持ちになっている旦那様は、一度お決めになったことを、決して〝説得〟などという行為でお変えになることはない。


  　その決断はいつも正しく、幾度もそれで成功し、確固たる結果を残してきたのだ。何なん人ぴとにも止められるはずがなかった。


  



  「──あの赤子を殺しなさい」


  　その言葉を聞いたとき、私はひどくショックを受けた。まさかそんな言葉を、現実で耳にすることなどないと思っていた。けれども、それが雅まさ子こ様の口から発せられたことに、頭のどこかで納得していた。


  「医師の診察では、どこにも異常がなく健康とのこと。急死しては旦だん那な様が不審に思われるのでは？」


  　年長のメイドが、恐る恐るといった感じで意見を述べる。ここは雅子様のお部屋で、中にいるのは雅子様派のメイドたちのみ。旦那様へ告げ口をするような者などいなかった。


  「赤子の急死などよくあることです。それにお兄様は切り替えの早い方。価値のなくなった赤子を調べるようなことはしないでしょう」


  「ですが、万が一、赤子の母親が見つかるようなことがあれば……」


  「ありえません。櫛くし灘なだ財ざい閥ばつの情報網を駆く使ししても、それらしき痕こん跡せきは見つからなかったのです」


  　そう、不思議なことに、あの赤ちゃんがどこから来たのか、それはいまだに不明だった。警察や消防、海上自衛隊などのコネを使って、海難事故や行方ゆくえ不明者の情報などを当たってみたが、あの赤ちゃんに行き着くことはなかった。


  　だから結論は一つしかない。


  　母親に、実の親に、殺意を持って海に投げ捨てられたのだ。


  　けれども赤ちゃんは死なず、旦那様に拾われることになった。旦那様のおっしゃるとおり、神懸がかった強運と生命力だ。だが──。


  「どこの馬の骨ともわからない赤子を客人として迎えるなど、甚はなはだ不愉快です。今晩中に赤子を始末しなさい」


  　その強運も、圧倒的な権力の前では無意味だった。


  　誰もが嫌けん悪おする赤子殺しという罪。だから、それを為なすのはもっとも立場の弱い私であることは、初めから決められていたことだった。そして私は断ことわることも逃げ出すこともできず、こうして濡ぬれたタオルを手に持ったまま涙を流していた。


  「驚いたナ」


  　突とつ如じよ耳に届いた言葉に、私はひどく狼ろう狽ばいした。警戒する猫のように左右に素早く視線を向ける。けれども薄暗い部屋の中に人の姿はない。


  　いや、違う。


  　私は、その声がどこから聞こえてきたのか知っていた。さらに涙をあふれさせながら、私は赤ちゃんを見る。それは両目を見開き、こちらをじっと見つめていた。


  「ヒッ！」


  　悲鳴をあげて後ずさりする私の動きに合わせるようにして、赤ちゃんが立ち上がる。


  「一番危害を受け難がたい姿へと擬ぎ態たいしたつもりだったのダが……」


  「ごめんなさい、ごめんなさい」


  　私は訳もわからず泣き叫んだ。異様な状況だということはわかっていたが、そのことが却かえって、無機質に塗り固めていた心の檻おりを溶かす。一気に罪悪感と自己嫌悪があふれ出してきて、無力な子供のように赦ゆるしを請こうことしかできなくなった。


  「お父様への恩義を忘れただけでナく、お父様の命めい師したる我らにも牙きばを剥むくカ」


  　次の瞬間、まったくもって予想できないことが起こった。赤ちゃんの両手が、無限の長さを持つ蛇へびのように伸びてきて、私の首に巻きついてきたのだ。


  　反射的に引き離そうとするが、びっくりするくらい強い力で締めつけてきて、ビクともしない。殺される、私はそう思った。


  「返してもラおう。その肉体ソーマも精神プネウマも、──異能の力も、もとはお父様のモノ。我らが降こう臨りんするための器うつわとスる」


  　赤ちゃんの言っている内容はほとんどわからなかったが、一つだけわかることがあった。


  　──私は、ここで死んでしまうのだ。私の短い人生は、ここで終わってしまうのだ。


  　首に巻きついた紐ひも状の腕から、触しよく手しゆのようなモノが伸び、私の口や耳、鼻の穴へと侵入してくる。不思議と痛みはない。ただ、はっきりと自分の精神が侵おかされていくのだけはわかった。記憶が、意識が、だんだんと別のモノへと塗り変わっていく。


  　恐怖を感じた。絶望的な恐怖。これに比べたら、メイドたちが私にする仕打ちなど児じ戯ぎに等しかった。


  　私はどこで道を間違えたのだろう。どこで判断を誤ったのだろう。


  　チカチカと意識が明めい滅めつする。


  　その都度、私が、──私という存在が沈んでいく。


  　誰もいない真夜中の海で溺おぼれるかのように、抗あらがうこともできず、誰にも知られることなく、私の体は冷たく真っ暗な海の底へと引きずり込まれていく。


  　怖かった。


  　死ぬことが、じゃない。


  　一人で死んでいくことが、孤独が、孤独こそが、何より怖かった。


  （斗と和わくん……）


  　私は唐突に、斗和くんのことを思い出していた。同じ年の従弟いとこ。そして、初恋の相手。


  　斗和くんなら私のような失敗は犯さないんだろうな、と思った。記憶の中にある彼は、常に正しい選択肢を選んでいたような印象がある。柔軟な思考と冷静な判断力。そしてそれ以上に、確信的な何かを持っていたような気がする。


  （斗和くんなら、こんな状況に陥おちいっても、きっと生き延びることができるんだろうな）


  



  　そして私は孤独のまま、この世界から消しよう滅めつした──。


  　　　第一章　その瑠る璃り色は大地に広がる


  



  「斗と和わくん、何読んでるの？　試験前なのに余裕だね」


  　人生最後の平穏の日。


  　人類が生態ピラミッドの頂点から転がり落ち、人間が捕食される側にまわった日の学園生活は、青あお葉ば萌も由ゆ里りのそんな言葉からはじまった。


  　どくん、と心臓が一つ高鳴った。顔が少し熱くなるのを自覚しながらも、斗和は読んでいた本を立て、「これだよ」と言って表紙を見せる。


  　萌由里は覗のぞき込むように腰を折り、さらさらと流れるように落ちてきた髪を、耳の後ろへ掻かき上げるようにして押さえつけた。


  　彼女は分け隔へだてなく人に接するタイプの人間だが、どことなく上品で、落ち着いた雰ふん囲い気きをまとっていた。色白の肌はだにアーモンド形の大きな目、長い睫まつ毛げが特徴的な美人だ。


  　気のせいか、萌由里が最近積極的に話しかけてくるような気がする。おそらく彼女の親友が関係しているんだろうなと思う反面、淡い期待を抱いだくほどには心地よさを覚えていた。


  「『絶ぜつ滅めつ生物図鑑』？　へえ、何かおもしろそう」


  　ここで「それおもしろいの？」と疑問形で返さず、共感系の言葉を返してくるところに、斗和はうれしさを覚えた。


  「俺おれにはおもしろいけどね。ただ、そこまで目新しいことが書いてあるわけじゃないから、新しん鮮せん味みはないかな」


  「そうなんだ。それって亀かめの先祖？」


  　萌由里が隣に並ぶようにして、さらに顔を近づけてくる。空気を伝って彼女のぬくもりを感じるような気がして、指先が軽く震えた。


  　ちょうど開いていたページに載っていたのは、オドントケリスだった。二億二千万年前に生息していた亀の祖先で、背中の甲こう羅らが未発達なのが特徴だ。


  「こいつが発見されたことで、亀の進化の舞台が水中だったのか、それとも陸上だったのかって論争で、水中派が有利になったんだ。腹の部分だけ硬い甲羅に覆おおわれていたってことは、外敵は下から襲おそってきたってことだからね。でもまあ、まだ決着はついてないけど」


  　話しながら斗和は、いつの間まにか萌由里の隣に隠れるようにして立っていた、少女の姿に気づく。赤あか峰みね寧ね々ね音ね、萌由里の親友だ。


  　彼女とは、ある事件がきっかけで話すようになった。内気でおとなしい性格をしていて、輪の中に入ってきても黙っていることが多い。


  　寧々音は斗和と目が合うと、目を逸そらしながらぺこりと頭を下げた。やや内巻きにカーブした癖毛が揺ゆれる。斗和も話を続けながら、頭を下げた。


  「でも、進化って不思議だよね。結局は『突然変異』なんでしょ？　たった一個の個体の変化が全体に広がっていくってのが、ちょっと現実味ないように思えるんだよね」


  「進化論の一説に、小さな集団での突然変異は爆発的に増えるっていうのがある。特に生態ピラミッドの下層にいる生物は、寿じゆ命みようも短く移動力も低いから、小さな集団になりやすいんだ。で、そんな生物ほど生存戦略としてたくさん子供を産むから、生き残るのに有利な特徴を持った突然変異体がいると、一気に広がるらしい」


  「ああ、そっか。なるほどね。でも、それじゃ人間って、もうあんまり進化しないんだ？」


  「おもしろい考え方で、人間は肉体じゃなく脳が進化するって説がある」


  「脳？　頭がよくなるってこと？」


  「いや、いわゆる超能力ってやつ。最近は異能力って言い方のほうが流は行やっているのかな」


  「えっ？」


  　突とつ如じよ、寧ね々ね音ねが驚いた声をあげた。


  　どうかしたのだろうかと思い、萌も由ゆ里りと二人で不思議そうに彼女を眺める。


  「あっ、ご、ごめんな……さい。なんでもない……です」


  　寧々音は顔を真っ赤かにして、胸の下あたりで片手をぶんぶんと振っている。それ以上追及してほしくないみたいだったので、斗と和わは気にしないことにした。


  「異能力って言ったらあれだよね。時間を止めたりとか瞬間移動したりとか」


  　萌由里がやや興奮気味に言ってくる。


  「いや、さすがにそんなアニメみたいなのは無理だろうけどさ」


  「え？　あ、ああ、そ、そうだよね。な、なんでもないから。き、気にしないでっ！」


  　今度は萌由里が、動揺したように声をあげ、胸の上あたりで両手をぶんぶんと振った。


  「まあ、真ま面じ目めにいうと、人間もそういった進化はちゃんとしてるんだ。たとえば髪の色や目の色って、みんな違うだろ？」


  　そう言いながら斗和は、ちらりとクラスメイトたちに視線を走らせる。黒髪をはじめ、茶髪、金髪、赤毛、青毛など、さまざまな髪の色が並んでいる。瞳ひとみの色もバラバラで、髪との統一感はない。さすがに虹彩異色症ヘテロクロミアは珍しいが、家族でも髪や目の色が異なることはザラだった。


  「日本人は元来、黒髪と茶色の目だったそうだけど、二千年前に起きた〝世界大災害〟で生き延びた人々に突然変異が起こって、今のように多様な色彩を持つ日本人が生まれたらしいんだ」


  「あっ、そういえば、テレビかなんかで聞いたことがあるような……」


  　萌由里は苺いちごのようにみずみずしい唇くちびるに、すらりとした指先を押し当てながら、記憶の糸をたどっている。そんな彼女の髪の色は落ち着いた瑠る璃り色で、瞳の色は青寄りの紫だ。ぱっと見た感じでは黒髪っぽく見えるが、光に照らされた一瞬だけ鮮あざやかな青ブルーに輝かがやく。


  「突然変異で色が変わるのはなんとなく理解できるんだけど、この亀かめみたいに姿が変化するってのは想像できないな。人間でいえば、生まれてきた子供に甲こう羅らがあるようなものでしょ？　キリンは高いところにある草を食べるために首が伸びたっていうけど、人間もそんな理由で進化するのかな？」


  「そうそう、俺おれもそう思う！」斗と和わは勢いよく両手を叩たたいて、身を乗り出した。「そこはぶっちゃけ進化論のクリティカルな部分なんだ。一番論争の激しいところ。ヒメバチのこととか、ネオ・ダーウィニズムではあと百年経たっても絶対説明できないって。やっぱ今後はネオ・ラマルキズムかウイルス進化説が出てくると思うんだ。個人的には『獲かく得とく形けい質しつの遺伝』のほうになんらかの進展があってほしいんだよな」


  　斗和は呼吸をするのさえ惜しむように、一気に捲まくし立てる。


  　けれども萌も由ゆ里りの反応は薄い。申し訳なさそうに愛あい想そ笑いを浮かべるだけだ。寧ね々ね音ねに至っては、怯おびえたような感じで萌由里の制服を掴つかんでいる。


  　そんな彼女たちの様子を見て、斗和は冷静になった。やってしまった、という後悔と気恥ずかしさが、急速に熱を奪っていく。自分が強い興味を持っている部分に触れられ、思わず興奮してしまったのだ。世間話程度に話しかけてきた相手に対し、興味のないだろうマニアックな話を熱弁してしまった。　　


  「獲得形質の遺伝ってのは、簡単にいうと、学習や環境の変化によって得た能力が遺伝するってこと。キリンの首の話はその典型で、ラマルク派っていう小勢力の基本的な考え方なんだ。で、それを真っ向から否定しているのが、二番目に勢力があるグループ、ダーウィンの進化論を軸じくにした統合進化論ってやつ。ネオ・ダーウィニズムとも言われている」


  「へー、キリンの話って少数派だったんだ」


  　微妙な空気に堪たえきれず、椅い子すに腰を下ろしながら改めて説明してみたが、明らかに萌由里の反応には気遣いの色が混じっていた。興味がないけど頑張って合わせてもらっている空気を感じとって、ますます決まりが悪くなる。


  「あの……、一番ってなんなの……かな？」


  　初め、それが自分に向かって投げられた質問であることに、斗和は気づかなかった。遅れて脳に届いてくるような感じで、萌由里もそうだったのか、やや沈黙があった。


  　申し訳なさそうに俯うつむいた所しよ作さで、さっきのは寧々音が放った言葉であったことに気づく。


  「あ、ごめん。よくわかんなかった。一番ってなんのこと？」


  「あっ、その、ええと……、大したことじゃないんだけど、ね。さっき、……その、ダーウィンは二番目って言ってたから、一番は何なのかなって……。その、ごめん……ね」


  　話題を変えようと思っていた斗和だったが、もう少しだけ続けることにした。


  　寧々音は俗にいう、護まもってあげたくなるタイプの女の子だ。髪は薄うす桃もも色で、赤みがかった瞳ひとみをしている。顔立ちは幼おさなく、決して地味というわけではないが、萌由里の横に並ぶと、どうしても普通といった印象になる。


  「一番勢力があるのは」口に出そうとして、斗和は苦笑いをしてしまった。二人の反応が想像できたからだ。「──創造論ってやつ」


  「あれ？　それって、もしかして……」


  　萌も由ゆ里りが驚いたように目をぱちくりさせる。まあ、無理もないよな、と斗と和わは思った。


  　創造論。すなわち、すべての生物は神によって創造されたという説。


  　一部の人間しか神の存在を信じていない日本人にとっては、理解できないことかもしれないが、世界レベルでみれば、なんらかの宗教を持つ人間のほうが圧倒的に多い。


  　それは進化論の世界でも同じだ。いや、進化論だからこそ、強固に宗教的価値観を押しつけようとする勢力が存在する。事実、先進国アメリカでは、授業で創造論以外の進化論を教えるのは不適切だという理由で、子供を学校に行かせない親もいるらしい。


  　なぜ科学が発展し、ヒトゲノム計画プロジエクトで人間の遺伝子の解かい析せきが完了した現代においても、神の存在が主張されるのか。その理由は単純明快だった。


  　神の介かい入にゆうを想定しなくては、すべての現代進化論は、生物の進化を説明できないからだ。その事実が、創造論を最大勢力にしている。


  「じゃあ、人間が猿から進化したって説も、進化論的には少数派になるの？」


  「というか、元々進化論自体にも、その考え方はないんだ。勘違いしている人も多いけど、人間は猿から進化したわけじゃない。元となる共通の祖先がいて、そこから猿と人間に分かれた、ってのが進化論の考え」


  「そうなんだ？」


  　萌由里が目を丸くする。その反応が斗和にはうれしかった。


  「ただ、青あお葉ばの考えた通り、創造論以外の立場は弱い。いまだに進化のメカニズムはわかってないから、それが彼らを説得できない最大の要因になっている。ライバルであるネオ・ダーウィニズムでは、『進化は単なる偶然』ってスタンスだし、進化には方向性があると主張する定てい向こう進化説や、獲かく得とく形けい質しつの遺伝説でも、生物の複雑な生態を完全に説明することはできていない。さっき言ったヒメバチのこともそうだし、保護色とかレウコクロリディウムの生態とかもね」


  「え？　レ……ロリ？」


  「……ロリ？」


  　なぜか二人は、同じ部分に反応した。


  「なんでそこだけ反応すんだよ。レウコクロリディウム。名前は長いけど結構有名な寄生虫で、カタツムリの脳に寄生するんだ。そしてカタツムリの体を支配して、わざと鳥などの捕食者に喰くわれるように仕向ける。で、無事捕食者に喰われたら、その体内で成虫になるんだ。寄生虫が脳を奪って、宿しゆく主しゆを自殺させるんだぜ。個人的に興味があるのは、寄生されたカタツムリの意識はどうなってるかってことだけどね」


  「え？　カタツムリって脳みそあるの？」


  　またしても萌由里が、斗和の意図しない部分に反応した。斗和は思わず苦笑する。


  「あるよ、普通に。正確には脳のう神しん経けい節せつっていうんだけど。──まあ、そんな感じで、創造論がいまだに最大勢力となっているんだ」


  　最後の部分は寧ね々ね音ねに向かって言った。彼女は驚いたように息を呑のんだが、「うん、ありがと……ね」と答えた。


  「創造論で思い出したんだけど、知ってる？　私たちのご先祖様って、超日本都市の生き残りかもしれないんだって。昨日きのう、テレビでやってたんだけど」


  　小難しい話に飽きたのか、萌も由ゆ里りがテレビの話題を振ってきた。


  　──超日本都市。正式名称をオノゴロ都市という。


  　日本神話において、イザナギとイザナミが最初に創つくった島の名前から命名され、その都市があった大陸もオノゴロ大陸と名付けられた。


  　この古代都市は半年前、伊い豆ず・小お笠がさ原わら海かい溝こうの西側の海底、つまりは四国とマリアナ海溝を結ぶラインの中間付近で、深海生物の調査をしていた日本の研究機関によって発見された。二千年前の世界大災害によって、水没したと考えられている。


  　太平洋にはかつて超大陸が存在していたとされる説は、世界の至るところにあるが、実際にその痕こん跡せきが見つかったのは今回が初めてのことだった。


  　最初の頃、この大陸こそムー大陸だと主張する人々や、同時期に阿あ蘇そ山さんの爆発により飛散した九州の一部だという説、琉りゆう球きゆう古陸の一部にすぎないという意見も出ていたみたいだが、今では完全に沈黙しているようだ。


  　このオノゴロ都市が、超日本都市という俗称で一般的に呼ばれるようになった理由は、なじみのない日本神話よりも、視覚的イメージとダジャレ的センスのほうが、人々の共感を得ることができたからだろう。


  　都市が発見された場所──西日本からマリアナ海溝までの海底地形図を見ると、日本列島から巨大な左手がにょきっと飛び出て親指を突き立てている、いわゆる『グッジョブ』の形をしていることがわかる。


  　このグッジョブ地帯から発見されたことから、頭文字をとって〝ＧＪ都市〟とネット上では呼ばれていた。誰かがこれをグレート・ジャパンと呼び、超日本都市と訳したことから一気にその名が定着してしまったのだ。「グレートの訳は『超』じゃねえよｗ」という書き込みが、却かえってこの俗称を広める結果となってしまったらしい。


  「ああ、見た見た。小学生の頃に、『この都市の人間は幻まぼろしの大陸から来たんですよ』って先生が言ってたけど、結構まともな伝承だったんだな。当時は、安っぽいオカルト本の影響でも受けてたのかと思ってた」


  「何それ。感想が全然小学生っぽくない」


  　萌由里はなぜかツボにはまったらしく、腹を押さえてケラケラと笑い出す。


  「赤あか峰みねはテレビ見た？」


  　斗と和わは、取り残されたようにしている寧ね々ね音ねに話しかけた。


  「……ご、ごめん。見てなかった。……テスト勉強してた……から」


  　本当に申し訳なさそうな表情で答える。なんとなく虐いじめているみたいな気持ちになって、斗和は慌あわててフォローする。


  「いや、そっちが普通だって。試験前なんだし」


  「試験前に進化論の本を読んでいる人には、言われたくないよね？」


  「進化論じゃなくて、絶ぜつ滅めつ生物の本な」


  「突っ込むとこ、そこ？」


  　そう言って、萌も由ゆ里りがさらに笑う。


  「青あお葉ば、笑いすぎだろ。俺おれ、そんなに変なこと言ったかな？」


  　だがこのとき、もしも斗和に未来を見る能力があったとしたら、数時間後に人類が捕食されることがわかっていたならば、もっと別のことを口にしていたかもしれない。彼女の笑え顔がおを、もっと脳のう裏りに焼きつけていたかもしれない。


  　斗和が萌由里の笑顔を見たのは、これが最後となった──。


  「あ、でも……ね。前におばあちゃんが、言って……たよ。特別な血を引いてるって理由で、昔の人は外の人と、結婚できなかったって……」


  　一瞬、寧々音が何を言っているか理解できなかった。ややあって、少し前の会話を引きずっていたことに気づく。彼女のまわりのスピードは、少しばかり遅いのだ。


  「ネネもなんだ。私も聞いたことあるよ、それ」


  　萌由里がすぐに反応する。ちゃんと寧々音の速度についていっているあたり、性格が違うように思える二人も、ちゃんと友達なんだなあ、と斗和は思った。


  「そういえば斗和くんって、小さい頃から生物とかに興味あったの？」


  　しばらく寧々音と言葉を交わしていた萌由里が、思い出したかのように尋ねてきた。


  「普通だったと思うけど、──やっぱ師匠の影響が強かったかな」


  「師匠？」


  「ああ。小さい頃近所に住んでいた人で──」


  「また〝イマジナリー師匠〟の話かよ」


  　斗和の言葉を遮さえぎるようして、別の声が割り込んできた。背中と首にずっしりと重く、不快感を加速させるような温もりと悪あく臭しゆうが襲おそいかかってくる。


  「キタジか？　ちょっ、重いっ。あと手が湿っていて気持ち悪いっ」


  　後ろからホールドされているので顔を見ることはできないが、鼻にかかった声と丸々とした腕の感触で、木き茂も辺べ卓たく二じだとわかった。斗和の親友であり、同じ中学出身で高校でも同じクラスだ。斗和は「キタジ」と呼んでいる。太った体型をしていて、自分の容よう姿しに強いコンプレックスを持っていた。


  「こらっ、放せよ、キタジ。まじで暑いっ、暑苦しいッ！」


  　だが卓たく二じは、力を緩ゆるめるどころか、ますます腕に力を込めてくる。脂肪の海に沈み込むような圧迫感が後頭部を覆おおう。デブは力が強いという俗説に漏もれることなく、卓二の腕力は強い。


  　本気で抵抗すれば、なんとか引き剥はがせるかもしれないが、椅い子すが後ろに傾いている不安定な状態では、バランスを崩して転倒しかねない。萌も由ゆ里りの前で、そんな無ぶ様ざまな姿はさらしたくなかった。


  「ねえ、キモダくん。イマジナリー師匠って？」


  「はひゃっ！　えっと、あのっ、こ、こいつの妄もう想そう上じようの師匠という意味で、じ、実在しないというか……」


  　萌由里に話しかけられて動どう揺ようしたせいか、卓二の力が緩む。その隙すきに斗と和わは、腕の拘こう束そくから抜け出した。


  「勝手に想像上の存在にするんじゃねえよ。ちゃんと実在するから」


  「だって、顔とかまったく覚えていないじゃん」


  　萌由里に話しかけられたときとは別人のように、卓二ははっきりした口く調ちようで反論する。


  「小さかったんだから仕方ないだろ」


  「それにその師匠って、いつも横向きか後ろ姿だったんだろ？　何それ？　怖いんですけど」


  　卓二の言うとおりだった。なぜか記憶の中に残る師匠の姿は、常に横向きか後ろ姿しかない。正面から見た記憶がないのだ。


  「でも、小さい子供が手をつないだ状態だと、そんなふうにしか記憶に残らないかも」


  「で、ですよね」


  　萌由里の援えん護ごに、彼女とは逆方向に顔を背そむけながら、卓二が同意する。


  「どっちだよっ！」


  　斗和は卓二のパンダみたいな背中を押して教室を飛び出すと、教室棟から管理棟へ延びる渡り廊下のところで、卓二の肩を抱くようにしてしゃがみ込んだ。斗和の通う葦あし原はら第二高校の校舎は、やけに渡り廊下が多い造りとなっている。なんでも志願者数を増やす目的で、校舎をより個性的なデザインにしたかったらしい。


  「キタジ、どういうつもりだ？　俺おれが頭のおかしい奴やつに思われるだろうがっ」


  「リア充じゆう死すべしッ！」


  　卓二がウキィーッという顔で睨にらみつけてきた。


  「はあ？　何言ってんだ？」


  「ううっ、斗和に裏切られた。リア充フィールド全力全開にしやがって、どこの魔王少女だよ。俺が近づけないだろ、くそっ。爆死しろっ、リア充めッ！」


  「嫉ねたみか？　醜みにくい感情だぞ、それ」


  「醜くて結構。どうせ俺の外見よりマシだろ。むしろ、嫉みこそが俺が生きていくための原動力。萌もえ神がみ様貧ひん乳にゆう神がみ様、どうかリア充じゆうどもが自みずからの行おこないを後悔しながら爆死しますようにッ！」


  「最低だな、キタジ。いまだに女子の顔見てしゃべれないくせに」


  「おまえと違って俺おれは純情なのッ！　穢けがれを知らないのッ！　俺の体脂肪はピュアなハートを護まもるために分厚く進化したのッ！」


  「ねえねえ、もしかしてプリキュアの話？」


  「ひょべえええええええええッッッ！」


  　卓たく二じが奇っ怪な声をあげてひっくり返る。その動作に、いつの間まにか斗と和わたちの後ろに立っていた萌も由ゆ里りが、驚いて飛び退のいた。


  「きゃっ。……ごめん、驚かしちゃった？」


  「いや、むしろこいつの奇声にびっくりした」斗和は呆あきれたように答えながら立ち上がり、萌由里に向き直って軽く頭を下げる。「悪かったな、青あお葉ば。話の途中でいなくなって……」


  　何も言わずに出ていったのだから、萌由里が後をつけてきても文句は言えないだろう。


  「男の子同士で密談って怪しいなぁ。もしかして私の悪口でも言ってたのかな？　ぷんすか」


  「ははっ、違うって」


  　そのときだ。女子生徒の悲鳴が聞こえてきた。


  「ちょ、こいつスカートの中覗のぞこうとしてるよッ！」


  「うわっ、まじ最悪。死ねッ！」
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  「えっ、いや、違う。見てないよ、転んだだけだって」


  　どうやら卓たく二じがひっくり返った先に、ちょうど女子生徒たちがいて、スカートの中を覗のぞくような構図となってしまったらしい。


  「見てないってっば、マジで。誓ってもいい、誤解だって」


  「ふざけんなっ！　絶対覗いただろ。キモヲタマジ犯罪者ッ！」


  「嘘うそつくんじゃねえよ、ピザデブ！　めっさキモイッ！」


  　慌あわてて立ち上がって必死に弁解する卓二だったが、女子生徒たちはまったく聞く耳を持たないみたいだった。


  　斗と和わは諦あきらめたようにため息をつくと、仲ちゆう裁さいに入った。


  「ごめん、二人とも」


  「えっ、あ、斗和くん……」


  「斗和くんだぁ……」


  「こいつが転んだのは、本当に事故なんだ。覗いたことは、後できつく叱しかっておくから、ここは勘弁してほしい」


  　そして、卓二の代わりに頭を下げる。


  　女子生徒は互いに顔を見合わせて、「斗和くんが謝らなくても」「別にそこまで、ねぇ」としぶしぶながらも許してくれた。


  　女生徒が立ち去ったのを見送って斗和は、ぷるぷると震えていた卓二の肩を叩たたく。


  「おまえなぁ、ああいう場合は変に言いわけしないでだな──」


  「ち～～～っきっしょぉおおおおおおおおおぉぉォォオオオオッッッ!!」


  　突とつ如じよとして、窓ガラスが割れんばかりの咆ほう哮こうが発せられた。


  「うわっ、なんだ？」


  「斗和、おまえは今俺おれを怒らせた。いや、俺だけじゃねえ。全国に散らばる決して友達ではないが深い絆きずなを持った同どう胞ほうたちを血けつ涙るい怒ど髪はつさせた。ともに宮みや沢ざわ賢けん治じの生しよう涯がいを貫つらぬくことを、生まれてきたときより決定づけられた俺たちは、決して貴き様さまの行動を許さないだろう」


  「宮沢賢治っていったらアレか？　生涯童て──」


  「おおっと、そこから先は注意してしゃべれよ、斗和。その言葉を発した瞬間、俺はキレちまうぜ。チンケな脅おどしじゃねえ、確定した未来さ。屋上に行くまでの猶ゆう予よがあるなんて考えるなよ。血が降り注ぐのは、今この場所な～う」


  「ってか、何に怒ってんだよ？　向こうの立場からしたら怒るのも仕方ないだろ。素直に謝っとけば──」


  「いいや、違うね。間違っているぞ、斗和。あいつらは俺がキモくてオタクってだけで、キモヲタ呼ばわりするような連中なんだ。謝ったが最後、俺は犯罪者としての十字架を背負うことになる。リア充じゆうには決して理解することのできない、もう一つの現実リアルさ。ここはマニュアルにそって、『誰がおまえみたいなブスの黄緑パンツ見るか』ってキレるべきだった」


  「いや、そんなこと言ったら、却かえって喧けん嘩かになるだろ」


  「わかってないな、斗と和わは。痴漢専用サイトに載ってた実績ある対処法さ。この一言で相手も怯ひるむし、まわりも興味をなくす。けれども、さすがは痴漢上級者向きのテクニック。咄とつ嗟さに怒鳴られると、焦あせって口にすら出せなかったぜ」


  「その話だと、その科白せりふ言った時点で、そいつはクロってことじゃないのか？」


  「あの、ごめんね。私のせいで、怒られちゃったみたいで……」


  　二人の会話が途切れたタイミングで、萌も由ゆ里りが謝ってきた。明らかに距離が、先ほどより一メートルほど離れている。


  「ああ、いいよ。青あお葉ばは気にしなくても」


  「うんうん、そうだよ。パンツ見たのは事実だし、むしろ眼がん福ぷくというか……」


  「え？」


  「は？」


  「ん、どったの？」


  「あ、あの、それじゃ、……わ、私これで戻るね。じゃ」


  　早口で言い切って、萌由里は逃げるように去っていった。


  　最悪だ、と斗和は思った。


  　卓たく二じのせいで、自分まで同種の変態だと思われてしまったみたいだ。マニアックな進化論の話をしたとき以上に、どん引きしていた。頭痛がして、思わず頭を押さえ込む。


  「あのさ、斗和」


  　先ほどまでとは打って変わって、どこか浮かれたような声で卓二が話しかけてくる。


  「なんだよ？」


  「斗和だけに言うけど、青葉さんはさ、その、俺おれに気があるんじゃないかな、と思うんだ」


  「はぁ？」声にわずかな苛いら立だちが入った。「キタジ。おまえ、どこをどう妄もう想そうしたら、そのありえない発想にたどり着いた？」


  「客観的な分析の結果だよ。彼女って、ほら、こんな俺にも普通に話しかけてくれるじゃん」


  「いや、そっちのほうが普通だから。っていうか、ほかの女子に嫌われすぎて、相対的に青葉の存在が目立っているだけだろ？　ぶっちゃけ、ここ数か月でおまえに話しかけてきた女子は、青葉と操みさお先輩くらいしかいねえじゃねえか」


  「チッチッチ。わかってないなぁ、斗和は。ギャルゲーとかやらないから、女心が理解できないんだよ。彼女からは俺と同じ匂においを感じる」


  「おまえさ、青葉に名前間違えて覚えられてるよな？　誰だよ、キモダくんって」


  「いいんだよ、そんなことは。些さ細さいなミスだよ。さすがに半分以下だと俺も脈がないって思うけどさ、三分の二も一致してるんだぜ。これって、フラグ立ってんじゃね？」


  　呆あきれる斗と和わのため息を、ホームルームを知らせるチャイムの音が掻かき消した。


  



  　日常の静寂を破るような変化は、唐突にやってきた。いや、もしかしたらそれは、水面下で着々と変へん貌ぼうを遂げていたのかもしれない。


  　いつもと変わらない、アンニュイな午後の授業風景。斗和は睡すい魔まに負けないよう意識的にノートを多く取って、指に刺激を与えていた。


  　ふいに、ポケットの中の携帯電話が震え出す。見ると、寧ね々ね音ねからのメールだった。授業中の携帯電話の使用は特に禁止されていないが、彼女が授業中にメールしてきたのは、これが初めてのことだ。意外に思いながらも、なんの用だろうと軽い気持ちで中を見る。


  『放課後、図書館で待っています』


  　特に断ことわる理由がなかったので、すぐに「了解」と返事を打つ。送信ボタンを押したタイミングで、もう一通メールが届いた。


  　萌も由ゆ里りからのメール。


  　こっちのほうは完全に不意打ちで、斗和は激しく動どう揺ようした。彼女も授業中にメールしてくるタイプではないし、普通の用事なら休み時間に直接言ってくるだろう。


  『放課後、セミナーハウスの裏で待っています』


  　寧々音のメールと似たような文章。


  　いや、明確に違う部分がある。図書館とセミナーハウス。二つの場所は、この教室を中心として、ほぼ正反対に位置する。同時に行くことはできない。少なくとも、どちらか一方を優先する必要があるのだ。


  　斗和は自然と、右前方の萌由里を見ていた。まるでメールを送ったのは別人だったかのように、その後ろ姿は普段と変わらない。黒板とノートの間で視線を動かしているのだろう、一定の間隔で頭が上下に動く。髪を掻き上げる仕草で、形のいい耳が姿を現した。


  　次に左前方の寧々音を見る。恐る恐るといった感じで振り向いてきた彼女と、ばっちり目が合った。


  「──っ！」


  　短い悲鳴をあげて、寧々音は勢いよく顔を逸そらす。左手が机の上のペンケースを跳ね飛ばし、床ゆかの上に鉛筆などが散乱した。みんなの注目を浴びてしまった寧々音は耳まで真っ赤かになり、ぎこちない手つきで文房具類を拾いはじめる。


  　ふと、萌由里の視線を感じたような気がして、斗和は再び彼女のほうへ顔を向けた。


  　けれども萌由里は、磁石が反発するかのように正面へ向き直るところだった。ほかの生徒と同じように、寧々音を見ていただけかもしれない。


  　斗和はもう一度、二人のメールを読み返した。その意味をじっくりと考える。急に喉のどの奥が渇いてきて、かあっと体が熱くなったような気がした。


  　教室の外では、蝉せみの声がやけにうるさく鳴り響いている。わずか一週間しか生きられないはずなのに、彼らの声には微み塵じんの悲哀も感じられなかった。


  



  　斗と和わは自販機でミルクティーを買うと、それを彼女へと差し出した。


  「ありがとう。でも、その値段相応の働きができるとは思っていないわ」


  　五時限目の休み時間。メールの件を相談するために、卓たく二じの幼おさななじみで中学時代から付き合いのある二つ上の先輩、婦ふ設樂しだら操みさおを売店に呼び出した。


  　操は濡ぬれ羽ば色の髪をきれいに七三分けにし、男性用の整髪料でガチガチに固めている。後ろ髪は後頭部で結い上げ、まるでイトスギのように、真上を向いた状態で固定されていた。


  　卓二が「アレ、輪投げとして遊べるんだぜ」と言ってきて、冗談だと思った斗和と言い争いになり、実際に試してみたことがある。斗和の投げた輪っかは彼女のイトスギにすっぽりと収まり、わずかばかりも髪型を崩すことがなかった。


  　だがそれは、当然のことながら操の起爆スイッチでもあり、「斗和くん、あなたには失望したわ」からはじまる説教を、延々と聞かされてしまった苦い思い出がある。


  「この心音ミュージックって意味があるのかしら？　個人的には、気分が悪くなるだけなのだけれども」


  　操がミルクティーを一口飲んでから言った。


  　ああ、と答えて、斗和は上を向く。天井のスピーカーから、有名な楽曲に低い心音をミックスした音楽が流れている。初めて聞いたときは違和感ありまくりだったのだが、しばらく聞いていたら気にならなくなってしまった。むしろ、ふとした瞬間に思い出すくらいには、愛着を持ってしまっている。音楽って偉大だな、としみじみ思った。


  　なんでも、心臓の音にはリラックス効果があるらしく、テスト期間中の休み時間に流すことで、生徒の集中力を高め、それが試験の成績にどう影響するかを検証しているそうなのだ。


  「試すぶんにはタダでしょうし、でも対照実験じゃないから、効果はわからないでしょうね」


  　この心音ミュージックは、当初奇数クラスだけ流す予定だったらしい。けれども「偶数クラスの成績が悪かったら、生徒に対する差別じゃないか」という意見が出て、結局校内すべてで流すことにしたそうだ。まったくもって意味のないことだと思う。


  「人間って不思議よね。信じていないことでも、損をするかもしれないと思うと、批判せずにはいられない。逆に成績が悪くなるとは思わなかったのかしら？　ああ、そういえば、ごめんなさい。相談があったのよね？」


  「これなんですけど」


  　斗和はメールの内容を表示し、携帯電話を差し出した。


  「……見てもいいのかしら？」


  「ええ、構いませんよ」


  　斗と和わが即答すると、なぜか操みさおはじっと見つめ返してきた。


  　彼女の瞳ひとみは真しん紅くで、それを覆おおい隠すかのように、縁ふちが若葉色の眼鏡めがねをかけている。イメージ的には、如い何かにも仕事ができる社長秘書といった感じなのだが、砂時計のような凹おう凸とつのある体つきに大きな胸が、見る者の視線を釘くぎづけにしていた。


  　彼女の胸のサイズを斗和は知らないが、規格が合わなくてスクール水着が着られなかったという逸いつ話わからすると、相当な大きさなのだろう。


  　そのせいもあって操は、夏だというのにブラウスの上から薄手のスクールベストを着用し、今にもボタンが弾はじけ飛びそうになっているだろう胸元を覆い隠している。


  「聞いた感じからすると、人に見せるような内容じゃないと思うのだけれども」


  　操が呆あきれたように息を吐きながら言った。


  「ええ。だから操先輩にしか見せません。キタジにだって秘密です。ほら、操先輩、前に言ってたじゃないですか。俺おれは女心に鈍どん感かんだって。すごく悩んだんですけど、だから……」


  「鈍感だとは言ってないわ。あなたは女子とも、男友達のように接することができるタイプだと言ったの。たとえば、クラスの女子三人から、『映画のチケットが余ったので一緒に行こう』と誘われたら、どう思う？」


  「誘ってもらえるのは、普通にうれしいですよ。映画の内容と日時を聞いてから、行くかどうか判断します」


  「そして、斗和くんがその映画に行くことになったと仮定するわね。当日、ほかの二人に急用ができて、一人の女の子と二人だけで映画を観ることになった。あなたはどう思う？」


  「急用ができてしまって残念に思っているだろうな、と思います。仕方ないんで、その子と一緒に映画は観ますけど」


  「そう。それがあなたの反応。男友達に接するのとまったく同じリアクションなのよ」


  「普通は違うんですか？」


  「卓たく二じを例にしてみましょう」


  「キタジは極端でしょう。普通の反応でいいです」


  「極端だからこそ、わかりやすいのよ。卓二の反応はある意味王道よ。まず卓二は、誘われた時点で、『うっひょ～、ハーレム来たあ！　デュフフフ。いや～、モテるってつらいなぁ。好みの顔じゃないけど、仕方ないから三人同時に抱いてやるか』と、その場の妄もう想そうですでに〝あんあんはふはふ〟しているわ」


  「そんなっ、いくらなんでも飛躍しすぎです。っていうか、三人同時って時点でありえない」


  「急用ができて二人きりになったときも、『俺の彼女はコイツか。映画館に入るってことは、そこでヤってほしいってことだな。デュフフフ』と、すでに付き合っている設定。映画そっちのけで、いかがわしい妄想に耽ふけっているわ。後で『同意があった』とか揉もめるパターンね」


  　斗和は絶句した。映画を観にいっただけで、すでに付き合っているという論理ロジツクが理解できない。まじまじと操みさおの顔を見る。


  「すべて妄もう想そうってところが卓たく二じらしいのだけれど。とにかく、思春期の男子はそれくらい過敏なの。それに比べて斗と和わくんはストイックすぎるわ。まあ、リア充じゆうであるがゆえに、女子に対して過度な期待をしないのでしょうけれども」


  「……俺おれ、男として異い端たんだったんですね」


  「人としてはまっとうよ。変な下心を抱いだかれないから、女子としても話しやすいの。……話が脱線してしまったわね。あなたの相談を受けましょうか」


  　斗和は再び携帯電話を差し出した。それを受け取り、ミルクティーを吸い上げながら画面を眺めていた操は、ややあって口を開く。


  「──そうね。彼女たちの性格からして悪いた戯ずらではないと思うし、卓二が血けつ涙るいを流して悔くやしがる類たぐいの意味だと思って差し支えないわ」


  「……そっか」


  　呟つぶやいて斗和は、ふっと窓の外を眺めた。成層圏まで届きそうな真夏の青空を、巨大な積乱雲が覆おおいはじめている。夕立がくるかもしれない。


  「気持ちは決まっているのでしょ。何を悩んでいるの？」


  　斗和は内心で驚いた。うまく隠していたつもりだったが、操には見抜かれていたらしい。


  「やっぱり、もう一人のほうへは、断ことわりにいったほうがいいですかね？」


  「おやめなさい。おそらく、そういった話し合いはできているはずだから、彼女たちでうまくやるでしょう」


  「でも、それって失礼ですよね。気持ちを伝えてもらったのに無視するなんて、俺にはできない」


  「斗和くん、知ってる？　人は自分が正しいと思ったときに、もっとも過ちを犯すそうよ」


  「……そういや師匠も、同じこと言ってました」


  　斗和は、小さく笑った。


  「それに、まだ告白されたわけじゃないわ。呼び出されただけよ。どうしても断りたければ、それを断りなさい」


  「でも、それって……」


  「これはそういう話なの。だから、それでいいのよ」


  　きっぱりと言い切られ、斗和は言葉を失った。


  



  　放課後のＨホームＲルームが終わると、すぐに帰宅するよう指示が出ていたため、ほとんどの生徒が教室からいなくなった。今日きようは研修があるとかで、教師たちも学校にいないそうだ。萌も由ゆ里りと寧ね々ね音ねの姿もすぐに消えてしまったが、メールの待ち合わせ場所にいるのだろう。


  「キタジ。俺は少し残るから、先に帰っててくれ」


  　斗と和わの声に、窓際の席に座る卓たく二じはびくりと肩を揺ゆらした。慌あわてた素そ振ぶりで、直前まで眺めていた携帯電話をポケットにしまい込む。まるで何かをごまかすような仕草だった。


  「あ、ああ。わかった」


  　返事もどこかぎこちない。


  　そんな卓二の挙動を不審に思っていると、教室のドアが開き、三人の男子生徒が姿を現した。


  　彼らを見て、斗和は眉まゆを顰ひそめる。源みな本もと、馬うま田だ、鹿しか山やまの三人組。悪い噂うわさの絶えない連中だ。明らかに一般の生徒とは違う空気をまとっていた。


  「おい、豚くん。おせえよっ！」


  　馬田が野太い声で叫んだ。声に若じやつ干かん苛いら立だちの色が混じっている。だが教室に残る斗和に気づくと、不機嫌そうな顔で黙り込んだ。


  「ご、ごめん。すぐに行こうとは思っていたんだけど……」


  　卓二が入り口に立つ三人組のもとへと駆かけ寄っていく。三人の雰ふん囲い気きに比べ、卓二の存在は明らかに浮いている。嫌な予感がした。


  「じゃあな、斗和。また明日あした」


  「キタジ」斗和は思わず呼び止めていた。「……彼らとは、どこで親しくなったんだ？」


  　続く言葉が見つからず、とりあえず疑問を口にした。いつも卓二と一緒にいるわけではないし、斗和の知らない友人関係があっても不思議ではないが、卓二と源本たちでは接点がわからない。


  「え？　いや、えーと……」


  「ゲーセンだよ、ゲーセン。駅前の。豚くん、すげーうまいんだぜ。俺おれらもよくそこに行くから、それで仲良くなったんだよ。な？　そうだろ？」


  　口ごもった卓二の代わりに答えたのは、源本だ。悪い想像が加速する。


  「キタジ、本当なのか？」


  「ああ、本当さ。ゲーセンで知り合ったんだ。なんだよ、斗和。いったいどうしちゃったんだよ？」


  　逆に質問されて、斗和は困こん惑わくした。


  　気にしすぎかもしれないとは思うが、卓二は中学時代いじめに遭あっていた。どうしても、この手の連中と卓二が一緒にいるのを見ると悪い想像をしてしまう。


  「じゃあ、俺は源本くんたちと先に帰るから」


  「キタジ。──本当に大丈夫なんだな？」


  　つい、本ほん音ねが漏もれてしまった。


  「なんだよ、テメエは。さっきからうるせーなッ！」


  「豚くんもそう言ってんだろ。信じろよっ！」


  　斗和のしつこい態度に、馬田と鹿山が声を荒らげる。


  「……友達に、『豚くん』なんて言うのかよ？」


  　斗と和わはムッとして低い声を出す。


  「だって、仕方ねーじゃん。こいつ太ってんだからよ。どう見ても豚だよっ！」


  「──豚は、太っていない」


  「あん？」


  「斗和、やめろよっ」


  「豚の体脂肪率は一五％くらいだ。人間の女性でいうなら痩やせてるほうだ！」


  　何か反論しかけた源みな本もとたちだったが、ぱちくりと目をしばたかせると、そうなのか、といった表情で互いに顔を見合わせる。


  「いい加減にしろよ、斗和。何カリカリしてんだよッ！」


  　卓たく二じの声に、斗和は我に返った。確かに失礼な態度だったかもしれない。誰と友人になるかなんて本人が決めることだ。源本たちが素そ行こうの悪い生徒だとしても、卓二が一緒になって悪さでもしない限り、親友といえども口出しするわけにはいかない。いや、むしろ親友だからこそ、卓二を偏へん見けんの目で見て、彼の意思を束そく縛ばくすることを恐れてしまう。


  「悪かった。……じゃあな、キタジ。また明日あした」


  　卓二が源本たちと一緒に教室を後にする。去り際に馬うま田だが「チッ」と舌を鳴らした。


  　しばらくして彼らの気配が完全に消え去り、教室に静寂が舞い降りる。


  　長いため息をついてから、斗和はメールを打ちはじめた。断ことわりのメール。


  　ＨホームＲルームが終わってすぐにメールしてもよかったのだが、どうしても神聖な儀式のように思えて、教室から人がいなくなるのを待っていた。


  　六時限目の授業中、ずっと考えていた文面を打ち込む。あれだけいろいろと考えていたはずなのに、できた文章は自分でも驚くほど簡素なものだった。


  『ごめん。なんか青あお葉ばのほうからも呼ばれてて、先にそっちに行こうと思う。遅くなるかもしれないから、急ぎでなければ明日にしたいんだけど』


  　ＯＫで返信しておいて、これはないよな、と申し訳ない気持ちになった。このメールを受け取った寧ね々ね音ねは、どんな気持ちになるのだろうか。


  　そう思った瞬間、──唐突に、斗和は理解した。操みさおが「それでいいのよ」と言った意味と、萌も由ゆ里りと寧々音がメールに込めた、もう一つの意図を。


  　──これからも友達でいましょう。


  　これはそういう意味なのだ。


  　直接告白を断ったのなら、どうしても関係がぎくしゃくしてしまう。気持ち的には友達だと思っていても、目には見えない深い溝が、互いの距離を近づけることは永遠にないだろう。


  　だが単なる待ち合わせを断るだけならば、そうはならない。まだ心理的に言いわけができるからだ。後になって呼び出した理由を尋ねても、「買いたい本があったから付き合ってほしかった」「萌も由ゆ里りちゃんから恋の相談を受けていた」など、なんとでもでっち上げることができる。矛む盾じゆんを指摘したとしてもごまかされるだけだし、またその必要性も感じなかった。


  「……そういうこと、か」


  　斗と和わは誰もいない教室で呟つぶやいた。現金なもので、そう考えると気持ちが少しだけ楽になった。そして、送信ボタンに置いた親指に力を込める。


  　──そのときだ。


  　ピィンと弦を弾はじくような耳鳴りが聞こえてきた。


  　世界が一瞬、暗転したように感じた。自身がどこか、高い所へ上っていくような錯さつ覚かくを覚える。夢から覚めるときの感覚に似ているような気がした。


  　けれども、それは単なる錯覚だったのかもしれない。耳鳴りが消え去った後も、教室や自分自身になんら変化はなかった。


  　いや──。何かが違うと感じた。どこかおかしいと思った。漠ばく然ぜんとした不安が渦巻いているような気がする。


  　ふと、外を見た。いつの間まにか空を薄暗い雲が覆おおい、ところどころから蛍光灯のような太陽の光が漏もれている。天気予報では終日晴れだったはずだが、雨が降るのだろうか。


  　気を取り直して、斗和は送信ボタンを押す。けれども一向に、それが完了する気配がない。やがて送信エラーが表示された。


  「え？」


  　ディスプレイを確認すると圏外になっていた。電波の調子が悪いのかなと思い、教室をぐるぐるまわってみたが、どこにいてもアンテナが立つことはなかった。


  　諦あきらめるべきかな、と思った。このタイミングでメールが送信できなくなったのは運命かもしれない。寧ね々ね音ねに会いにいくべきではない、というお告げなのだ。


  「──いや、違う」


  　斗和は誰ともなく呟いていた。そこはかとない不安が、意識のずっと奥底から滲にじみ出ている。その選択は間違いだと警告されているように思えた。


  　どうするべきか迷ったあげく、寧々音の待つ図書館へ向かうことにした。やはり一言もなしに彼女に待ちぼうけをさせるのは間違いだろう。要はメールの内容を、口頭で伝えればいいだけなのだ。そんなことを考えていたため、斗和は気づかなかった。


  　この世界の異変に。


  　人類が生態ピラミッドの頂点から、緩ゆるやかに転落してしまったことに。


  　あれほど騒がしかった蝉せみの鳴き声は、今はまったく聞こえていなかった──。


  



  　図書館では、寧々音がぽつんと一人で座っていた。俯うつむき気味で肩を小さくしている姿は、泣いているようにも見える。


  　斗と和わの姿に気づくと、寧ね々ね音ねは呆ぼう然ぜんとした表情となり、小さな口を半開きにしたまま立ち上がった。


  「あっ、……あ、……ひゃ」


  　驚きのあまり、うまくしゃべれないようだ。ちくり、と斗和の胸が痛んだ。誤解されてしまったかもしれない。早く言わなくては、と思った。


  「赤あか峰みね、ごめん」


  　その言葉が予想外だったのか、寧々音がびくりと肩を震わせた。


  「実は今日きよう、青あお葉ばにも呼ばれてたんだ。できればそっちを優先したい。急ぎの用じゃなきゃ、明日あしたにしたいんだけど」


  「そう。萌も由ゆ里りちゃんの、ほうに……」


  　寧々音の顔から表情が消える。


  「メールを送ろうとしたんだけど、なんか圏外でさ。ごめん」


  　おそらくは状況を理解したのだろう。寧々音は再び俯うつむいてしまった。


  「……本当に、ごめん」


  　斗和はもう一度謝った。


  　用件だけ伝えたら、すぐに帰るつもりだったが、寧々音の姿があまりにも痛ましく、斗和は動くことができなかった。


  [image: ]


  「わ、私の用事は……ね。そんなに、大したことじゃ、ないん……だよ。あの、えっと、ほら、いっ、異能力っ。それを見せたかった……の。今け朝さも話題に出てた、でしょ？　確か、斗と和わくんの妹さんも、あのとき異能力使ってた……よね？　わ、私も最近、不思議な力がついちゃって──。ほら、見てて……ね。て、手を触れずに、シャープペンを動かしてみる……から」


  　寧ね々ね音ねが消えそうな声で一いつ生しよう懸けん命めいしゃべっている。彼女は二人きりのときはそれなりに話をするのだが、いつも以上に口数が多かった。


  　鞄かばんからペンケースを取り出すが、すぐに落としてしまう。「ごめん」と言ってからそれを拾うと、震える手でシャープペンを取り出して、机の上に置いた。


  　寧々音は俯うつむいたまま、力を送り込むように両手を広げているが、シャープペンは一向に動く気配を見せない。当然、動くことはない。


  「あれ？　変、だね。……き、今日きようは調子が悪いみ……たい」


  　そんな寧々音を見て、斗和は罪悪感を覚えた。来るべきではなかったかもしれない。


  「じゃあ、赤あか峰みね。俺おれ、行くから」


  「え？　う、うん。……ごめんね。変なこと言ったり……して」


  「ううん。それじゃな」


  「わ、私、頭おかしい……よね？」


  「そんなことないよ」


  「……ごめん、ね。本当に」


  「早めに帰るんだぞ」


  　一度も顔を上げることのなかった寧々音に背を向けて、斗和は図書館を後にした。


  



  　斗和は教室棟の北口玄関を出ると、運動場方向──工事中の建物の北側を通るルートでセミナーハウスへ向かった。こちらは遠回りになるのだが、南側は寧々音に姿を見られる可能性があり、心理的に避けてしまったのだ。


  「斗和、おまえまだ残っていたのか？　今日は早く帰るよう言ってあるだろう、バァータレが」


  　運動場前の舗ほ道どうに出たところで、運悪く体育教師と出くわしてしまった。


  　まずいな、と斗和は思った。


  　この体育教師は、しつこいうえに融ゆう通ずうの利かない性格をしている。だから、帰ろうとせずにセミナーハウスへ向かう斗和を、決して見み逃のがしたりはしないだろう。


  「すみません。すぐに帰りますんで」


  　斗和は、いったん帰るふりをしてごまかすことに決めた。


  「そうだ、斗和。前から言ってるが、やらないか？　部活」


  　最悪なことに、体育教師が会話を続けてくる。


  「すみません。全然そんな気ないです」


  「おまえなぁ、それだけの運動能力があってもったいない奴やつだな。そういうのを宝の持ち腐れというんだ。どうだ？　先生と共に汗を流してみないか？　荒い息の下、むせ返るような漢おとこの臭におい、響き合う筋肉と筋肉、芽生える師弟愛っ！　スポーツはいいぞおおおおおおッ！」


  「いえ、遠慮します」


  　斗と和わは即答した。なんというか、寒さむ気けのするイメージしか浮かばない。


  「即答するな、バァータレが。理由を言え」


  「ゲームは大いなる冗長だからです。やっている間は楽しいかもしれませんが、後に残るものが少なく、効率が悪いです」


  　いつもなら、のらりくらりとかわすが、今は気が急せいていた。つい本ほん音ねを漏もらしてしまう。


  「誰がゲームの話をしている。部活だ、スポーツだ」


  「スポーツもゲームですよ。外でやるか家でやるかの違いです。新しいことを経験するのは、確かによい勉強になりますし、遊びとして非常に楽しいものだとも思います。けれども『訓練』のレベルまでいくと時間のロスです。俺おれはプロになるつもりはありませんから、体育の授業だけで十分です」


  「諦あきらめるなっ、自分を卑ひ下げするなっ！　夢はきっと叶かなうぞ。おまえはプロになれる。いや、先生がきっと叶えてみせる。おまえの残りの人生を、俺にくれッ！」


  　体育教師は斗和の話を聞かないばかりか、変な曲きよつ解かいをして顔を紅こう潮ちようさせた。


  「全力でお断ことわりします」


  　斗和は冷ややかに言い放つ。なんというか、どっと疲れた。


  　そのときだ。


  「にゃー」という猫の鳴き声が、遠くから聞こえてきた。


  「あ、先生。猫がいるみたいですよ」


  「こら、話を逸そらすな。猫くらいどこにでもいるだろうが」


  「でも、なんか上から聞こえてきたような」


  　そこで斗和は、外に出て初めて空を見上げた。雲が太陽を隠し、陰気な光を放っている。どこか違和感があった。なぜだかわからないが胸騒ぎがした。真夏だというのに少し肌はだ寒ざむい感じがする。


  「先生～～っ！」


  　遠くから数人の生徒たちが走ってきた。駆かけ寄ってくる集団以外にも、ぱらぱらと生徒たちの姿がある。特別管理棟の一階は駐輪場になっているので、帰ろうとした生徒たちが集まってきているのだろう。


  「こら、貴き様さまら。今日きようは早く帰れといっただろうが。何をしとるんじゃ、バァータレが」


  「それが、先生。外に出られないんですよ」


  「はあ？　何を言っとるんじゃ、おまえは」


  「だから、外に出られないんですよ。本当です。何人かで試してみたんです」


  　そう言って、ほかの生徒たちに同意を求める。まわりの生徒たちも、「そのとおりだ」と困こん惑わくした表情で頷うなずいていた。


  「見えない壁みたいなのがあって、通ろうとしても通れないんですよ。叩たたいたりしたんですけど、びくともしなくて」


  「出口はどこも駄目みたいです。あ、北門は試してないんだっけ？」


  「携帯もつながらないし、なんかおかしくないですか？」


  「急に姿が消えた友人もいるんです」


  「おまえたちは俺おれを馬ば鹿かにしているのか？　そんな嘘うそに騙だまされるか、バァータレが」


  「嘘じゃないですって」


  　必死になって生徒たちが訴えかける。


  　そんな様子を、斗と和わはどこか他ひ人と事ごとのように聞いていた。それよりも気になることがあった。


  「にゃ～」


  　まただ。猫の鳴き声が、どこか上のほうから聞こえてくる。斗和はなぜか、それが気になって仕方なかった。理由は自分でもわからない。ただ、ざらざらした不安感のようなものが、喉のどの奥に引っかかっている。


  　鳴き声の出どころを探す斗和の視界に、猫の姿が映った。去年の三月に竣しゆん工こうした、二階建ての新体育館の屋上。そこに興味深そうに、こちらを見つめる金色の眼めがある。


  　だが何かが違った。致命的なズレがあった。すぐには、それがなんなのかがわからない。いや、違う。わかっている事実を、頭が受け止めきれていないのだ。


  「みんな、あれ……」


  　呟つぶやくように言う。けれども口論に夢中になっている生徒たちには聞こえない。


  「おいっ、みんなっ！」


  　斗和は声を荒らげた。だが誰も振り向く者はいない。


  「こっちを見ろッ！」


  　半ばヒステリックに叫ぶ。やっとのことで、生徒たちが斗和の異変に気づく。


  　斗和は体育館の屋上を指さした。緊張のためか指先が震えている。


  　猫が、猫の頭部を持つその生き物が、にやりと笑ったような気がした。次の瞬間、そのありえない大きさを持つ体たい躯くが、斗和の視界から消える。


  　心臓が止まる思いがした。


  「どうしたんだよ？」


  　呑のん気きな声が投げかけられる。


  「ここから離れるんだっ。早くッ！」


  　けれども生徒たちの反応は薄い。状況を理解できていないのだ。


  　それは斗と和わも同じだった。だから的確な言葉を口にするのを躊躇ためらっていた。まさか日常で、そのような科白せりふを言う機会があるとは思わなかった。だが、腹の底から迫せり上がってくる恐怖が、ある種の直感が、その非現実的な科白を吐き出させる。


  「逃げろぉおおおッ！　みんな、そこから離れるんだああああああああッッッ！」


  　──ズゥウウン！


  　刹せつ那な、その叫びを断ち切るように、重量感のある音が鳴り響く。


  　生徒たちがいた場所に、突とつ如じよとして巨大な物体が現れる。


  　くるくるくる。


  　何かが宙を回転していた。血を撒まき散らしながら、くるくるとまわっている。そこには二つの目があった。鼻があり、口がある。


  　女子生徒の生首だ。それが、それだけが、宙を舞っていた。その瞳ひとみはいったい何を捉とらえていたのだろうか。


  　だが斗和は、それを見ていなかった。見る余裕などなかった。斗和の視線は、目の前の巨大な生き物に釘くぎづけになったままだ。


  　巨大な猫の頭部。灰色をベースとして黒い縞模様タビーが織り込まれている。アメリカンショートヘアーを彷ほう彿ふつとさせる、整った凜り々りしい面つら構がまえ。


  　しかし、その胴体は違った。猫のモノではなかった。


  　巨大な蜘く蛛もの体たい躯く。猫の頭部の後ろに頭胸部らしき胴体と、丸く膨ふくらんだ腹部がある。銀の渦巻き模様シルバークラシツクタビーの体毛に覆おおわれた胴体からは、支柱のようにがっしりとした脚が八本生えていた。タランチュラなどのオオツチグモ科の蜘蛛を連想させる。


  　猫蜘蛛、という単語が脳のう裏りをよぎる。その大きさはマイクロバスほどもあり、脚の一本は男子生徒の体を串くし刺ざしにし、ほかの一本は女子生徒の首を切断していた。


  　残忍な光を放つ金色の眼めが、じっと目の前の獲え物ものを見つめている。次に、その巨大な顎あぎとがぐわっと開く。五〇センチはあるだろう四本の犬けん歯しと、肉を切り裂くために発達した肉食動物特有の鋭するどい裂れつ肉にく歯しが覗のぞく。


  　悪あく臭しゆうがした、ような気がした。濃い死の香りを含んだ、胸むな糞くその悪くなるような臭におい。


  　そして宙を舞っていた少女の首が、ようやく斗和の足下に着地する。


  「先生っ、逃げろぉおおおッッ！」


  　呆ぼう然ぜんとしていた獲物──体育教師は、斗和の声を聞いて、弾はじかれたように背を向けた。


  　だが、一瞬速く猫蜘蛛の巨体がぶれる。


  　次の瞬間、体育教師の上半身は、猫蜘蛛の口に咥くわえられていた。


  　低い悲鳴が、くぐもった音で、猫蜘蛛の頬ほおを震わせている。悲鳴に合わせるようにして体育教師は、はみ出している両脚を必死にばたつかせるが、まったく意味をなさない。


  　猫蜘蛛が顎に力を込めるのがわかった。ぼとりと、まるで人形のように、はみ出していた体育教師の下半身が、地面に落ちる──。


  「うわわわああああああああああああああああァァァアアアアアッッッ[image: ]」


  　悲鳴が爆発した。


  　生徒たちは恐怖に絞り出されるような金切り声をあげ、散り散りに逃げ出す。


  　同じように逃げ出そうとした斗と和わは、すんでのところで踏みとどまった。今このタイミングで動くのは危険だ。


  　猫ねこ蜘ぐ蛛もがにやりと表情を歪ゆがめ、まるで新しいおもちゃを見つけた子供のように、逃げる生徒たちを値踏みしている。そして胴体をぐぐっと沈めたかと思うと、次の瞬間、空高く舞い上がった。驚くべき跳ちよう躍やく力。校舎の三階まで軽く届いている。


  　逃げ惑う多くの生徒たちの上を軽々と跳び越えると、校舎前にいた男子生徒を着地と同時に押し潰つぶした。前脚を払って、近くにいたもう一人の男子生徒を吹き飛ばす。校舎の壁に叩たたきつけられた男子生徒は、バラバラになって真っ赤かな血肉を散らした。


  　猫蜘蛛が喉のどの部分から半透明な糸の塊かたまりを出し、駐輪場に逃げ込もうとした女子生徒の背中目がけて投げつける。そして、釣り竿ざおを引き上げるようにして、糸を引っ張った。粘ねん着ちやく性せいの糸に捕ほ獲かくされた女子生徒は、望まぬ放物線を描えがきながら宙を舞う。尾を引く彼女の長い悲鳴は、猫蜘蛛の鋭するどい歯によって無む惨ざんに断ち切られた。


  　ありえない、と斗和は思った。


  　確かに蜘蛛は風に乗って空中を浮遊することはできるが、あんな巨大な体たい躯くの生物が、あれほどの高さまでジャンプすれば、その着地の衝撃で脚が潰れてしまうはずだ。


  　何かが違うと思った。自分の中の知識と一致しない。そもそもあのような生物など、この世に存在するはずがないのだ。


  　頭が混乱する。思考がまとまらない。


  　自分の常識が通用しない世界では、何を指針に判断すればよいのか。


  （師匠。どうしたら、いいですか？）


  　斗和はぎゅっと目を閉じ、遠い昔、師匠が残してくれた言葉を思い出す。


  『──斗和、斗和』


  　懐なつかしい声。もうずいぶん昔のことなのに、顔だけはどうしても思い出せないのに、ふとした瞬間に、師匠の言葉を鮮せん明めいに思い出すことがある。


  　近所に住んでいた男の人。幼おさない斗和には、ずいぶん大人のように感じられていたが、今思えば、大学生くらいの若い年齢だったのかもしれない。


  　どこで会っていたかは、漠ばく然ぜんとしてわからない。けれども、多くの時間を師匠と共に過ごした実感だけはあった。


  『斗和。この先きっと、自分の常識が通じないときが来ると思う。そんなとき、もっとも大切なことは、現実をありのまま受け入れることだ。すぐに思考を停止せず、その理由を考えること、おかしいと疑うこと、確かにそれもすごく大切なことだよ。けれども同じくらい、目の前の事実を受け入れることも大切なんだ』


  「ししょー、それって矛む盾じゆんしてるよね？　疑うことと受け入れることは、同時にできないよ」


  『そうだね。だけど優先順位は、状況によって変わるモノだ。生き残るためには即座に環境に適応し、現状を受け入れることのほうが大切なんだよ。生き残らなければ理由を考えることも、疑問に思うこともできない。それは後になってもできることなんだ。だから、ありのままの現実を受け入れることを優先しなければならない。いいかい、斗と和わ。危機が迫っているときこそ、素早い把握力と適応力が必要となってくるんだ。理解力はその後でいい』


  　斗和は、ゆっくりと目を開けた。


  　思考がクリアになっていくのを自覚する。判断を妨さまたげる不要なノイズはすべて消え去った。


  　師匠の言うことは、いつも正しい。師匠の言葉に従ってさえいれば、どんな困難でも切り抜けることができる。だから斗和は、目の前の怪異を受け入れて、状況を整理した。


  



  　──突とつ如じよ現れた化け物。猫の頭部と蜘く蛛もの体を持つ。


  　人を喰くらい、殺す。


  　跳ちよう躍やく力、移動速度ともに高く、まともに逃げ切るのは不可能。


  　注意すべきは、蜘蛛の糸。ナゲナワグモのように、糸を投げつけて獲え物ものを捕ほ獲かくする。


  　こちらの最優先事項は、身の安全。猫ねこ蜘ぐ蛛もは、猫の性質を併あわせ持っているらしく、動く物に興味を示す。だがそれは「動かなければ安全」と同義ではない。


  　ここから、安全な場所へ移動する必要あり。屋内が妥だ当とう。一番近いのは、階段を上がった先の工事中の建物。次に近いのは新体育館──。


  



  （よし！）


  　状況を整理した斗和は、すぐさま行動に移す。


  　師匠の言葉を思い出していた時間は、数秒に満たない。猫蜘蛛はいまだ校舎の前にいる。奴やつを注意深く観察し、こちらに興味を示さないよう、静かに移動を開始する。


  　──だが。


  「痛いよおおぉう、ああぁっ、誰か、助けてっ！」


  　悲痛な叫びが、斗和の足に絡みついてくる。思わず動きを止めてしまった。


  　見ると、体育教師の下半身が垂れ流した血だまりの近くに、一人の女子生徒が足を押さえながらうずくまっている。


  　おそらくは猫蜘蛛が着地した際に、腹部で押し潰つぶされたのだろう。幸い命に別状はないみたいだが、足があらぬ方向へひん曲がっていて、青く内出血していた。数人の生徒が彼女の傍そばを走り抜けていったが、誰も助けようとはしない。


  　迷ったのは一瞬、斗と和わは女子生徒のもとへと駆かけ寄っていた。


  「いいか、まずはここを離れる。痛いのは我慢してくれ」


  　相手の返事は待たず、潜もぐり込むようにして彼女を背負う。足を持ち上げると、女子生徒は苦痛に満ちた呻うめき声をあげ、斗和の胸に指を食い込ませてきた。


  「うっ」


  　思わず眉まゆを顰しかめた斗和だったが、今はそれを気にする余裕もない。すぐさま猫ねこ蜘ぐ蛛もの様子を観察する。猫蜘蛛は斗和とは反対方向、西門へと群がる生徒たちを見つめていた。


  　必死に何もない空間を叩たたく生徒、諦あきらめてほかの出口へと急ぐ生徒たちの姿がある。誰かが言ったとおり、外には出られないらしい。〝見えない壁がある〟という表現は適切かもしれなかった。


  （今のうちに──）


  　斗和がそう思った瞬間、猫蜘蛛がぐるりと顔を向けてきた。縦にすぼめられた金色の瞳どう孔こうがこちらを捉とらえる。


  　ばっちりと目が合ってしまった。


  　猫蜘蛛はにやりと両目を細めると、体を下に沈め全身のバネを圧おし縮める。先ほどと同じように──。


  　刹せつ那な、斗和の全身を猛烈な何かが駆け抜けていった。


  　本能が迫りくる死の予感を察し、ざわざわと不気味な音を奏かなでている。


  　猫蜘蛛は、自分たちを新たな獲え物ものに決めたようだ。どんな理由があったのか。何がいけなかったのか。いや、ターゲットにされた理由など、今は考える必要のない情報。狙ねらわれているのは事実。考えるべきは、如い何かにして奴やつの攻撃をかわすかだ。


  　猫蜘蛛の体が宙を舞う。


  　そうか、と斗和は他ひ人と事ごとのように思った。猫蜘蛛の腹部が風船のように膨ふくらんでいた。中がどうなっているかは想像するしかないが、おそらくあれのおかげで、バスほどもある巨体が空に舞い上がることができるのだろう。


  　斗和は全力で走った。アドレナリンが放出されているせいか、背中の女子生徒の体重は苦にならない。ただただ必死に、階段を駆け上る。


  　再び見上げると、猫蜘蛛が空から降りてくるところだった。尻しりの先端から気体を吐き出しながら、軌き道どうを修正してくる。建物にたどり着く前に襲おそわれるのは確実だ。


  　恐怖で心臓が張り裂けそうだった。血流が激しくなり、気を抜けば意識が飛んでしまいそうになる。斗和はあえて入り口に向かって直進せず、斜め方向へと走った。


  　頭上にぴりぴりとした予感が張りついている。濃厚な死の感覚。今まさに、猫蜘蛛は強きよう靱じんな刃をぎらつかせて、高度を下げていることだろう。


  　そして猫蜘蛛の巨大な影が、脆ぜい弱じやくな斗和の体たい躯くを覆おおい隠す。


  （──今だ！）


  　刹せつ那な、斗と和わは走る方向を直角に変えた。


  「にゃっ！」


  　予想外の動きだったのか、猫ねこ蜘ぐ蛛もが鳴き声をあげる。そして斗和が当初向かっていた場所へ、錨いかりのように重量感のある八本の脚を突き立てる。当然、急な方向転換をした獲え物ものは、そこにはいない。


  　猫蜘蛛の攻撃をかわすことに成功した興奮が冷めやらぬまま、斗和は保護シートの開けた場所から、工事中の建物へと足を踏み入れる。中はベニヤで覆おおわれた柱が並んでいて、二階の床ゆかを支えるための鉄パイプが林立していた。


  　ハードルのように行ゆく手を阻はばむ鉄パイプを乗り越えながら先へと進む。女子生徒を背負った状態で障害物を乗り越えるのは、相当な体力を使うはずだが、焦あせりと恐怖が疲労感を覆おおい隠している。


  　と、激しい音が後方から響いてきた。建物が大きく揺ゆれ、ぱらぱらと砂すな埃ぼこりを落としてくる。


  　斗和は驚いて後ろを振り返った。


  　そこには猫蜘蛛の頭部があった。建物に逃げ込んだ獲物を諦あきらめるどころか、ぎらぎらと瞳ひとみを輝かがやかせて追ってきている。


  　猫はヒゲによって自分が通れる隙すき間まがあるかどうかを測る、という俗説があるが、蜘蛛の胴体を持つ猫蜘蛛には、まったく意味がなかったらしい。


  　通ることのできない隙間に苛いら立だたしさをぶつけるようにして、前脚で林立する鉄パイプをぶっ叩たたく。その一撃で骨組みは大きく破壊され、軋きしむ音が至るところから響いてきた。


  　まずい、と思った。


  　猫蜘蛛の攻撃は、鉄パイプなど容易に粉ふん砕さいする破壊力を持っている。すぐに自身が通れるスペースを確保するだろう。だが、それよりも危険なことがある。


  　斗和は不ふ穏おんな音を出す天井を見上げた。ぱらぱらと砂埃が落ちるたび、不安な気持ちが膨ふくれ上がっていく。


  　建物がどのようなバランスで支えられているかはわからないが、鉄パイプであちこち補強しているということは、十分な強度がないのだろう。それらを次々に薙なぎ倒していけば、いずれ崩ほう壊かいするのは目に見えている。このままでは、建物の下敷きとなってしまう可能性があった。


  　──焦る気持ちが、致命的なミスを招く。


  　注意すべき敵の攻撃を、完全に失念していた。


  　突とつ如じよ、体に歪いびつな力が加わる。ぐんっ、と真後ろに引っ張られる感覚。絶望的な事実を突きつけられ、心臓がぎゅっと収縮した。


  　猫蜘蛛の糸に捕ほ獲かくされてしまったのだ。


  　無数の骨組みが邪魔をする空間の中、ピンポイントで糸を投球してきたのだろう。驚くべき正確さだった。


  　強大な力に吊つるされるように引っ張られ、斗と和わは後ろ向きに体勢を崩した。バランスを崩した状態では腕に力が入らない。あっさりと、背中にあった人の重みが消えていく。


  「いやあああああああああッッ！」


  　女子生徒の叫びが、斗和の胸を貫つらぬいた。倒れながらも上体を捻ひねってうつぶせになった斗和は、絶望の色に染まった女子生徒の顔を見てしまった。


  　その瞳ひとみの奥には、どす黒い憎しみの感情も混じっていたかもしれない。


  　──私を、盾たてにしたな。


  　彼女の、声なき非難が聞こえてきたような気がした。


  　そのまま彼女は、前脚でもって猫ねこ蜘ぐ蛛もの口の中へと押し込まれ、胸から下を捕食されしまった。門もん歯しの間から転げ落ちた首が、無念の形ぎよう相そうを刻み込んでいる。


  「くそっ」


  　斗和は、小さく毒づく。悔くやしさと忸じく怩じたる思いで、奥歯が軋きしんだ。


  　まったくそんな気はなかったが、結果的に彼女を盾にしてしまった。糸を当てられたのは自分。けれども女子生徒を背負っていたため、結果的に喰くわれたのは彼女のほうだ。非難されて当然だと思う。


  『斗和、斗和。優先順位を決めるんだ。生産性のない底なし沼のような感情に陥おちいってはいけない。時間の流れは平等だよ』


  　師匠の言葉を思い出す。


  　そうだ、今は後悔している暇ひまはない。ここで感情のまま動きを止めてしまえば、次に捕食されるのは自分なのだ。


  　斗和は、うつぶせの状態から足を立てると、低い姿勢のまま慎重に移動をはじめた。捕食中の今なら、逃げ出せる隙すきがあるかもしれない。


  　だが、あの巨体に人間の身体からだはあまりにも少量なのか、猫蜘蛛はすぐに斗和をも捕食しようと迫ってきた。前脚で目の前の邪魔な柱を殴りつける。ベニヤとコンクリートが飛び散り、続く一撃で柱は「くの字」に折れ曲がった。


  　──それは、致命的な一撃。


  　天井から響いていた不ふ穏おんな音が、決定的なモノへと変化する。


  　支えを失った骨組みが大きくしなり、二階の床ゆかがもろく崩れ去る。ベニヤ板の上で固められていたコンクリートは無数の残ざん骸がいとなり、猫蜘蛛へと襲おそいかかった。当然だ。そこの支柱が破壊されているのだから。


  　危険を察した猫蜘蛛は、猫そのもののように迷いのない動作で素早く逃げ去った。重量を持った鉄の塊かたまりが、その残像を撃ち抜くかのように雪な崩だれ込む。


  　しかし崩ほう壊かいはそれだけにとどまらなかった。


  　重力によって歪いびつにねじ曲げられた骨組みの中のエネルギーは、自みずからを解放する場所を常に探し続けていた。大きく傾かしいだ梁はりは、二階の床ゆかの重みがとれると、自らの弾力でカタパルトのように逆方向へと振れる。その力の奔ほん流りゆうが、複雑に連結された骨組みの中を駆かけ抜け、至るところで荒れくるった。


  　もはやそこに秩序立った力の流れは存在しない。自らの欲望に忠実な魔物のように共食いをはじめ、残った骨組みを分解し、破壊する。


  「くっ」


  　鈍にぶい悲鳴のような音を立てて崩ほう壊かいする建物の中を、斗と和わは走った。


  　だが崩落は、斗和を追ってくるかのように、背後の風景を残ざん骸がいが埋め尽くしていく。明らかに斗和の走る速度より速い。押し潰つぶされるのは時間の問題だ。


  　鉄パイプが頭上から降ってきて、目の前の地面に突き刺さり、進行を妨さまたげる。もはや限界だった。


  　斗和は中央のひときわ大きい支柱の下へ、飛び込むようにして駆け込み、頭を抱えてうずくまる。天てん蓋がいが大きく牙きばを剥むき、残骸が次々と地面に突き刺さってくる。激しい地鳴りと粉ふん塵じんが、五感を麻ま痺ひさせた。


  　どれくらい時間が経たったのだろう。静寂を感じ、斗和は顔を上げた。


  　崩壊は収まっていた。無ぶ骨こつな鉄パイプとコンクリートの残骸が、周囲を覆おおい尽くしている。ほんの数センチ先の地面を、コンクリートの塊かたまりが貫つらぬいていた。


  　斗和は無傷だった。運よく残骸の隙すき間まに入り込むことができたのだ。咄とつ嗟さに支柱の陰に隠れた判断が、功を奏したのかもしれない。


  　建物はおよそ半分ほどが、中央に落ち込むようにして倒壊していた。あたりに猫ねこ蜘ぐ蛛もの姿はない。どうやら逃げ切れたようだ。


  　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた斗和だったが、すぐに自分がやるべきことを思い出した。建物が崩壊する音は、萌も由ゆ里りの耳にも届いているだろう。何も知らずに出てきたところを、猫蜘蛛に襲おそわれる危険性がある。一刻の猶ゆう予よもなかった。


  



  「青あお葉ばッ！」


  　セミナーハウスの前に着くと同時に、斗和は叫んだ。だが、萌由里の姿はない。


  「青葉ッ！」


  　もう一度叫ぶ。見える場所には萌由里の姿はない。


  　焦しよう燥そう感かんがある。萌由里はセミナーハウスの裏で待っていると言った。ならば、声は聞こえているはずだ。


  　最悪の状況は入れ違いになっていること。周囲の異変に気づいて、勝手に歩きまわっている可能性がある。そうなれば、無事な姿の萌由里を見つけることができるかどうか。


  　いや、まだだ。


  　その最悪な想像を、強引に押し退のける。


  　待ち合わせはセミナーハウスの裏。先にそこを確認しなければ。


  　くすんだ色の雑草を踏んで、裏手にまわろうとする。


  　そこで、もう一度彼女の名前を呼ぼうとして──。


  　できなかった。


  　萌も由ゆ里りの名を呼ぶことが、できなかった。


  　真っ白な何かが、網もう膜まくを突き抜けて、直接脳に飛び込んでくる。


  　それは、女子生徒の足だった。


  　セミナーハウスの不釣り合いに真っ白な建物の陰から、陶とう磁じ器きのように美しい素足がまっすぐに伸びている。


  　最悪の予感がした。


  　動どう悸きが激しくなり、酸素と意識を奪い去ろうとする。


  　ふらふらと近寄っていくにつれて、その全ぜん貌ぼうが明らかになっていく。


  「うそ、だろ……？」


  　少女は静かに横たわっていた。


  　まるで眠っているかのように固く閉じられている瞳ひとみ、放射状に広がる瑞みず々みずしい瑠る璃り色の髪、力なく投げ出された手足は、どこか扇せん情じよう的てきだった。


  　けれども、やわらかそうな半開きの口元からは、やけに鮮あざやかで不ふ謹きん慎しんにも美しいと思わせるような、真っ赤かな血が流れ出ていた。


  　命の残り火のような鮮せん血けつが、彼女のやわらかそうな頬ほおを汚している。


  「あお、……ば？」


  　ぴくりとも動かない、青あお葉ば萌由里の姿が、──そこにはあった。


  　　　第二章　その白きは視界を覆おおう


  



  　特別教室棟四階の最東端にある音楽室は、今は窓が黒いカーテンで覆い尽くされ、外から見えなくなっており、中には四人の男子生徒がいた。


  　いかつい体格で五ご分ぶ刈りの馬うま田だ、茶髪で細身の鹿しか山やま、髑どく髏ろのピアスをした金髪の源みな本もと、そして卓たく二じの四人だ。


  　その中で、卓二の姿だけが異質だった。


  　ほとんど全ぜん裸らで、トランクスの代わりにブルマを着用し正座をしている。けれどもブルマは明らかにサイズが小さく、伸びきって針金のように食い込んだ形状は、卓二の大きく膨ふくらんだ腹の脂肪によって覆い隠されていた。


  「くっそ、あいつ、ムカつく。なんだよ、いったいッ！」


  　馬田の怒ど声せいに、卓二はびくりと肩を震わせた。


  「なんかさぁ、マジ調子に乗ってね？」


  「バカな女どもに、ちやほやされてよぉ。勘違いしてんだろうよ」


  「おっ、なんだよ、馬やん。落とそうとしてた女が、『斗と和わく～ん』とでも、言ったんか？」


  「ちげーよ、ボケッ」


  　青筋を立てる馬田を見て、鹿山がくっくっくと笑う。


  　そんな二人のやりとりを、源本はどこか冷めた目で眺めていた。ふぅーとタバコの煙を吹かせると、ぽつりと呟つぶやく。


  「……でもやっぱ、ムカつくよな」


  　馬田と鹿山は、源本の言葉にぴくりと反応した。言葉が脳に伝わるまでの間、源本の顔色を窺うかがうようにして見つめる。ややあって、源本が自分たちの感情に同意してくれたのだとわかると、互いに向き合って口元を緩ゆるめた。


  　リーダーである源本に、自分たちの気持ちが認められたのがうれしかった。心が通じ合っているという気がする。二人の源本に対する感情は、友情というよりは憧しよう憬けいに近い。


  　堂々としていて、ナイフのような雰ふん囲い気きを持つ源本は、有あり体ていにいうとかっこよかった。さらには頭もよく喧けん嘩かも強い。一緒にいるだけで、自分たちも誇らしくなる。だから源本に同意してもらえるというのは、何よりの快感なのだ。


  　多少気分がよくなった馬田は、いつものように卓二で遊びはじめる。


  「なあ、おい、豚くんッ！」


  「は、はいっ」


  「『はい』じゃねえよ。返事は『ブヒー』だって、いつも言ってんだろッ！　おまえには記憶力ってモノがねえのか？　それとも俺おれを馬ば鹿かにしてんのか？　おいッ！」馬田は、卓二の土ど手てっ腹ぱらを蹴けり上げた。食い込む脂肪の感触がたまらなく気持ちいい。「なあ、おまえの友達どうなってんだよ。ちゃんと教育してんのか？　あいつのせいで俺おれらの気分最悪なんですけどっ？」


  　うずくまる卓たく二じのもとに近づくと、髪の毛を掴つかんで持ち上げる。


  「おい、顔はやめろよ。バレるとめんどくせえからな」


  　源みな本もとに指摘されて、馬うま田だはぱっと手を放した。


  「わりぃ、わりぃ。殴るんだったら、こっちだったよなっ」


  　言うや、今度は卓二の脇わき腹ばらにフックを叩たたき込んだ。卓二はくぐもった声をあげる。


  「ねえねえ、豚くん。俺ら君の友達に、すっげー馬ば鹿かにされたんだけど、なんでかわかる？」


  　脇腹を押さえながら床ゆかに転がる卓二に向かって、鹿しか山やまがねちっこい声で質問してきた。


  「ひっ、あ、あの、すいません」


  「あのな、『すいません』じゃねえだろ。質問の意味わかってる？　日本語つながってないでしょ？　それとも何、俺とは会話する気ないの？　嫌われちゃった、俺？」


  　ぎちぎちと、卓二の腕の脂肪を捻ひねりながら、鹿山が言う。


  「いて、いででで。ご、ごめんなさい。わからないですっ」


  「え、マジで？　わかんないの？　豚くんの友達のことなのに？」


  　半べそになりながら、卓二は必死に頷うなずいた。


  「それはね。──テメエが太ってるからだろッ！　この糞くそデブが！　豚は体脂肪率低いんだろ？　テメエが痩やせてねえから、俺らが馬鹿にされたんだよッ！」


  　鹿山は声を荒らげると、卓二の胸を拳こぶしで殴った。


  「あははは、鹿山おもしろ。グッジョブ」


  　源本が笑いながら、親指を突き立てる。


  「ほらほら、グッジョブだってよ」


  「超日本都市キック！」


  　源本に褒ほめられて調子に乗った鹿山が、卓二を殴りはじめた。同じく興奮した馬田も、一緒になって暴行を加えはじめる。


  　卓二はアルマジロのように体を丸めて、彼らの「遊び」が終わるのを待った。


  「豚く～ん。灰皿カモ～ン」


  　ややあって、源本が卓二を呼んだ。それに合わせて、ぴたりと暴行がやむ。


  　卓二は機嫌を損ねないようにと、急いで灰皿を探して持ってくる。


  　二人から暴行を受けたものの、怪け我がは大したことがなかった。当然だ。彼らの目的は卓二を傷つけることではなく、サンドバッグ代わりにしてすがすがしい汗をかくことだ。スポーツ感覚で他人を痛めつける。


  　卓二は教壇に腰かける源本のもとへ行くと、いつものように頭の上に灰皿を置いて正座する。次の瞬間、卓二の胸にタバコの火が押しつけられた。


  「アヒィ──ッッ！」


  「『アヒーッ』だって、超ウケるｗ」


  「ごめん、ごめん。豚くん臭くさいから間違えた」


  　三人が腹を抱えて爆笑している。


  「あは、ははは」


  　胸の火傷やけどの痕あとをさすりながら、卓たく二じも彼らと一緒になって笑った。


  「……誰が笑っていいって言ったんだよ」


  　ムッとした源みな本もとの科白せりふに、馬うま田だが素早く卓二を蹴けりつける。肺を圧迫したらしく、卓二は激しく咳せき込んだ。


  「っつーか、豚くん蹴っても、ますますムカつくだけなんですけど」


  「斗と和わだろ？　で、どうするよ？」


  「……あいつ、たぶん強つええぞ」


  　源本の呟つぶやきに、馬田と鹿しか山やまは押し黙った。源本が強いと言うからには、相当な強さなんだろうと思った。おそらくは自分たちよりも……。負けるかもしれない、という不安がよぎる。怪け我がをするのは怖くない。だが源本の前で無ぶ様ざまな姿だけは見せたくなかった。


  「マジ？　どれくらい？」


  「知らねえ。ただ、運動神経はいいし機転も利く」源本は再び、長い尾を引いてタバコの煙を吐き出す。そして、ぼそりと言った。「確か、あいつ妹がいたよな？」


  「え？　マジかよ。かわいい？」


  「馬やん、はしゃぎすぎ。落ち着けよ」


  「おい、豚くん。どうなんだ？　妹かわいいのかよ？」


  　馬田の野太い声に、卓二はじっと押し黙ったままだ。


  「テメエ、なんだよ、その目は？」


  　馬田の声が怒ど気きを孕はらんだモノへと変へん貌ぼうした。卓二は慌あわてて目を逸そらす。


  「おい、豚くん。無視すんなよ。何？　俺おれディスられてんの？」


  「……し、知らない。斗和とはそこまで仲よくないから」


  「まじで？　豚くん、あいつと友達じゃないんだ？　超ウケるｗ」


  「あいつと友達じゃないなら、豚くん友達いんの？」


  　馬田と鹿山がケラケラと笑う。


  「なあ、豚くん。俺らのことアホだと思ってる？」


  　やけに冷めた、源本の声だった。


  「えっ、そんなこと……」


  「だったら、その目はなんだよ？　おまえ、あいつの話出たときから、俺らのことずっと睨にらんでるよな？　いや、違うな。なんつーか、意志を感じる。強え意志だ。刺し違えても構わないって感じの。豚くんらしくないぜ」


  　源みな本もとは教壇から降りると、教室の隅すみに無む造ぞう作さに投げ散らかしてある卓たく二じの制服から、携帯電話を取りだした。


  「や、やめろよッ！」


  　反射的に飛びかかろうとする卓二を、鹿しか山やまが足払いで転ばせる。そのまま馬うま田だが卓二のブルマを引っ張り上げた。伸びきった布がさらに食い込んで、ナイフで切りつけられたような鋭するどい痛みを与えてくる。


  「いたっ、いたっ、千ち切ぎれるうううぅっ！」


  「あっははは、キンタマ潰つぶれそうか？　おらおら、出荷だ、出荷ッ！」


  「おいおい、単に携帯触っただけだろ。何焦あせってんだよ？　俺おれたち友達だろ？　なんか見られてやばいもんでもあんのか？」源本がからかうように言って、携帯を操作した。「おっ、ビンゴ。これだろ？　名字が一緒だし、豚くん友達少ねぇし。写真まで登録してあるじゃねえか。豚くんマメだねぇ。俺なんかめんどくさくて、全然やってねえわ」


  「で、どうよ？　かわいい？」


  「ああ、かわいいんじゃねえかな？　一部の人間には熱狂的に受けそうだけど」


  　源本が馬田に携帯電話を投げて渡す。もはや手遅れだと思ったのか、卓二は邪魔するような素そ振ぶりは見せなかった。


  「ちょっと待て。これって小学生じゃねえか。おいおい、勘弁してくれよ」


  「……でも、かわいいよな」


  　携帯電話を覗のぞき込んだ鹿山が言った。


  「ちょっ、マジかよ。おまえ、そういう趣味あったんだ。ヤベー、ロリ山さん、マジぱねー」


  「わかってねえな。馬やんは。小学生は、着エロが一番似合う年頃なんだよ」


  「なら決定だな。生意気なお兄ちゃんのためにも、ちょっと早めの社会勉強といきますか」


  「やめろぉおおおッ！」


  「あん？」


  　卓二の叫びに、三人がぎろりと睨にらみつける。


  「やめてくれッ！　お願いだからッ！　俺には何をしても構わないからッ！」


  「ふっざけんなッ！」


  　馬田が再び蹴けりつけてきた。今度は手加減のない一撃。怒りで抑制が効かなくなっている。


  「おまえに何しても構わないってのは、〝当然〟のことだろうがっ！　何命令してんだよッ！」


  「やめろよ。斗と和わだけは、斗和だけは……」


  　なおも反抗的な態度をとる卓二を、鹿山と二人でさらに痛めつける。今日きようはいつも以上に暴行を加えているため、馬田たちのほうが息切れしていた。


  「おい、こいつでその豚を縛ってくれ」


  　隣の準備室から姿を現した源みな本もとが、梱こん包ぽうテープを放り投げる。卓たく二じが殴られている間に、取りにいったのだ。


  　馬うま田だと鹿しか山やまは嬉き々きとして、それで卓二をぐるぐる巻きにした。ほとんど抵抗しなかった卓二は、あっさりとお歳せい暮ぼのハムのような格好となって、床ゆかの上に転がった。口も塞ふさがれ、荒い鼻息で呼吸している。


  　そんな卓二を冷ややかに見下ろしながら、源本が口を開く。


  「〝慣れ〟って悲しいよね、豚くん。こないださぁ、楽しみに待ってたゲームの続編が出たんよ。で、ソッコーでやったわけよ。ちなみにパクッたんじゃないぜ。ちゃんと金出して買ってきたんだ。これからも頑張ってほしいからさ、クリエーターに還元してやったんだぜ。俺おれって偉いだろ？　ちなみにこないだ豚くんがくれたお金でだけどね。でさぁ、ゲームやったんだけどさ、どうも盛り上がらねえのよ。つまんなくはねぇんだけど、なんつーか、飽きたっていうか。前作をさんざんやり込んだから、どうしても新しん鮮せん味みがないわけ。でもさ、ゲーム会社が悪いわけじゃないんだぜ。俺ってそこんとこ、ちゃんと理解してるからな。前回悪かったところは改善されているし、バランスもよくなってる。まあ、システムは仕方ねえよな。それ変えたら続編じゃねえしよ。じゃあ、何が悪かったのか？　──俺だよ。ゲームに慣れた俺なんだよ。ゲームはちゃんと進化している。クオリティも上がっている。けれどもそれ以上に、ユーザーの飽きる速度のほうが速いんだ。もう、どうしようもねえよな。だから、豚くんが勘違いしても仕方ねえよな。俺らもきっちりクオリティ上げてきたつもりだけど、豚くんの慣れのほうが速いんだからさ」


  　源本は気け怠だるそうなため息をつくと、金髪を掻かき上げてから会話を続けた。


  「で、そこで俺は思ったわけよ。『初心忘るべからず』って言葉あるじゃん。豚くん知ってる？　あれって大切だなって、珍しくしんみりしたわけよ。だからよ、豚くんが初心を思い出せるよう、徹底的にやらせてもらうわ。生なま半はん可かな刺激じゃ、〝慣れ〟には敵かなわないからよ。これ豚くんのためだから、マジで。おまえさぁ、なんだかんだいって、『まだ大丈夫』とか思ってんじゃね？　これ以上やばいことされないって、そんなふうに俺らのこと舐なめてねえか？」


  　卓二はぞくりとなった。源本の言葉の最後のほう、そこに殺気以上の何か危険なモノを感じとったからだ。


  「で？　どうするよ？」


  　馬田がやや強こわ張ばった声で尋ねた。


  「そうだな、まずは──」


  「ぬしゃぼっちか？」


  「はぁ？　なんだそりゃ？」


  　そこで源本たちは、はじめて人数が一人増えていることに気づく。馬田の後ろに、いつの間まにか女子生徒が立っていたのだ。


  　身長は一六〇センチくらいだろうか。上半身がやけにごつく、足が極端に短い。まるでゴリラみたいに、ずんぐりむっくりした体型をしている。ワカメをかぶっているかのような、ごわごわした黒髪が、顔の上半分を覆おおい隠していた。肌はだの色は黄緑で、異様に広い口元はウシガエルを連想させる。やけに汚きたならしい紺のセーラー服を着ているのだが、葦あし原はら第二高校の制服ではなかった。


  「なんだよ、このブス。ちょー顔がでけえ。マジウケるわｗ」


  　彼女の顔を見た馬うま田だは、それが放つ異様さに気づくこともなく爆笑した。


  「ぬしゃぼっちか？」


  「は？」


  　突如現れた女──ぬしゃぼっちが、両手でがっしりと馬田の体を掴つかむ。


  「おい、何する気だよ。つーか、手でかくね？」


  　ぐぱぁっ、とくぐもった音を出して、ぬしゃぼっちが口を開いた。唾だ液えきが糸を引いて、鮫さめのような歯が無数に並んでいるのが見える。大きく開いた唇くちびるの先端は、身長が一八〇センチもある馬田よりも高かった。


  「──って、なんか口でかすぎね？　あれ？」


  　それが馬田の最さい期ごの言葉となった。


  　直後、ぬしゃぼっちが彼の頭を丸齧かじりしたのだ。その両手に拘こう束そくされている馬田の肉体からは、頭部がなくなっていた。ごりごりくちゃくちゃ、と咀そ嚼しやくする音が不気味に響いている。


  「ぬしゃぼっちか？」


  　真っ赤かに染まった口元をニヤリと歪ゆがめ、ぬしゃぼっちが残りの二人を見た。


  　先に反応したのは源みな本もとだ。素早い動きで反転すると、一直線に出口へと走った。それを見た鹿しか山やまが、遅ればせながら身の危険を理解する。女子のような甲高い悲鳴を漏もらしながら、慌あわてて駆かけ出した。


  　だが──。


  「ぬしゃぼっちか？」


  　ぬしゃぼっちの動きのほうが、一瞬速かった。がっしりと鹿山の腕を掴むと、自分のほうへと引き寄せる。


  「いやだあーッ！　助けてくれぇ！　し、死にたくないいいィィッッッ！」


  　もう片方の腕も掴まれ、後ろ向きに固定された鹿山は、必死になって逃げ出そうとするが、化け物の拘束を振り解ほどくことはできなかった。


  　ぬしゃぼっちが再び、ぐぱぁあ、と口を開ける。今度は唾液がピンク色に染まっていた。その口こう蓋がいが、鹿山の視界を覆う。


  「いやっ、やめて、やめてぇえええッ！　死ぬ、死ぬううううぅッッ！　ぎゃあああああッ！」


  　懇こん願がん虚むなしく、馬田と同じように頭部を丸齧りされて、鹿山は絶命した。


  　くちゃくちゃボリボリごくん、と鹿しか山やまの頭部を堪たん能のうしたあと、ぬしゃぼっちは小さくゲップする。そして、──唯ゆい一いつこの部屋に残っていた、卓たく二じのほうへと視線を下ろした。


  「ううーっ、うーッ！」


  　卓二は縛られているため、逃げることも声を出すこともできない。涙で顔をぐちゃぐちゃにして、くぐもった悲鳴をあげるだけだ。


  　ぬしゃぼっちの顔が近づいてきた。まるで虫をいじる子供のように、しゃがんで卓二の顔を覗のぞき込む。


  「ぬしゃぼっちか？」


  　化け物は再び、質問とも口癖ともとれる言葉を繰り返す。卓二の濡ぬれた瞳ひとみには、前髪の隙すき間まからギラギラと光を放つ、魚のようにつぶらな眼めが映っていた。
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  　斗と和わは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


  　目の前の風景は、どこか現実味を帯びていなかった。


  　抜けるような白い肌はだに、赤みがかった健康的な頬ほおはそのままで、萌も由ゆ里りは静かに瞳を閉じていた。長い睫まつ毛げはとてもきれいで、形のいい鼻び梁りようと口元は、いつまでも眺めていたいという欲求を刺激する。


  「青あお葉ば……」


  　もう一度、彼女の名を呼んだ。けれども少女は動かない。


  　人ひと気けのないセミナーハウスの裏、くすんだ雑草と汚れた土の上、青葉萌由里という可か憐れんな少女には似つかわしくない場所で、彼女は無防備な肢し体たいをさらしている。


  　それはとても異様な光景で、背はい徳とく的てきな何かを感じさせて、なぜか妖よう艶えんに思えた。


  「青葉」


  　もう一度名前を呼ぶ。たった一本、真っ赤かな線さえ流れていなければ、すぐにでも目を醒さまして笑いかけてくれそうな、命の余よ韻いんが残っている。


  　けれども返事はない。


  　絶望に打ちひしがれた斗和は、拳こぶしを握り締め、ぎゅっと両目を閉じた。


  　──そのときだ。


  「ん、ぁはっ」


  　甘ったるい吐と息いきが聞こえてきた。


  　驚いて、目を開ける。


  　萌由里の体がぴくりと動いた。眩まぶしそうに目め頭がしらをしかめたあと、ゆっくりと両目を開く。


  「あれ？　私……」


  　呟つぶやいて、半ば寝ぼけているような感じで、萌も由ゆ里りは上半身を起こした。


  「青あお葉ばっ！　よかった、無事なんだな？」


  「え？　と、斗と和わくん」


  　ポカンとした表情で見上げていた萌由里は、「どうして」と呟き、そのすぐあとに、「あっ」と声を漏もらした。どうやら斗和がここにいる理由を思い出したみたいだ。


  　彼女は慌あわてて立ち上がろうとして、視線を下に落として──、ばっと勢いよくスカートの裾すそを両手で押さえつけた。


  「みみみみみ、見た？」


  　真っ赤かになって尋ねてくる。


  「いや、見ていなかった」


  　一瞬、質問の意味が理解できなかったが、すぐに「私が倒れる瞬間を見た？」という意味だろうと解釈した。斗和が到着したとき、すでに萌由里は倒れていた。その瞬間は見ていない。


  「そ、そう」


  　ほっとした様子で立ち上がり、萌由里は制服の汚れをはたき落とそうとして、ぴたりと動きを止める。


  「あのね、斗和くん。今から私、制服パンパンってしちゃうんだ。ちょっとはしたない行為かな、って思うの。でね、そんなにじっと見られていると、しづらいというか……」


  「そんなことはどうでもいい」


  「そんなことぉ？　どうでもいいぃ？」


  　なぜか素すっ頓とん狂きような声をあげる萌由里を無視して、斗和は詰め寄った。


  「青葉。怪け我がはないか？　どこか痛いところはないか？」


  「え？　大丈夫だけど……」


  　斗和の剣けん幕まくに若じやつ干かん怯おびえながらも、萌由里は答えた。


  「だって、口から血が出てる。本当になんともないのか？」


  「え？　血？」


  「見せてみろ」


  「ちょ、ちょっと待って、斗和くん。いや、近づかないでッ！」


  　声を荒らげて顔を隠そうとする萌由里の行動に、斗和は驚いて動きを止める。


  「絶対見ないでね。いくら斗和くんでも、怒るからねっ！」


  　萌由里は、斗和に顔を見せないように後ろを向いてしゃがみ込むと、地面に転がっていた鞄かばんから手鏡とハンカチを取り出した。「あ、ほんとだ」と呟いて、ハンカチで口元を拭ふいている。


  「あははは、お待たせ。ごめんね、変な顔見せちゃって。……幻げん滅めつした？」


  　立ち上がって振り向いた萌由里は、訳のわからないことを尋ねてくる。


  　なぜか斗和は苛いら立だちを覚えた。焦しよう燥そう感かんが襲おそってくる。どこか違和感があるのに、それに気づいていないような不安がある。けれども、わからない。何をしたいのかが、自分でも理解できなかった。


  「青あお葉ば、口の中を確認したい。見せてくれ」


  「え？　何言ってるの。そんなの、見せられるわけないじゃないっ」


  「だって、あんなに血が流れていた」


  「うん。口の中を切っただけだよ。今は痛くないし」


  「歯が折れたりしてないか？」


  「え？　歯？　ちょ、ちょっと待って」


  　萌も由ゆ里りは口を隠すようにして再び後ろを向くと、手鏡で口の中を確認する。大きく息を吐くと、少しむくれた表情を向けてきた。


  「だ、大丈夫だったよ。もう、びっくりさせないで」


  「俺おれも確認したい。口な内かを見せてほしい」


  「へ？　だ、だめだよ。絶対だめっ！　口な内かだよ。女の子の口な内かだよ。そんなとこ見たがるのは、ヘンタイさんだけだよっ！」


  　萌由里は両手をぶんぶんと振って、必死に抵抗する。顔が耳まで真っ赤かだ。


  「変態でも構わない。俺は青葉の口な内かがどうなっているか、見たいだけなんだ」


  「構ってよ！　どうしたの、斗と和わくん？　そんなキャラじゃなかったよね？」
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  「青あお葉ばこそどうしたんだ？　どうしてそんなに嫌がる？」


  「え？　わ、私ぃ？　普通だよ。だって、恥ずかしいでしょ。口な内かを男子に見せる女の子なんていないよ」


  「だったら、俺おれのことは歯医者だと思ってくれ」


  「何言っちゃってるの？　そんなの無理よ、無理無理っ。私、お医者さんゴッコしたことないんだよ。初めてのお医者さんゴッコが歯医者なんて、そんなの絶対おかしいよ」


  「歯医者、嫌いなのか？」


  「え？　そんなことはないけど……。じゃなくて。そうじゃないでしょ？　どうしたの？　今の斗と和わくんとっても変だよ。寧ね々ね音ねが泣くレベルのヘンタイさんになってる」


  　──寧々音。


  　その名を聞いた瞬間、斗和の神経を何か冷たいモノが走り抜けた。そうだ、早く寧々音と合流しなければ、と思った。こんなところで時間を潰つぶしている暇ひまはない。


  「斗和くん……？」


  　気がつくと、下から覗のぞき込むような萌も由ゆ里りの顔があった。


  「……ごめん。俺、どうかしてたみたいだ」


  　いくぶん冷静になった斗和は謝った。少し考えればわかることだったが、思春期の女子の反応としては、口の中を男子に見せたがらないほうが普通なのだ。


  「よかった。斗和くんが元に戻ってくれて」


  「青葉、最後に一つだけ確認したい。俺がここに着いたとき、青葉は血を流して倒れていた。いったい何があったんだ？」


  　萌由里は人さし指で唇くちびるの下をつつきながら、しばらく視線を左上にやっていたが、「あっ」と小さく声を漏もらした。


  「そうだった。男子。学年まではわからなかったけど、すごい勢いで走ってきた人がいて、気絶しちゃったからよく覚えてないけど、たぶんその人にぶつかって怪け我がしたんだと思う」


  　そういうことか、と斗和は納得した。


  　おそらく猫ねこ蜘ぐ蛛もから逃げ出した生徒の一人だろう。あの惨さん状じようを見せられたあとでは、人一人にぶつかったとしても、さして気にすることもないはずだ。


  　萌由里が猫蜘蛛に襲おそわれたのではないとわかり、斗和は安あん堵どした。よくよく考えれば、あの化け物に襲われて、肉体がここまで原形をとどめていることなど、ありえないのだ。


  「──でね、斗和くん。斗和くんは、メールを見て、ここに来てくれたんだよね？」


  　空気が変わった。


  　萌由里は斗和の正面に立ち、後ろ手に組んで、誕生日プレゼントを待つ内気な子供のようにもじもじとしている。


  「ああ、そうだ」


  「寧ね々ね音ねのほうへは、行かなかったんだよね？」


  「いや、行ってきた」


  「え？」


  　萌も由ゆ里りの表情が一瞬にして凍りついた。アーモンド形の目が、大きく見開かれている。


  「……行って、断ことわってきた。青あお葉ばのほうへ行くって」


  　すぐに反応はなかった。その言葉によって、表面の氷が溶かされていくかのように、ゆっくりと萌由里の表情が緩ゆるんでいく。


  「……そっか」


  　呟つぶやいて、萌由里は俯うつむいた。


  「そっかぁ」


  　もう一度呟く。その声は、悲しんでいるようにも、安あん堵どしているようにも聞こえた。


  　萌由里は大きく息を吸い込むと、菫すみれ色の瞳ひとみいっぱいに斗と和わの姿を映し出す。


  「斗和くん。驚かないで聞いてほしいんだけど。っていうか、たぶんもうバレてるかもしれないけど。わたしこと、青葉萌由里は、斗和くんのことが──」


  「そんなことは後回しでいいっ！」


  「そんなことぉ？　後回しぃいッ！」


  　再び素すっ頓とん狂きような声をあげる萌由里を無視して、斗和はあたりの様子を窺うかがった。その耳には、潮しお騒さいのような生徒たちの悲鳴が聞こえていた。姿は見えないが、徐々に近づいてきている気配を感じる。


  「どうしたの？」


  　斗和の異変を察したのか、萌由里が心配そうに尋ねてきた。だが斗和は答えない。


  「え、なに？　……悲鳴？」


  　どうやら萌由里の耳にも聞こえたみたいだ。この場所も危険だと、斗和は思った。早く安全な場所へ移動する必要がある。


  「青葉。信じられないかもしれないけど、疑ったりせずに聞いてほしい」


  「え？　う、うん」


  「今、この学校に猫の化け物が現れて暴れている。怪け我が人にんや死人も出ている。すぐにここから避難する必要があるんだ」


  「え？　あの、斗和くん？」


  　萌由里は眉まゆをひそめた。当然の反応だと思う。だが今は彼女が納得するまで、待っているわけにはいかない。


  「携帯を見てくれ。圏外になっているはずだ」


  「あ、本当だ」


  　携帯電話を確認した萌由里は、驚いた声をあげた。


  「頼む、青あお葉ばっ。俺おれを信じてくれ。早く校舎の中へ移動しないと」


  「……うん。わかった」


  　しばらく考える素そ振ぶりを見せた萌も由ゆ里りだったが、意外にもあっさり同意してくれた。けれども、校舎へ向かおうと踵きびすを返した斗と和わの背中に、制止の声が投げかけられる。


  「斗和くん、待って」


  「どうした？」


  「逃げるなら敷地外そとのほうがよくない？」


  　至し極ごくまっとうな指摘を受けた。校舎に向かうより、このまま外へ出て、警察などに助けを求めるほうが確実だ。だが──。


  　おそらく、それは不可能だろう。生徒たちが体育教師に放った科白せりふ。あれが現状を的確に示しているような気がする。


  　実際に自分で確かめてみるまで信じない、という考え方は悪いことではないが、今回のケースにおいては、それが命取りになるかもしれない。こんなときだからこそ、他人の言げん動どうから素早く状況を判断する能力が必要となるのだ。


  　斗和はふと、外壁の役割を果たす灰色のコンクリート塀を見上げた。敷地をぐるりと取り囲む外塀。不審者の侵入を防ぐという目的で、五年前に三メートルの高さになり、殺さつ伐ばつとした有ゆう刺し鉄てつ線せんがさらに上空を取り囲んでいる。


  　さながら刑務所のようだ、と斗和は思った。不審者から護まもる目的で、刑務所に閉じ込められるのは、何か違うような気がする。どうして罪を犯していないほうが金を支払い、行動を束そく縛ばくされなければならないのか。


  （おそらく、塀の上も──）


  　まだ半信半疑なところはあるが、学校の敷地全体が〝見えない壁〟によって隔かく離りされている可能性は非常に高い。携帯電話が圏外である理由を考えると、非現実的だが、見えない壁は遙はるか上空まで伸び、ドーム状または箱状になっているのだろう。校門はもちろんのこと、外壁を乗り越えて逃げるという選択肢もないことになる。


  　斗和は確認のため、地面に埋まっていた小石を掘り起こして、外に投げようとした。


  　そして異変に気づく。


  　セミナーハウスのまわりに生える木々が、くすんだ色をしていたのだ。今の季節は夏。だが青々と生おい茂った鮮あざやかな緑色は、どこにもなかった。地面から生える雑草も、よくよく見ると影のようにのっぺりとしていて、一切の色彩がない。それは不気味な威い圧あつ感かんを放ちながら、不安な気持ちを煽あおり立ててくる。


  　いや、だめだ。斗和は思った。


  　これはノイズだ。考える必要のない情報。この謎なぞを解けば、外に出られるのか？　猫ねこ蜘ぐ蛛もから逃げ延びることができるのか？　違う。今しなければならないことはほかにある。


  　斗と和わは邪じや念ねんを振り払うように、小石を投げた。


  　有ゆう刺し鉄てつ線せんの遙はるか上空へ飛んでいったそれは、空中で跳ね返される。斗和が予想したとおり、見えない壁は上空をも覆おおっていたのだ。


  「青あお葉ば。説明している暇ひまも、納得してもらう時間もないけど、信じてほしい。今は校舎へ向かうのがもっとも安全なんだ。おそらく赤あか峰みねもそこにいる」


  　彼女が校舎内にいる可能性はどれくらいだろう。言いながら、斗和は思った。


  　寧ね々ね音ねの性格からすると、自分と鉢合わせしないように図書館で時間を潰つぶしていたはずだ。猫ねこ蜘ぐ蛛もの殺さつ戮りくがはじまったとき、彼女はまだ校舎内にいて、外の異変に気づいた可能性は高い。それならば、安全な校舎に隠れ、難を逃のがれていることだろう。


  　だが、もしも異変に気づかず、心ここにあらずといった感じで外を歩いていたら──。


  　他人とは微妙に時間の流れが違う寧々音は、まわりの喧けん騒そうに対して無関心なところがある。最悪の結果もありうるのだ。


  　いまだ納得のいかない表情を浮かべる萌も由ゆ里りの手を掴つかむと、強引に彼女を引っ張って、一直線に工事中の建物へと向かった。


  　平常時なら心臓がバクバクいいそうな行為だろうが、今は何も感じるものがなかった。非日常的な人の死が、人として大切な何かを麻ま痺ひさせているのかもしれない。


  



  「え？　ここを登るの？」


  　萌由里が、斜面の前で戸惑った声をあげた。


  　工事中の建物は盛り土の上に建っている。通常は斜面に設けられた階段を通って、建物に向かうような造りになっているが、雑ぞう木き林ばやしに隣接するこの場所にはそんなものはない。


  　なので、セミナーハウスからまっすぐに雑木林を突っ切ってたどり着いた場所は、壁のようにそびえ立つ斜面だ。


  「大丈夫、木々が生おい茂っているから、こっちの姿は見えにくいはずだ」


  　下二メートルほどがコンクリートのブロックで覆われた斜面をよじ登りながら、斗和は答えた。残りの上の部分は、くすんだ色の芝しば生ふが生い茂っている。


  「じゃなくて、ここを通る必要があるの？」


  「見通しのいい場所は危険だし、ここから建物の中を通って、校舎に向かうルートが一番安全だと思う」


  　斗和の回答に、萌由里はどこか納得していない様子だった。四メートル近い斜面をよじ登るだけで安全が手に入るのだ。戸惑う理由が斗和にはわからない。


  「さ、早く。時間があまりない」


  　斜面のコンクリート部分をよじ登った斗和は、上から萌由里に向かって手を伸ばした。彼女は抗あらがうような視線を送ってきたが、もう一度斗和が催さい促そくすると先に鞄かばんを手渡して、渋々ながら手を握ってくる。


  　予想以上に軽い体重。彼女を引っ張り上げると、ほんの目と鼻の先に瑠る璃り色の頭部がある。次の瞬間、それが上を向き、萌も由ゆ里りの端麗な目鼻立ちが現れる。呼吸が触れ合う程度の距離。


  「ひゃっ！」


  　顔を真っ赤かにした萌由里が、慌あわてて距離をとろうとする。


  「危ない！」


  　斗と和わは、バランスを崩してひっくり返りそうになる萌由里の体を、咄とつ嗟さに抱き寄せる。


  「あ、あの、斗和くん？」


  「悪い、青あお葉ば。抱き締めてしまった」


  「え、あのっ。……ど、どういたしまして」


  　妙ちくりんな会話をしたあと、気まずい空気のまま、残りの芝しば生ふ部分の斜面を登り切る。そして、目の前の工事中の建物を覆おおう保護シートをめくったところで、萌由里が遠慮がちに意見を口にする。


  「ねえ、斗和くん。中を通るのは危ないと思うよ」


  　保護シートの向こう側には、半はん壊かいした建物の風景が広がっていた。崩れた天井や斜めになっている柱、地面に突き刺さった鉄パイプやコンクリートの残ざん骸がい。いまだ半壊の余よ韻いんを十二分に残している建物は、確かに全壊の予感を色濃く漂ただよわせている。


  「いや、中を突っ切ったほうが安全だと思う」


  　斗和は思量したうえで答えた。


  「でも、今にも崩れそうだよ。よくわからないけど、シートの内側を通っていけば、その猫の化け物も見つからないんじゃないかな？　校舎はすぐそこなんだし、大丈夫なんじゃない？」


  　斗和は思案した。「すぐ」という理由で「大丈夫」ならば、崩ほう壊かいの危険も同じではないだろうか。それに萌由里は猫ねこ蜘ぐ蛛もを見ていない。だから、あの災害のような力を過小評価している可能性がある。


  　建物と保護シートの間には、作業用のスペースがあり、十分に通れるほどの通路ができていた。だが、そこが怖い。こちらからは保護シートを捲めくらない限り外を見ることができず、視野が完全に塞ふさがれている状態だ。


  　だが猫蜘蛛からはどうだろう？　外から保護シートを見た場合、果たして自分たちのシルエットが映っていないといえるのか。空気の動きで自分たちの動きがばれたりしないか。それ以前に、猫は嗅きゆう覚かくが優れているのだ。なんらかの理由で捕ほ捉そくされる可能性があった。


  　あまりにも楽観的な意見に思える。


  「中を通る。おそらく、崩ほう落らくは起きない」


  　萌由里は一瞬不安そうな、あるいは不満そうな目をしたが、「わかった」と答えてくれた。


  　崩落の予兆すらなく、あっさりと反対側へたどり着く。最後の障害である保護シートを捲って、斗と和わたちは再び外へ出た。


  「何あれ？　……人が？」


  　萌も由ゆ里りがショックを受ける声が、後ろから聞こえてきた。


  　工事中の建物は周囲よりも高いところに建っているため、三つの校舎の間に設けられた二つの中庭は、斗和たちのいる場所から見下ろすような形となっている。


  　そこには、いくつもの死体が転がっていた。


  　凄すさまじい力に押し潰つぶされ損そん壊かいした死体、または鋭するどい刃によって切断された死体が、くすんだ芝しば生ふの上、斑はん点てんのように真っ赤かな彩いろどりを添えている。


  　人の形を保っている死体は一つもない。一目で死んでいるとわかるほど壊れていて、決して生きてはいないと思えるほど、凄せい惨さんな姿となっていた。


  　これが、自分と同じ人間の姿なのだろうか、と斗和は思った。


  　ほんの薄皮一枚の皮ひ膚ふの下、日常生活では決して見ることのない人の真実の姿。そこには骨があり、いつも口にする豚や牛のような肉があり、気味が悪くごちゃごちゃしている内臓があった。頭部の断面図は何かの冗談にしか思えない。


  （あれは──？）


  　見覚えのある死体があった。クラスの男子生徒。頭部から腹部までの左半分が消失した彼の死体は、斗和の足下から延びる階段の下に、クロールの息継ぎをするみたいな格好で横たわり、何かを訴えかけるような目でこちらを見つめていた。


  　教室にはいなかったはずなのに、どこにいたのだろうか？


  　そんな現実逃避した思考がよぎる。だが無意識の領域では、渦巻いていたショックの波が荒れくるい、腹の奥底から不快な塊かたまりを押し上げてくる。


  　首のない女子生徒、貫つらぬかれて絶命した男子生徒、下半身だけとなった体育教師、さらに殺されていく生徒たち、憎ぞう悪おを刻み込んだ表情のまま背中から消えた女子生徒──。


  　唐突に死がフラッシュバックする。萌由里と会った安心感からか、または、しばらく死から遠のいていたため冷静になったからか、斗和が人の死というものを正確に認識したのは、今この瞬間だった。


  「うっ！」


  　斗和はくぐもった声をあげ、思わず片かた膝ひざを突いてしまった。あまりにも急激な吐き気は、肺に食塩を流し込んだように、激しい痛みを伴う。


  「痛ッ！」


  　萌由里の悲鳴が上から聞こえた。崩れ落ちた瞬間、掴つかんでいた彼女の手を、力いっぱい握り締めてしまったのだ。すぐに謝ろうとしたが、寝起きのように億おつ劫くうで振り向くことができない。


  　──そのときだ。


  「うわあああああああぁッッ！」


  　前方から甲高い悲鳴が聞こえてきた。吐き気を必死に抑え込みながら、斗と和わはなんとか重い頭を持ち上げる。


  　視界の先に男子生徒がいた。場所から考えるに、たった今、教室棟の南口玄関から出てきたのだろう。その彼がこちらを見て、恐怖に顔をおののかせている。


  　ぞくり、と全身が粟あわ立だった。


  　心臓が握り締められたみたいに、痛みを発する。


  　死の予感があった。命の危険を感じた。頭上を何かが通り過ぎていく感覚。視覚に頼らない第六感が、異質な何かを感じ取っている。


  　刹せつ那な、斗和は確信した。


  　化け物は猫ねこ蜘ぐ蛛もだけではない。ほかにもいる──。


  　腰が抜けたのだろうか、男子生徒は四つん這ばいのまま逃げ出した。そんな彼の姿から視線を外し、斗和は後ろを振り返りながら立ち上がる。


  　危険を意識した瞬間、吐き気は消え去っていた。同時に、頭上に感じた何者かの気配も消えていた。斗和は、その残ざん滓しを探すかのように、きょろきょろと上空を見まわす。


  「どうしたの？」


  　不安そうな萌も由ゆ里りの声。


  「今、上のほうを何かが飛んでいかなかったか？」


  「えっ？　わからない。私は何も見なかったけど」


  「彼は何を見て逃げ出したんだと思う？」


  　萌由里の菫すみれ色の瞳ひとみをじっと見つめながら、斗和は尋ねた。彼女はすっと視線を逸そらす。


  「……たぶん、あの中に親しい人がいたんじゃないかな」


  　あの中、というのが何を指すか、斗和は瞬時に理解した。ほかに化け物がいると感じたのは、自分の思い過ごしかもしれない。


  「うわあああああぁっ！」


  「いやあああああっ！　助けて、助けてぇえええッ！」


  　悲鳴が再び、空気を震わせた。今度は左手、駐車場や庭園などがある南側からだ。


  　だが今度の悲鳴は、どこか違った。


  　切せつ羽ぱ詰まった声こわ色いろ。余裕のない、まるで鼻から漏もれるような情けない声。明らかに死の恐怖に直面した悲鳴だった。


  「青あお葉ばッ！」


  　斗和の判断は速かった。萌由里を引っ張り、工事中の建物へ引き返すと、足場として使う目的だったろう、積み重ねられた鉄板の陰に身を隠す。傾いたシートの隙すき間まから、いくらか外の様子を窺うかがうことができた。


  　工事中の建物から延びる下り階段は、正確には一度舗ほ道どうによって分断されている。つまり下り階段──舗ほ道どう──下り階段となって中庭に到達する。舗道は運動場前の舗道と丁字につながっており、中庭は運動場などよりも一段低いところにあった。


  　その舗道を、一人の男子生徒が悲鳴をあげながら駆かけてくる。女子のように甲高い上うわ擦ずった悲鳴が耳に届いてきて、斗と和わはぎゅっと心臓が握り潰つぶされるような恐怖を感じた。


  　次の瞬間、男子生徒の姿は巨大な影によって覆おおい隠されていた。


  　猫ねこ蜘ぐ蛛もだ。


  　その丸々とした背中には、数人の生徒が糸でぐるぐる巻きにされて、結わえつけられている。全部は見えなかったが、どうやらまだ生きているらしい。声を出して助けを呼ぶ者、芋いも虫むしのように体を捻ひねって暴れる者、呆ほうけたような顔で涙を流している者などがいた。


  　──保存用の食料。


  　そんな残忍な単語が、斗和の脳のう裏りをよぎる。助けてやりたいという気持ちもあったが、冷静な理性の部分で、それは不可能だという冷酷な判断を下していた。


  　猫蜘蛛は男子生徒をあっという間まに捕食する。さっきまで生きていたはずの人間が、あっけなく肉の塊かたまりとなって動かなくなる。それはどこか現実味のない奇妙な風景に思えた。


  　それと同時に斗和は、猫蜘蛛のいい加減な性格を見抜いていた。


  　奴やつは背中に食料を背負った状態で、男子生徒を喰くらったのだ。


  　そこには合理的判断は存在しない。


  　喰いたい気持ちだったから喰う。保存したい気持ちだったから背中に結わえつける。そんな刹せつ那な的てきでムラのある気分によって、自分たちの殺され方が決まってしまうのだ。奴のいい加減な性格を表わすかのように、背中の生徒たちのラッピングもずいぶんと雑だった。


  「にゃーっ！」


  　本物の猫のような鳴き声をあげ、猫蜘蛛は中庭へとジャンプする。


  　斗和は鉄板の陰から抜け出し、保護シートの裏側に張りついた。隙すき間まを広げて猫蜘蛛の様子を窺うかがう。


  　猫蜘蛛は、先ほど悲鳴をあげ四つん這ばいで逃げ出した男子生徒へ向かって、糸を投げつけているところだった。彼はあっさりと糸に捕ほ獲かくされ、釣り上げられた。放物線を描えがくように落下していき、位置エネルギーがゼロになる直前、蜘蛛の脚でもって放たれた猫パンチによって、バラバラになって飛び散る。


  　新たな獲え物ものを探すためか、猫蜘蛛は校舎の端を北側へと折れ、今度こそ完全に姿を消した。


  「今のうちに校舎へ」


  　斗和は重い気分のまま告げると、左手の管理棟二階へと接する渡り廊下へ、萌も由ゆ里りを伴って進む。


  　猫蜘蛛の動きは、やはり速い。校舎の端から端まで移動するのに、数秒とかかっていない。おそらく校舎棟を一周するのに一分もかからないだろう。


  　逆にいえば、一分以上外にいることは危険なのだ。まず間違いなく、猫ねこ蜘ぐ蛛もと遭そう遇ぐうすることになる。


  　ふと、斗と和わは戦せん慄りつを覚えた。


  　もし仮に、崩ほう壊かいを恐れて建物の中を直進せず、外まわりを行くルートを選んでいたら、猫蜘蛛に喰くい殺されていたのは、自分たちかもしれなかったのだ。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　斗和が消えたあとも、寧ね々ね音ねは図書室で呆ぼう然ぜんとしていた。


  　わかっていた結果だった。覚悟していたことでもあった。けれども、どうしようもなく悲しい気持ちが込み上げてくる。一度泣いてしまったら、ずっと泣きっぱなしで、外に出ることなんてできないと思った。だから必死になって泣くのを我慢していた。


  　でも本当に泣けない理由は、自分だけが知っている。寧々音だけしか知らないことだ。


  　何度もあのことを話そうと思った。けれども嫌われるのが怖くて、どうしたらいいかわからなくて、こんな惨みじめな思いをするはめになった。


  　だから斗和が萌も由ゆ里りを選んだのも、当然のことなのだ。


  　それなのに──。


  　自分のことなんて放っておけばいいのに、わざわざとぼけたふりをして断ことわりにくるところが、斗和らしいと思った。


  （でも、あんなに申し訳なさそうな表情してたら、バレバレだよね）


  　寧々音は斗和の表情を思い出し、少しだけ気持ちが楽になった。


  　斗和と初めて会話したときのことを思い出す──。


  



  　平日のお昼前、学校が休みだったこともあり、その日は映画館に一人で行く予定だった。電車の中はまばらに人がいる程度で、寧々音はいつものように、できるだけまわりに人のいないロングシートを選び、端に腰かけた。


  　発車する直前、誰かが自分のすぐ隣に座った。ほかにも席は空いているはずなのに、と訝いぶかしく思ったが、どこに座ろうが本人の自由なのだ。多少居心地の悪さは感じたが、なるだけ気にしないようにした。読書でもして気を紛まぎらわそうと、鞄かばんから文庫本を取り出す。


  　程なくして、寧々音は違和感を覚えた。


  　見ると、隣に座る人の手の甲が自分の太ふと腿ももに触れていたのだ。顔を見る勇気はないが、服装や手の形から、中年の男性のようだった。


  　知らない人の手が自分の体に触れていることに嫌けん悪お感かんが湧わき上がってきたが、偶然触れてしまっただけなのかもしれない。体を動かして手の甲が触れないようにする。


  　だが、再び触れてきた。これにはびっくりしてしまった。再度距離をとるが、すぐに手の甲が追ってくる。そして今度は、手のひらを堂々と寧ね々ね音ねの太ふと腿ももの上に置いてきたのだ。


  　このときになって初めて、痴漢に遭あっているのだという事実を知った。


  　途端に羞しゆう恥ち心しんが全身を襲おそってくる。こんな公衆の面前で辱はずかしめを受けているという現実に、泣きそうになった。


  　同時に、肺が締めつけられるような恐怖が襲ってくる。


  　痴漢が悪いことだって知っているはずだ。犯罪だってわかっているはずだ。まともな人間だったら、こんなに堂々と法律を破るはずがない。その事実が、この男は何をしでかすかわからない、という恐怖に変わる。


  　コミュニケーションのとれない、異質な化け物モンスター。言葉を発すれば、途端に喰くい殺されてしまうかもしれない。


  　やがて男はスカートの下に手を入れてきて、じかに肌はだを触ってきた。


  　ごつごつとした妙に温かい感触が、一撫なでごとに寧々音の理性を失うしなわせていく。ただただ、逆らったら何をされるかわからないという恐怖だけが、体を浸食しはじめていた。


  　小刻みに震えるだけで、声をあげることもできない。この悪夢のような時間が早く過ぎてほしいと、それだけを願っていた。


  　それでも男の手が太腿と太腿の間に差し込まれ、その奥にある部分に触れようとしたときは、思わず両手で押さえつけてしまった。


  「やめてくだ……さい」


  　なんとか勇気を振り絞って声を出す。だが男は、予想外の行動をとってきた。拒絶の意志を示したはずなのに、嫌だっていう気持ちは伝えたはずなのに、完全にそれを無視したのだ。


  　なんと寧々音の小枝のような両腕を片手で掴つかみ上げると、押し退のけるようにして、上のほうへ捻ねじり上げてきた。はずみで文庫本が床ゆかの上に落ちる。


  　男の前腕が、寧々音の形よく膨ふくらんだ胸に当たる。いや、感触を確かめるように、何度も何度も押しつけてくる。


  　胸を触られてしまったこと。誰にも触れられたことのない大切な場所を、こんな場所で、名前すらも知らない赤の他人に触れられたことで、一瞬にして頭がパニックになる。


  　何か私は悪いことをしてしまったのだろうか。なんでこんな不快でしかない行為をしてくるのだろう。助けを求めても、誰も助けてくれなかったらどうしよう。冤えん罪ざいだって言い逃のがれされたら、なんて言えばいいんだろう。


  　ぐるぐると答えの出ない思考が、混乱した頭の中を駆かけ巡る。けれども体を動かしたのは、原始的で本能的な感情だった。


  　嫌けん悪お、不快、憎ぞう悪お、怨えん嗟さ、憤慨、不愉快、怒り、悲しみ。


  　生まれたての赤子が、泣くことでしか己おのれの気持ちを伝えられないのと同じように、寧々音も緋ひ色いろの瞳ひとみに涙をいっぱいため込んで、男を睨にらみつけた。この気持ちを理解してほしいという、強い願いを込めて。


  　そうして男の顔を見て、──寧ね々ね音ねの理性が完全に崩ほう壊かいした。


  　不健康そうな青白い肌はだに、じゃがいもみたいにゴツゴツした丸い顔。頭はスキンヘッドでミミズ腫ばれのような赤い線がいくつも走っており、腫れぼったい目ま蓋ぶたの下では金かな壺つぼ眼まなこが銀色の光を放っている。無ぶ精しよう髭ひげの生えた口元はだらしなく、薄い唇くちびるからはヤニで薄汚れた歯が覗のぞいている。それは何本か欠けており、その向こうの蛭ひるのような舌が動くたび、歯の欠けた部分から唾だ液えきがあふれ出る。タバコの臭においと酒の臭いと、ガスのような異臭が漂ただよってくる。


  　寧々音が理想とする男性像と、対たい極きよくにある存在だった。会話するとしても、一秒たりとも話を続けられる自信がない。両親からもらった体を、そこまで傷つける意味もわからなかった。


  　男は猛もう禽きん類るいのような鋭するどい眼光で、小動物のように怯おびえる自分を冷酷に眺めている。


  　いや違う。薄い唇がぐにゃりと醜みにくく歪ゆがんでいる。男はこの状況を楽しんでいたのだ。


  　日常の中で異常な行為をすることに、犯罪をすることに、一片の後悔や罪悪感も抱いだかず、それどころか愉ゆ悦えつさえ覚えている。


  　無理だ、と思った。


  　声を出すなんて、絶対にできない。


  　恐怖で視界が歪む。不安で平へい衡こう感覚がなくなった。外は日が照っているはずなのに、ここだけ暗い箱の中で隔かく離りされているように思えた。
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  　誰も助けてくれない。誰も気づかない。私の人生はここで、こんなふうに扱われるためだけにあったのかと思うと、悔くやしくて仕方がなかった。


  　腕を捻ねじり上げたまま、男はもう片方の手で、太ふと腿ももの奥の、誰にも触られたことのない秘部へ、再度侵入しようとしてきた。


  　涙があふれてくる。


  　助けて。誰か助けて──。


  「それ、痴漢ですよ」


  　それが、寧ね々ね音ねと斗と和わの出会いだった。


  「なんだ、テメェはッ！　すっこんでろッ！」


  　男はドスの利いた声で怒鳴りつける。あまりの迫力に、寧々音は心臓が破裂しそうだった。とても同じ人間から発せられた声とは思えない。


  　けれども斗和には、まったく動じた気配がなかった。


  「痴漢をやめろ、と言ってるんです」


  「兄ちゃん、舐なめとんのかい」


  　男が立ち上がって、斗和の襟首を持ち上げる。男の背はそれほど高くなく、斗和のほうが目線は高かった。


  「テメェ、殺すぞッ！」


  「殺人も犯罪です。とりあえず、警察行きましょう」


  「なんで俺おれが貴き様さまの指図、受けなならんのじゃッ！」


  「痴漢してたでしょ」


  「誰が痴漢じゃッ！　合意のうえじゃ、ボケがッ！　なあ、そうだろ、嬢ちゃん？」


  　男が唐突に振り返って、寧々音に尋ねてきた。突然の展開に頭がついてこない。


  　けれども空気を読むのが苦手な寧々音にさえ、明確に理解できた。「はい」以外の返事は求められていない。逆らったら酷ひどい目に遭あわされる。これは〝脅おどし〟なのだと。


  　寧々音が返答に窮きゆうしていると、電車が停車した。すると男は「死ね、ボケがッ」と暴ぼう言げんを吐いて、斗和を突き飛ばしてから逃げ出すように電車を降りる。


  　ややあって、再び電車が動き出した。


  「赤あか峰みね、大丈夫か？」


  　斗和が優しい声で話しかけてくる。


  　寧々音はぎゅっと自分の体を抱き締めるようにして頷うなずく。まだ恐怖と嫌けん悪お感かんは残っていたが、なんとか頷くことができた。


  「災難だったな、赤峰。あんま気にすんなよ」


  　そこで初めて、寧々音はそのことに気がついた。


  「あ、あの、……どうして？」


  「え？　いや、普通に。痴漢は悪いことだし」


  　斗と和わはきょとんとした顔で答える。


  「あの、そうじゃ、なくて……」


  「ああ。なんで気づいたかってこと？　うーん、実は説明が難しいんだよな」


  「じゃなくてっ」


  　思わず、声が大きくなってしまった。助けてくれた人に、こんな言い方ないよね、と自己嫌けん悪おする。気分を害したかもしれないと、不安になった。


  「ごめん、早とちりしたみたいだ。で、質問は何？」


  　斗和は特に怒ったふうもなく、爽さわやかな表情を浮かべた。


  　そんな彼の態度に、自分の失態を謝りたい気持ちになる。けれども、質問に対して違うことを言うのも失礼だと思った。しなければならないことがいっぱいあって、頭の回転が追いつかない。迷ったあげく、最初言おうとした言葉を口にする。


  「あの、どうして……私の名前、を？」


  「え？　あれ？　もしかして俺おれのことわかってない？　同じクラスなんだけど……」


  　斗和が同じクラスなのは知っていた。彼の名前は印象的だったので、寧ね々ね音ねの記憶に残っていたのだ。けれどもわからないのは、一度も話したことのない自分の名前を、なぜ彼が覚えていたかということだった。


  「うん、……それは知ってる、けど……」


  「そうか、よかった。マジでびびったよ」


  　あっけらかんと笑う斗和を見ていると、自分の名前を覚えていた理由を、もう一度訊きく気にはなれなかった。おそらく根暗とか、何を考えているかわからないといった、あまりよくない理由だろう。


  「ほら、これ赤あか峰みねのだろ？」


  　斗和が床ゆかに落ちていた文庫本を拾い上げる。


  「あ、……うん」


  　本を受け取るとき、指先が斗和の手に触れた。やわらかく温かい感触。同じ男の人の指なのに、今度は嫌悪感を覚えなかった。体がぽうっと熱くなって、むしろ安心感が広がっていく。


  「『装甲悪あつ鬼きヨシヒコ』？　ずいぶん、怖そうなタイトルの本だな？」


  　寧々音は慌あわてて本を鞄かばんにしまい込んだ。なんとなく恥ずかしい気持ちになる。女の子の読む本としてはおかしいというか、変というか。内容的にはすごくおもしろかったのだけれども、よく知らない彼の目には、さぞ変な女として映ったことだろう。


  「お兄ちゃん、悪は仕留めたか？」


  　ふと、幼おさない声が聞こえてきた。見ると、鮮あざやかな金髪に深いエメラルドグリーンの瞳ひとみをした女の子が、連結部のドアを開けて姿を現したところだった。


  「な？　一いち花かの言ったとおり、悪い奴やついたっしょ？」


  「ああ。お手柄だな、一花」


  　走り寄ってきた一花と呼ばれた少女の頭を、斗と和わがぽんと叩たたいた。


  「……妹さん、ですか？」


  「おうよ。挨あい拶さつが遅れて申し訳ねえっす。私は一花。お兄ちゃんの妹なんだぜぇ。一花が幽ゆう体たい離り脱だつしてうろうろしてたから、お姉ちゃんが悪いた戯ずらされてるの見つけたんだよ。偉いでしょ？」


  　ころころと表情と語尾が変わる女の子だった。なんというか、小説でいえばキャラがブレているような感じがする。


  「幽体……離脱？」


  「こら、一花。変なこと言うな」斗和は呆あきれたように言ってから、寧ね々ね音ねに向かって「こいつ、アニメとか好きだから、なんか訳わかんないこと言うようになったんだ。気にしないで」


  「本当ばい。だから、悪い人見つけることできたんだもん」


  「あのな、仮に幽体離脱できたとするだろ？　すると電車は動いているんだから、魂たましいだけ後ろに飛んでいっちゃうだろ？　そしたら一花、死んでたぞ」


  「お兄ちゃんはお馬ば鹿かだなぁ。『スタンド』はいつも傍そばにいるから『スタンド』なんだよ」


  　そんな話をしているうちに、電車は斗和たちの目的地に着いたみたいだった。二人は寧々音に軽く挨拶をしてから、電車を降りていった。


  　彼らのやりとりを見ているうちに、寧々音の気持ちはいくぶん落ち着いていた。そこで初めて、寧々音はある事実に気づく。


  　助けてもらったのに、一言もお礼を言っていなかったのだ。一気に顔が赤くなる。自分はなんて常識知らずなのだろう、と恥じた。なんで言わなかったのだろう、と激しく後悔した。


  



  　誰かの声が聞こえたような気がして、寧々音は現実に引き戻された。ずいぶん長いこと、思い出に耽ふけっていたような気がする。


  　だいぶ時間は経たったはずなので、斗和と玄関で鉢合わせすることもないだろう。


  （早く帰ろう）


  　そう思ったところで、あたりがやけに騒がしいことに気づく。あまり騒がしいことが好きではないので内容に興味は湧わかなかったが、少しだけ嫌な気分になる。


  　ぽつんと机の上に取り残されていたシャープペンを、ペンケースに戻そうとして、寧々音は動きを止めた。


  　ごまかそうとして、慌あわてて秘密を漏もらしてしまった。自分が異能力を持っているという秘密。


  　おかしな子だと思われたくなくて、誰にも言っていなかった。そう、萌も由ゆ里りにも。


  　斗和の妹の一花も、幽体離脱ができると言っていた。おそらく彼女も異能力使いなのだろう。だから心のどこかで、斗と和わには話してもいいと思ったのかもしれない。


  　けれども、シャープペンは動かなかった。


  　どうしてだろう、と首を傾かしげる。


  　すぐに、その答えがわかった。なんでこんなに馬ば鹿かなんだろう、と自己嫌けん悪おする。


  　寧ね々ね音ねはシャープペンに人さし指を添え、異能力を発動させた。シッ、と机を擦こするような音を立てて、シャープペンが一〇センチほど移動する。


  　寧々音の異能力は触っている物にしか使えないのだ。寧々音は、シャープペンをペンケースに入れて鞄かばんにしまうと、席を立った。


  　正門から延びる正門通路を上り坂にして、二階部分に正面玄関を設けている学校も多い。葦あし原はら第二高校もその例に漏もれず、管理棟は二階からはじまり、一階部分が存在しない。


  　図書館は管理棟の西端に接続しているため、図書館から出ると、そこはポスターや掲示物がやたらと貼はりつけられている管理棟二階の廊下となる。廊下は中庭側だ。


  　明日あしたから斗和たちと、どのように接したらよいか、そんなことを考えながら、下を向いて廊下を歩いていた。


  　そのときだ。一瞬、影が差したような気がした。


  　驚いて顔を上げる寧々音の視界の隅すみに、人間のようなモノが横切っていくのが映る。


  　まじまじと窓の外を見る。すぐに何かの見間違いだと思った。ここは二階なのだ。人が横切るはずがない。けれども、何か漠ばく然ぜんとした不安が胸の中に残っている。理由もわからず、動どう悸きが激しくなっていく。


  　確かめてみよう。


  　そう思って、窓に向かって一歩踏み出した瞬間──、視界が真っ赤かに染まった。


  「え？」


  　いや、真っ赤になったのは窓だ。目の前の窓が、風船に赤いペンキを入れて叩たたきつけたみたいに、真っ赤な液体で覆おおわれている。


  　ペンキにしてはどこか変だった。なんというか、濃度がまばらなのだ。水性絵の具のように薄い部分もあれば、油性絵の具のように粘ねん着ちやく性せいを持っている部分もある。何か塊かたまりのような物体まで窓に張りついている。


  　それがなんなのか推測する余裕はなかった。


  　バンッ！


  　大きな音を立てて、細長い物体が窓にぶつかってきた。一瞬の出来事。それが何かは見えなかったが、それがなんであるかはすぐに判明した。


  　真っ赤に染め上げられた窓。そこには、ぶつかってきたモノの正体を示すかのように、手相まではっきりとわかる人の手形が残されていた──。


  　あまりにも驚きすぎて、寧々音はぺたんと座り込んでしまった。腰から下に、まったく力が入らない。何か異常なことが起きていることは、ぼんやりと理解しているはずなのに、何がなんだかわからなかった。


  「うわあああああああああああぁッッ！」


  　ふいに、悲鳴が聞こえてきた。


  　外ではない。校舎の中からだ。


  　寧ね々ね音ねはびくりとなって肩を竦すくめる。その声こわ色いろには、どこか人の不安を煽あおるような響きがあった。異質な、日常では耳にしないような声。騒いでいるのとは明らかに違う。


  　再び心臓の鼓こ動どうが速くなる。空気が凍ったみたいに、呼吸が痛い。


  　廊下の奥、玄関の隣に、三階へと続く階段がある。そこから二人の男子生徒がまろび出てきた。彼らの表情には恐怖が張りついていて、足がもつれてつんのめるさまは、どこか冗談のように思えた。


  　ぺた、ぺた、ぺた。


  　なんだろう、と寧々音は思った。まるで吸盤を引っ剥ぱがしたときに出るような、間抜けな音が聞こえてくる。


  　ぺた、ぺた、ぺた、ぺた。


  　音はだんだんと近づいてきた。


  　そして寧々音は、自分の眼めを疑った──。


  　真っ白な生き物が姿を現す。四本足の巨大な化け物。大きさは馬より、ひとまわりも大きい。いや、正確にはそれが、生き物かどうかわからなかった。動いていたから、生き物だと思ったにすぎない。


  　真っ白な体は、成人男性の上半身そのものだ。美術室にでも飾ってありそうな、石せつ膏こうで作られた腰までしかない半身像。ギロチンで処刑されたように、頭部がばっさり切断されている。


  　その首のない半身像が二つ、まるで接着剤で引っつけたように、腰の断面部分でつながっている。立っていても逆立ちしていても見分けがつかないような、前後対称シンメトリーな体型。しかも、四本足だと思っていたのは勘違いで、正確には四本ともが人間の腕の形をしていた。四本腕の化け物。


  　生徒たちの後を追うようにして現れたそいつは、獲え物ものを狙ねらうキツネのように一瞬動きを止めたが、すぐに猛烈なスピードで寧々音のほうへと迫ってきた。


  　ぺたぺたぺたぺた。


  　あの奇妙な音が軽快な速度で聞こえてくる。それは化け物の四本の手のひらが、床ゆかを離れるたびに聞こえてくる、特殊な足音だった。


  　二人の男子生徒も、こちらのほうへ走ってきた。まっすぐ寧々音のほうへ──。


  「あっ」


  　小さく悲鳴をあげる。


  　そこで初めて気づいたかのように、男子生徒と目が合った。


  　──なんで、そんなところにいんだよ。


  　そう非難するような目だった。


  　男子生徒は急な方向転換ができず、しゃがんだままの寧ね々ね音ねも避けることができず、当然のように二人はぶつかった。男子生徒は転倒し、寧々音は鞄かばんと一緒に跳ね飛ばされて、廊下に叩たたきつけられる。


  　難を逃のがれたもう一人の男子生徒の足音は、あっという間まに遠ざかっていった。


  　痛みに呻うめきながらも顔を上げた寧々音の視界に、つんざくような悲鳴をあげ、逃げ出そうとする男子生徒の背中が映る。


  （逃げなきゃ）


  　咄とつ嗟さにそう思ったが、寧々音の足はまったく動かなかった。立つことすらできない。痴漢に遭あったときと同じように、震えながら動けずにいた。


  　絶望的な気分で、後ろを振り返る。


  　真っ白な首なしの化け物が、目の前にいた。腕の長さは二メートル近くもある。小柄な寧々音の体たい躯くなど、一瞬でひねり潰つぶしてしまいそうなほど、強大に見えた。


  　本能でわかった。この化け物は危険だと。人を殺すモノだと──。


  （──斗と和わくん）


  　寧々音は縋すがるようにして、心の中でその名を呼んだ。


  　刹せつ那な──。


  「赤あか峰みねええええええぇッッ！」


  　斗和の叫びが、耳に届いた。


  　　　第三章　そのイトスギは毒を吐く


  



  「赤あか峰みねええええッッ！　逃げろぉおおおおおッッ！」


  　斗と和わが寧ね々ね音ねの姿を見つけたとき、すでにどうしようもない状況だった。今から寧々音が立ち上がって逃げ出したところで、もはや間まに合わないだろう。頭の冷静な部分では、それがわかっていた。


  　けれども必死にその現実を否定したくて、斗和は叫んだ。


  「赤峰ええええええッ！」


  　斗和の叫びも虚むなしく、四本腕の白い化け物──ペタペタが寧々音と接触する。


  　いや、違った。


  　接触したのは、座標的な意味でしかない。


  　ペタペタの前方の腕が寧々音を通り越し、続く後ろの腕も通り越していった。まるで寧々音の存在に気づかなかったかのように、彼女の上を通り過ぎ、前を走る男子生徒に襲おそいかかる。


  　石せつ膏こうのように真っ白な手が、男子生徒の足を掴つかんだ。それに気づいた彼が、さらに絶叫をあげ振り払おうとするが、まるで無駄だった。ペタペタの腕はビクともしない。


  　けれどもペタペタはすぐには動かず、じっと何かを確認するかのように、足を掴んだままの姿勢で固まっていた。


  　──助けにいくべきか？


  　一瞬、斗和の思考に迷いが生じる。すぐに殺されたのなら諦あきらめがつく。だが、なぜかペタペタは動きを止めたままだ。


  　人よりも遙はるかに巨大なペタペタだったが、猫ねこ蜘ぐ蛛もを見たあとでは、どうしてもひ弱に思える。人間のような体つきが、そのイメージに拍車をかけているのかもしれない。ペタペタの腕は、そこにある消火器でぶん殴れば、折れてしまいそうではある。


  「だめ、斗和くん。寧々音のことは諦めてッ！」


  　萌も由ゆ里りが鋭するどい声を出す。斗和には一瞬、言葉の意味が理解できなかった。斗和が助けようとしたのは男子生徒だ。寧々音ではない。


  　そうして斗和は寧々音を見て、ぞっとなった。


  　自分は今、何を考えていたのだろう。なんて大きな勘違いをしていたのだろう。


  　寧々音は、ペタペタと斗和のちょうど中間くらいにいた。一度は死を覚悟しただろう彼女は、助かった理由が理解できずに、困こん惑わくした表情を浮かべている。


  　萌由里は、そこに行くことさえ危険だと言ったのだ。


  　それは当然の感性だろう。


  　いくら猫蜘蛛と比べて弱そうだからといっても、あの白い化け物が人間より遙かに強大な力を持っている事実に変わりはない。本来なら、近づくことすら恐れなければならないのだ。どうしてほんの一瞬でも、助けられると思ったのか。


  「うわぁああああああッッ！」


  　斗と和わの思考を中断させたのは、男子生徒の悲鳴だった。


  　見ると、彼の体が宙を舞っていた。ペタペタが思いっきり腕を振り上げたのだ。男子生徒が天井にぶつかり、くぐもった声をあげる。──だが、真の恐怖はこれからだった。


  　ペタペタは腕に持っていた彼を、思いっきり床ゆかへと叩たたきつけたのだ。潰つぶされた蛙かえるのような声が彼の喉のどから漏もれる。さらにもう一度、男子生徒を振り上げて床へと叩きつける。


  　三回、四回、五回──。


  　まるでその感触を楽しむかのように、リズムよく男子生徒を叩きつけていた。


  　やがてペタペタは、手足が折れ曲がり、至るところから骨や内臓が飛び出して、ぴくぴく痙けい攣れんする男子生徒を解放すると、首の断面部分の中央からピンク色の管を伸ばしはじめた。


  　まるでハリガネムシのように伸びるそれは、男子生徒の耳の穴へと侵入していく。やがて何かやわらかい物体が、管を通って吸い上げられていくのがわかった。


  「あ、ああっ。ぼ、ぼくの名前は、カ、カレーパン。ああっ、し、将、あっ、来期末テストになりま。あっ、あががっ、ソーリー」


  　だらしなく涙と涎よだれを垂らす男子生徒が、訳のわからないことを言いはじめ、時折思い出したかのように、体を大きく痙攣させる。


  　あまりの凄せい惨さんな殺し方に、斗和は呼吸をするのさえ忘れて凝ぎよう視ししていた。だがすぐに、このままでは寧ね々ね音ねも同じ運命をたどってしまうことに気づく。


  「赤あか峰みねっ、早くこっちに来るんだッ！」


  　斗和の声を聞いて、蒼そう白はくな顔をしていた寧々音も、状況を察したみたいだ。きゅっと唇くちびるを噛かみ締めて、必死に立ち上がろうとする。けれども足に力が入らないらしく、這はいずるようにして進みはじめた。


  　どうやら腰が抜けてしまっているらしい。


  　迷っている暇ひまはなかった。斗和は覚悟を決めると、隣の萌も由ゆ里りを見る。


  「青あお葉ば。今のうちに逃げるんだ。そこの階段を上がって職員室に……。いや、状況に応じて遠くへ逃げてくれ。窓際には気をつけるんだ。猫ねこ蜘ぐ蛛もが襲おそってくる危険がある」


  「……どういう意味？」


  　萌由里が眉まゆをひそめる。菫すみれ色の瞳ひとみは非難するように揺ゆれていた。


  「俺おれは赤峰を助けにいく。でも、いざとなったら青葉を護まもりきれる自信がない。いや、不可能だ。だから先に逃げてくれ。俺は赤峰とこっちのルートを行く」


  　言いながら、教室棟へと続く渡り廊下を手で示す。


  「でも、そんなっ、私だけなんて──」


  　萌も由ゆ里りがここから逃げ出す気配はない。おそらくはさまざまな葛かつ藤とうが心の中で起こっているのだろうが、ここは素直に頷うなずいてほしかった。それが最善の方法なのだ。


  「頼む、青あお葉ば。冷静に判断してくれ。いざというときは別々のほうが助かる確率が高い」


  「斗と和わくんだって冷静になって！　寧ね々ね音ねを助けにいくなんて無理っ。自殺行為だって。早くここから離れようよ？」


  　その言葉に、斗和はショックを受けた。


  　確かに、この状況で寧々音を助けにいくのは、自殺行為に等しいかもしれない。それは正論だ。けれども親友である萌由里が「寧々音を見捨てろ」なんてことを口にするとは、夢にも思わなかった。斗和は、彼女に抱いだいていたイメージが揺ゆらぐのを感じた。


  「助けにいく。青葉は来るなよ」


  　短く吐き捨てるように言うと、斗和は寧々音のもとへと走り出した。半ば意地のような気持ちがあったことは否定できない。だが、それとは別に、寧々音を失ってはいけないという予感みたいなモノが働いていた。


  　ペタペタはまだ食事中だ。すぐに動き出す気配はない。危険なのはわかっている。だが諦あきらめるには早すぎるのも事実だ。


  　斗和は寧々音のところに到着すると、彼女の肩と膝ひざの裏に腕をまわし、お姫様抱っこの要領で持ち上げた。寧々音は小柄で細身なため、それほど苦には感じない。


  　それでも背負ったほうが、いくらか楽なのはわかっている。けれどもできなかった。斗和の背中にはまだ、憎しみの表情を刻んで死んでいった、あの女子生徒の怨おん念ねんが重くのしかかったままだ。


  　斗和は振り返って萌由里を見る。すでに彼女の姿はなかった。言いつけどおり上の階に逃げてくれたのだ。ほっと息をつき、正面のペタペタに視線を戻す。


  　そして、──息が止まった。


  　男子生徒の脳みそを吸っていた、あの長い管がどこにもなかった。


  　ペタペタはいつの間まにか、食事を終えていたのだ。


  　だが、白い化け物は動かない。何かを考えているかのように、じっと動かない。


  　斗和はゆっくりと後ずさる。一歩、二歩……。相手を見つめたままゆっくり後ずさる方法は、多くの肉食獣から逃げるときに有効なやり方だ。


  　ペタペタは、じっとしたままだった。


  　さらに、後ずさる。腕の中の寧々音が小刻みに震えていた。


  　やはりペタペタに変化はない。まるで気配を探るゴキブリのように、ぴくりともしない。


  　ペタペタのほうを向いたまま、斗和の足は段々と速歩になっていく。距離が遠くなるほど、足が床ゆかを踏むリズムが短くなっていった。


  　そして、教室棟へと続く渡り廊下の手前まで来たとき、突とつ如じよとしてペタペタが動き出した。


  　ぺたぺたぺたぺた──。


  　激しい音を出しながら、斗と和わのほうへと押し迫る。


  　そのままの向きで、まっすぐに走ってきた。


  　そう、ペタペタは方向転換すらしなかったのだ。先ほどまで後ろだった胴体が、今度は前になっている。電車のように、前後の概念がないみたいだ。


  「くっ」


  　こうなっては、警戒しつつ下がる理由もない。斗和はくるりと背を向けると、全力疾しつ走そうした。右足で床ゆかを蹴けって方向転換し、階段とは逆方向の渡り廊下へと走る。


  　すぐ後ろをペタペタが駆かけ抜けていった。


  　急に方向転換したため、突進してきたペタペタを真横にかわすような形となる。


  　急には止まれなかったらしく、大きく行き過ぎたところでペタペタは停止し、先ほどと同じように、動きを止めたままで固まっていた。


  （──逃げ切れるか）


  　そんな淡い期待が胸をよぎる。


  　だが、それを見た瞬間、斗和は一気に血の気が引いた。上り階段のところに、萌も由ゆ里りの姿があった。逃げたと思っていた彼女は、まだそこにいたのだ。


  　この位置からは、ちょうど顔の部分が見えない。いや、たとえ表情が見えていたとしても、彼女の考えを理解することはできなかっただろう。萌由里の行動のほうこそ、自殺行為にほかならない。斗和は裏切られた気分だった。


  　走れば走るほど天井が邪魔をして、視界に映る彼女の姿は短くなっていく。拒絶されたかのように、本来の姿が見えなくなっていく。


  「青あお葉ばッ！　何してる！　逃げるんだッ！」


  　斗和は必死に叫んだ。


  　けれども、萌由里の足は動かない。


  　ぺた、ぺた、ぺた。


  　ペタペタがゆっくりと動き出した。方向的には先ほどの逆。行き過ぎたぶんを巻き戻し、斗和と萌由里のいるほうへと向かっていく。今度もまた、体の向きを変えることなく、進行方向だけを逆にした。探るように一歩一歩、慎重に腕を運んでいく。


  「くそッ！　こっちだ。こっちに来いッ、化け物ッ！」


  　斗和は、萌由里と別れてしまったことを後悔していた。こんなことなら一緒に逃げればよかった。どうして別々に行動しようなんて言ってしまったのか。


  「斗和くん、ごめんな……さい。私が死ねば……」


  　腕の中の少女が泣いていた。


  　ともすれば、忘れてしまいそうになる重みの中に、しっかりと熱を持つ命の鼓こ動どうがある。なんとしても寧ね々ね音ねを護まもらなくては。そう思った。


  　頭を切り換える必要がある。今自分が護れるのは、寧々音だけだ。だから、そのことだけに集中しなければならない。


  　けれども願わくは、ペタペタが萌も由ゆ里りに気づかずに、そのまま通り過ぎてほしいと思った。どうせならこちらに来てほしいと、馬ば鹿かなことを祈った。


  　寧々音と萌由里の二択。


  　その命題は、今はまったく違う形で、まったく違う意味をもって、再び斗と和わの前に現れた。斗和の想おもいとは裏腹に、腕の中にいるのは寧々音だ。


  　彼女のことは嫌いではない。高校に入ってできた仲のよい友人。命を懸かけてでも、護りたいという気持ちはある。


  　だがそれは、萌由里を犠牲にすることと、イコールではない。恋愛と違って、どちらか片方しか選べないわけではないのだ。


  　けれども、できなかった。斗和は、あまりにも無力だった。


  （何が護るだ。逃げているだけじゃないかっ）


  　自分を責める気持ちが、悔くやしい思いが、斗和の喉のどを震わせる。


  「青あお葉ばあああああああああッッッ！」


  　刹せつ那な。ペタペタが猛烈な勢いで、斗和のほうへと向かってきた。
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  　ぺたぺたぺたぺたぺたッ！


  　軽快な音が焦しよう燥そう感かんを煽あおってくる。ずいぶんとあったはずの距離は、どんどん削られていく。


  　脳に灼やけるような刺激が走った。萌も由ゆ里りが助かった半面、今度は自分たちがピンチに陥おちいってしまった。


  　斗と和わは必死に駆かけ抜ける。せっかく互いに助かる可能性が出てきたのだ。ここで捕まるわけにはいかない。


  　だが斗和は、自分が想像していた以上に体力を消しよう耗もうしていた。ほとんどずっと走りっぱなしで、二度も女の子を抱えて走ったのだ。足がずっしりと重く、まるで他人の足みたいだった。


  　ぺたぺたという耳障りな音が、徐々に近づいてきているのがわかる。このまま時間が経過すれば、あの男子生徒と同じように脳みそを吸われ、だらしない顔と意味不明な言葉を残し、絶命する自分の姿があるだけだ。


  （何かないのか。奴やつから逃げ延びる方法は──）


  　渡り廊下から教室棟に到達し、上り階段に足をかけたときだ。


  　突然目の前に、黒い影が降ってきた。


  「ひっ、ひいいいぃぃいッ！」


  　男子生徒が、飛ぶようにして階段を下りてくる。


  　斗和は咄とつ嗟さに体を捻ひねって、それをかわす。制止する間まもなかった。男子生徒は悲鳴をあげながら、斗和たちが今来た道へと突っ走っていき、さらに甲高い悲鳴をあげた。


  「くそっ」


  　斗和は小さく毒づいた。


  　このままここを立ち去れば、彼を見殺しにしたことになる。だが同時に、これが生き延びるための、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスであることも理解していた。


  　まさにカルネアデスの板だ。他人を犠牲にしなくては、自分が生き残ることができない。突とつ如じよとして、そんな『冷たい方程式』の世界へ放り込まれてしまった。


  　幼おさない頃から培つちかってきた社会的道徳モラルが、ボロボロと剥はがれ落ちていくのを感じる。感情と理性の間で振り子が大きく揺ゆれている。


  　優先すべきことはわかっている。大切な人の命。


  　命に順列をつけることが、いけないことは知っている。どうして皆が暗黙のうちに行おこなっているそれを、公共の面前で主張したらいけないのかも理解している。


  　だが今は非常時だ。命の順序付けは、生き抜くために必要な行為。右利き左利きラテラリテイがあるからこそ、人の脳は咄嗟のときに混乱することなく、素早い行動をとることができる。


  　優先順位プライオリテイは、幾多にも及ぶ可能性を理り路ろ整せい然ぜんと整理し、効率的に処理していくために重要な役割を果たしているのだ。


  『いいかい、斗和。優先順位を決めるときはね。迷わないこと。恐れないことが大切なんだ。特に命が懸かかっているときこそ、残忍で冷酷な優先順位を、瞬時につけることが必要だ。さもないと、すべてを失ってしまう可能性もある。人の命も人の想おもいも平等だけど、人と人との関係はそうじゃない。誰かを優先することは、決して恥ずかしいことでも、非道なことでもないんだよ。だからね、斗と和わ。いざというときは切り捨てる勇気を持ちなさい。近い将来、必ずその日がやってくるはずだから──』


  　そう、師匠の言葉は常に正しい。


  　この残酷な判断は、必要なことなのだ。自分の中の優先順位は決まっている。たとえ他人から非難されようと、恐れてはならない。


  　斗和はクリアになった思考で、再び走り出した。階段を駆かけ上がり、踊り場に出る。そこからまっすぐに延びる渡り廊下は、特別教室棟二階へと続いている。


  　このまま残りの階段を上がり三階に行くか、それとも特別教室棟へ移動するか。斗和は、ほとんど迷うことなく後者を選んだ。三階には先ほど別れたばかりの萌も由ゆ里りがいる。彼女のもとへ、ペタペタを連れていくような真ま似ねはできなかった。


  



  「う、ううっ……。助け、て……」


  　特別教室棟にたどり着いてすぐ、か細い女性の声が聞こえてきた。


  　思わず斗和は、足を止めてしまう。


  　特別教室棟二階の最東端は、奥に開けた売店となっている。その入り口のところに、二人の女子生徒がいた。


  　一人はこちらに背中を向けた状態で座り込んでおり、もう一人の女子生徒の上半身を抱きかかえている。その背中は泣いているかのように、小刻みに震えていた。抱きかかえられている女子生徒は、手前の子が邪魔でよく見えないが、どうやらひどい怪け我がを負っているらしい。斗和が耳にした声は、この怪我をしたほうから発せられたものだろう。


  　猫ねこ蜘ぐ蛛もに襲おそわれてかろうじて生きていたのか、ペタペタに襲われて脳みそを捕食されずに済んだのかはわからない。けれども床ゆかに広がる血だまりが、彼女の絶望的な未来を暗示していた。


  　斗和は、腕の中の寧ね々ね音ねに視線を落とす。


  「もう大丈夫……だよ。たぶん、立てる……から」


  「無理はするなよ」


  　斗和は寧々音をゆっくりと床の上に降ろした。肩を支えながら、彼女がバランスを崩さないようにする。


  「あ、ありが……と」


  　寧々音が顔を赤らめながら、体を遠ざけた。腕の中から急速に、彼女のぬくもりとミルクのような薫かおりが消えていく。離れる瞬間、やわらかな薄うす桃もも色の髪が斗和の顎あごを撫なでていった。


  　斗和はちらりと、渡り廊下の向こう側を見た。ペタペタの姿はない。だがすぐにでも、あの真っ白な化け物が追ってくる危険がある。あまり時間はない。


  　自分に、誰かを助けるだけの力がないことはわかっている。


  　場合によっては見捨てなければならない覚悟も、先ほどしたばかりだ。


  　けれども、今のように化け物がいない状況でも無視するのは、何か違うような気がした。そこまで割り切ってしまうのは、間違っているような気がする。


  　怪け我がを負っているほうの女子生徒は、助からないかもしれない。でも座り込んでいるほうの女子生徒には、逃げるよう進言するべきだろう。


  「あの──」


  　声をかけようとして、斗と和わは違和感を覚えた。


  　手前の女子生徒、やけにがっしりとした背中を震わせている彼女は、見たこともない制服を着ていた。葦原第二高校うちの制服ではない、紺色のセーラー服だ。


  　何よりその体型。失礼かもしれないが、上下のバランスがあまりにも悪い。腰から上はゴリラのようにがっしりしているのに、下半身はおまけのように小さい。ごわごわとした髪の毛は大きくうねっており、制服はところどころ破けていて、やけに汚きたならしかった。


  　その紺のセーラー服を着た女子生徒の頭が、大きく動く。


  「あがっ、がががあああああああッッッ！」


  　同時に、抱きかかえられていた女子生徒の体が大きく仰のけ反ぞり、ややあって、ぴくりとも動かなくなった。


  　くちゃくちゃくちゃ──。


  　何かを咀そ嚼しやくする音が聞こえる。どこか、この現状と合っていなくて、なのに今の状況を端的に示しているように思えた。


  　ぎゅっと誰かが、斗和の制服を引っ張ってくる。寧ね々ね音ねだ。青ざめた暗い表情で、斗和の腰に寄り添っている。彼女も異常を感じ取っているのだ。


  　やがて、ごくりと嚥えん下げする音が鳴った。そして、ゆっくりと立ち上がる。抱きかかえられていた女子生徒は無む造ぞう作さに投げ捨てられた。


  「ぬしゃぼっちか？」


  　そいつがこちらを向く。黄緑色の肌はだにずんぐりとした顔立ち。目元は髪の毛で覆おおわれてわからないが、耳まで裂けた口は蛙かえるのようであった。けれども血で真っ赤かに汚れた口元から覗のぞく鋭するどい歯並びは、ホオジロザメを彷ほう彿ふつとさせる。


  　一見して判断できる。


  　こいつは人間じゃない。


  　よほどの馬ば鹿かでない限り、正面から見たこいつを人間と見誤ることはないはずだ。


  「赤あか峰みね、逃げるぞっ！」


  　斗和は、寧々音の肩を押すようにして走り出した。膝ひざがガクガクする。重くなった足は、想像以上にうまく回転してくれない。体力をかなり消しよう耗もうしていた。もう一度、寧ね々ね音ねをかかえて逃げることは、おそらく不可能だ。


  　寧々音は外見のイメージどおり、走るのはあまり速くない。すぐに追いつかれる危険がある。


  　どうする？　斗と和わは自問した。


  　セーラー服の化け物の身長は、そこらへんの女子と同じくらいだ。鋭するどい歯と大きな手を持っているが、ほかは人間と変わらない。もしかしたら勝てるかもしれない。戦うことも選択肢の一つだ。


  　斗和は後ろを振り返った。


  　ぬしゃぼっちが追ってきている。楽しげに口元を歪ゆがめながら、まるで母を追う幼児みたいに走ってくる。


  「──え？」


  　そして斗和は、その事実に気づいた。


  　距離が一向に縮まっていないのだ。


  　今は寧々音のスピードに合わせて走っている。それなのに距離が縮まっていないということは、奴やつの走るスピードは寧々音と同じくらいか、それ以下ということだ。


  　よくよく考えれば、当然のことかもしれなかった。如い何かに向こうが人じん外がいの化け物とはいえ、あの短い足ではどうしても歩幅が小さい。速く走れる道理がなかった。


  　逃げ切れるかもしれない。ならばリスクを負ってまで戦う必要はないだろう。


  「あっ」


  　小さな悲鳴が聞こえた。


  　それが、隣を走る寧々音の声だと気づいたときには、彼女は転倒していた。


  　斗和は慌あわてて立ち止まる。廊下に死体が転がっていた。損そん壊かい具合からして、おそらくぬしゃぼっちに捕食されたのだろう。その死体に寧々音がつまずいたのだ。


  「赤あか峰みねっ」


  　斗和は駆かけ寄って、急いで寧々音を助け起こそうとする。


  「うげええええぇっ！」


  　寧々音が奇っ怪な声をあげ、その小さな口から大量の吐と瀉しや物ぶつを吐き出した。我慢の限界だったのだろう。多くの人間の死を目まの当たりにし、張り詰めていた精神は、転んだことによって一気に崩ほう壊かいしてしまったのだ。


  　どう見ても、すぐに立ち上がれる状態ではなかった。その間にも、ぬしゃぼっちは構うことなく距離を詰めてくる。もはや追いつかれるのは明白だ。


  （──やれるか？）


  　急激に喉のどが渇くのを感じた。心臓の音が耳に貼はりつくみたいにうるさい。


  　喧けん嘩かではない。殺し合いだ。


  　おそらく、あの手で掴つかまれたら一巻の終わり。見るからに凶悪で隆りゆう々りゆうとした大きな手は、人の力で振り解ほどくことはできないだろう。


  　掴まれる前に一撃を入れる。飛び込むようにして鳩みぞ尾おちに一発。師匠から教わった、地面を激しく踏みつける動作によって威い力りよくを何倍にも高める震しん脚きやく。その震脚によって、爆発的に威力が膨ふくれあがった拳こぶしの一撃で、敵を吹き飛ばす。


  　それでも確実ではない。失敗は即、死につながる。そして迷いは技を鈍にぶらせる。


  （覚悟を決めろっ！）


  　斗と和わが立ち上がろうとした、その刹せつ那な──。


  「斗和くん、動かないでッ！」


  　鋭するどい声が、背後から聞こえた。斗和は振り返ることもせず、声に従う。


  　斗和の頭上を、細い棒のようなモノが貫つらぬいていった。それはぬしゃぼっちの喉のどを突き、「グエッ」と潰つぶれた声を吐き出させて、奴やつを後ろへと突き飛ばす。


  「大丈夫？　さあ、赤あか峰みねさんも」


  　勢いよく振り返った斗和の視界を、やわらかな膨らみが覆おおい尽くす。このケタ違いのサイズには見覚えがあった。


  　斗和は慌あわてて立ち上がり、彼女の顔を確認する。


  　きっちりと固められた七三分けの黒髪、整った顔立ちに縁ふちが若葉色の眼鏡めがね、その奥で光を発する真しん紅くの瞳ひとみ。まっすぐに伸びるイトスギは、まるで希望の象徴のように一切傾くことなく、堂々と真上を指し示していた。
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  「操みさお先輩！」


  　思わず、歓喜の声が漏もれてしまう。


  「安心するのは、まだ早いわ。あいつが起きてくる。私としては、そこにある消火器を使って共闘してくれることを期待しているのだけれども」


  　婦ふ設樂しだら操は、手に持ったスチール製のモップをぬしゃぼっちに向けたまま、にこりともせず言った。


  「ぬしゃぼっちか？」


  　ぬしゃぼっちが喉のどをさすりながら立ち上がる。どうやらダメージはあるみたいだ。


  「げはははっ、げははは。イタイ、イタイ。げははは、ハハハッ！」


  　ぬしゃぼっちは突然、奇っ怪な声をあげた。まるで踊るようにして、その場で一回転する。


  　そして、ぴたりと動きを止めると、くるりと背を向けて、よちよち歩きで去っていく。何事かぶつぶつ呟つぶやいているようだが、聞き取れなかった。


  　やがてぬしゃぼっちは左手の階段へと姿を消した。三階に上がったのか一階に下りたのかは、ここからではわからない。


  「もしかして、逃げたのかしら」


  　操がぽつりと言った。


  「いや、どうでしょう」


  　斗と和わは曖あい昧まいに答えた。熊などの肉食動物は、鼻頭などを強打すると危険を察して逃げ出すことがある。人間にとって逃げ出すことは、大抵負けを認めたことになるが、捕食者にとってはそうでもない。


  　捕食とは、人間にたとえれば食事である。安全に食事をすることが目的の彼らは、あえて危険を冒す必要がないのだ。だからちょっとでも危険な目に遭あうと、すぐに逃げ出す。群れで行動しない単独主義の捕食者は特にそうだ。それが彼らの賢い生き方なのだ。


  　だが──。


  「逃げたというよりは、飽きたというニュアンスに近い気がします。おそらく捕食した直後で、あまり腹も減っていなかったんじゃないかな。あいつらの思考回路なんて、まったくわからないですけど……」


  「そう。どっちにしろ、助かったということね」


  　操はふうっと息を吐くと、構えていたモップを下ろした。


  「ふ、婦設樂先輩。……だ、大丈夫です……か？」


  　寧ね々ね音ねが震える声で尋ねてきた。彼女が何を心配して質問してきたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


  　操の制服は、べっとりと血で汚れていた。いや、制服だけではない。両手両脚、顔に至るまで、血の痕あとがこびりついている。


  　斗と和わもすぐにそれに気づいたが、怪け我がの痕がないこと、明らかに外側からついていること、動きや声に異常がないことから、他人の血が付着したものだろうと推測していた。


  「ああ、これね。大丈夫よ。私の血じゃないから」


  「そう、なんです……ね」


  　ほっと胸を撫なで下ろす寧ね々ね音ね。


  　だが斗和は、操みさおが血で汚れていることに一いち抹まつの不安を覚えた。普通に歩いていて、そんなに汚れてしまうことはまずない。


  「赤あか峰みねさん。ちょっとそこのお手洗いまで、付き合ってくれないかしら？」


  　唐突に操が言った。トイレの入り口は、ここから二メートルくらいだ。


  　寧々音が戸惑った表情で、斗和と操の間で視線を動かしている。操の意図が理解できずに困こん惑わくしているのだろう。


  　命の危険が迫っているこの状況で、トイレは逆に非現実的に思える。だが真ま面じ目めな話、非常時こそ、生理的欲求の計画的な解消は必要だし、近くに化け物がいない今は、唯ゆい一いつのタイミングかもしれなかった。


  「俺おれが入り口に立つよ。何かあったら、すぐに言うから安心して」


  　斗和にそう言われ、断ことわる理由がなくなったのだろう。寧々音は静かに頷うなずいた。


  　二人がトイレに消えるとすぐに、水が勢いよく飛び出す音がした。


  「赤峰さん、口をすすぐといいわ。すっきりするから」


  　中から操の声が聞こえてくる。


  　そうか、と斗和は思った。操が寧々音をトイレに誘った意図は、そこにあったのだ。嘔おう吐としたばかりの寧々音の口は汚れたままだ。こんな状況でも、そういった気遣いができることに、斗和は感心した。


  　一分もしないうちに二人が姿を現す。操も両手と顔の血けつ痕こんを、きれいに洗い流していた。


  「斗和くんも、どう？」


  「いえ、大丈夫です。っていうか、水出たんですね。断水していると思い込んでました」


  「どうしてそう思ったのかしら？」


  　操が首を傾かしげる。寧々音も同じだ。よくわかっていない表情をしていた。


  　図書館にいた寧々音が知らないのは当然だが、操が知らなかったことで、先ほど感じた不安が確固たるものへと変へん貌ぼうする。だが今は、状況を伝えることのほうが先決だ。


  　斗和は、学校の周囲及び上空を〝見えない壁〟が覆おおっていること、その影響で携帯電話が圏外になっていることを説明した。


  「なるほどね。斗和くんの言うとおり、見えない壁が学校を取り囲んでいるなら、電気も水も使用できなくなるはずだわ」


  「ですが、実際には電気も水も生きている」


  　廊下の蛍光灯は、死体が転がっていることを知らないみたいに、無む垢くな光を放っていた。


  「確か、水道管と電線は地下を通っていたはず。そうなると、見えない壁は地下まで延びていないことになるわね。見えない壁と地面との間に、隙すき間まはなかったのかしら？」


  「わかりません。そういえば、確かめてなかったですね。西門から逃げようとしてた連中も、そこまで気をまわす余裕はなかったみたいで」


  　言いながら斗と和わは、複雑な気持ちになった。もしも下のほうに隙間があったのなら、こんな間抜けな話はない。外には出られないという思い込みで、自みずから化け物の蔓はび延こる校舎に残ってしまったことになる。


  「……あの、間違ってたら、ごめんな……さい。確か水道の水は、屋上の貯水タンクを、経由していたと思う……の。だから……」


  　寧ね々ね音ねが消え去りそうな声で説明する。葦あし原はら第二高校では断水に備え、一度タンクに水を貯ためる構造になっているらしい。タンクの水が空になるまでは、普通に水が使えるのだ。


  「電気も、おそらくは予備電源みたいなものが動いているのかもしれません」


  「よくわからないのだけれども、それも外部から供給しているものじゃないの？　確か電気って貯蔵することができないんじゃなかったかしら？」


  「電気そのものは確かそうです。ただ充電みたいな形で、電気エネルギーのほうは貯めることが可能です。だから予備電源には、バッテリーや発電機のようなものが使われていると思います」


  「とりあえず、どこかに移動しましょうか。ここでこうしていても意味がないわ」


  　会話の止まったタイミングで、操みさおが提案してきた。


  「職員室に行ってみようと思うんですが」


  　斗和は口にして、ふと萌も由ゆ里りのことを思い出した。彼女には職員室へ行くよう伝えていた。特に問題が起こっていなければ、まだそこにいる可能性が高い。


  　脳のう裏りに浮かぶのは、寧々音を見捨てるよう言った萌由里の科白せりふ。階段で逃げることなく佇たたずむ彼女の姿。正直、残念に思った。自分が抱いだいていた萌由里のイメージが崩れていく。彼女が彼女じゃないと思い知らされているような気分だ。


  「そうね。……そこなら人がいるでしょう」


  　操の声で斗和は我に返る。そうだ、今はそんなことを考えている場合じゃない。生き残るために必要のないノイズ。


  『人間の本性というのは、非常時にこそ、よく見えるものです』


  　誰かの言葉を思い出す。師匠ではない。何かの本で読んだものだ。だがやはりこれも、今は必要のないものだった。


  



  　見慣れた学校の渡り廊下は、まったく異質なモノへと変へん貌ぼうを遂げていた。


  　まるで廃はい墟きよの病院のように、不気味な死の気配が残っている。


  　張り詰めた空気は、一歩進むごとに重い不安の扉とびらを押し開いていくかのようだ。息が詰まり、精神がすり減らされていくのがわかる。


  　後ろを歩く寧ね々ね音ねも、同じモノを感じているのだろう。ぎゅっと斗と和わの左手を握ってきた。右手には操みさおから渡されたモップを持っているため、両手は塞ふさがってしまったが、今は寧々音を安心させることのほうが大事だ。


  　彼女の後ろには、後方に注意を向ける操の姿がある。腕には消火器をかかえていた。三人は縦に一列となって、教室棟へと続く渡り廊下を進んでいた。


  「操先輩。確認したいことがあるんですが」


  　前を向いたまま、斗和は話しかけた。


  「なに？」


  「キタジはまだ、校舎内にいるんですね？」


  　斗和は、操に会ってからずっと胸の内にあった不安を、口に出してみた。


  「──正直、わからないわ」


  　操の声に変化はない。


  「ちょっと野や暮ぼ用ようがあって、携帯をチェックするのを忘れてしまったの。卓たく二じが最後にいたのが教室だってことはわかっている。けれども次に確認したときは、既に圏外だったわ。だから今どこにいるのかはわからない。下駄箱を見たのだけれども、まだ靴くつはあったわ。でも、こんな状況では、それがまだ校舎に残っている証しよう拠こにはならないでしょうね」


  　やはりそうか、と斗和は思った。


  　操の制服や手足が血で汚れていた理由。彼女はきっと、それらしき死体を見ては、卓二かどうか確認していたのだ。


  　操と卓二の関係を考えれば──。いや、操の性格を考えれば、それは当然の行為だ。携帯電話のチェックというのも、メールや電話というわけではない。全地球測位システムＧＰＳ。操はリアルタイムで、卓二がどこにいるのかを監視していた。


  「大体の予想はついているのだけれども、一応質問しておくわ。二人とも卓二を見なかった？」


  　寧々音のふるふると首を振る動きが、手を通して伝わってくる。


  「俺おれは、見ました」


  　正面を向いたまま、静かに答えた。


  「……どこ？」


  「教室です。俺もそこにいました。それで、キタジは源みな本もとたちと教室を出ていって、俺はてっきり、そのまま帰ったのかと……」


  「──そう」


  「源みな本もとたちって、わかりますか？」


  「ええ、それなりには。……まあ、目立つわよね、彼らは」


  「だったらキタジが最近、彼らとつるんでいたことも知ってましたか？」


  「知ってるわ。卓たく二じのことなら、なんでも知っている。──いえ、嘘うそをついたわね。今どこにいるのかは、わからないのだったわ」


  　声のトーンは変わらない。けれども斗と和わには、操みさおの声が一瞬湿ったように感じた。


  「操先輩。正直に教えてください。あいつ、またいじめに遭あっているんじゃないですか？」


  「卓二がそう言ったの？」


  「いえ、友達だと言ってました」


  「なら、友達なんでしょう。卓二も子供じゃないのよ。自分の危機管理くらい自分でできるわ」


  「彼らとキタジでは、性格が合わないような気がします」


  　声に感情が入ってしまった。操の回答にもどかしさを感じる。


  「そうかしら？　不良とオタクって、根本部分では同じような気がするのだけれども。中二病の設定が三次元か二次元かって違いだけで」


  「ですけど──」


  「高校デビューってやつでしょ。無理して友達を増やそうとしているの。まあ、そのうち失敗して、ただの知り合いに戻るでしょうけど。とにかく、斗和くんが心配するようなことはないわ」


  　操がきっぱりと断言する。そうなると斗和は何も言えない。言う権利がない。


  　彼女は斗和以上に、卓二のことを知り、卓二のことを心配し、卓二のことを想おもって常に行動しているのだ。決して、卓二にとって不利な情報を隠したりはしないはずだ。


  「卓二の言葉も信じられないのかしら？」


  「卑ひ怯きようですよ、その言い方。わかりました。俺おれはキタジの言葉を信じますし、操先輩の言葉も信じます」


  　自分で言いながら、そのとおりだと思った。親友の言葉をそのまま信じればよかったのだ。どうして一瞬でも卓二を疑い、勝手なストーリーを想像してしまったのか。斗和は自分を恥ずかしく思った。


  



  　校舎では極端に視界が悪くなる場所がある。その最たるものが、階段だ。


  　先を見通すことができず、距離も長くはないので、化け物とばったり鉢合わせしてしまう危険が高い。階段の移動は、もっとも慎重に行おこなわねばならない。


  　けれども、ある設備のおかげで、見通しの悪い場所でも化け物がいるかどうか、判断することができた。


  　人感センサー式の照明設備。つまりは動くモノがいたときのみ、点灯するシステムだ。


  「廊下のほうも、電気はついていません」


  　教室棟に入る直前で一いつ旦たん停止してから、斗と和わは階段や廊下の電気を確認した。特別教室棟から延びる渡り廊下は、教室棟の踊り場部分に連結している。


  　現在、階段および廊下で電気がついているところはない。化け物がいない証しよう拠こだ。盲点となる場所は、教室などの人感センサーがない場所。けれども、向かう途中で注意深く観察していたが、そこにも化け物はいないようだった。


  「じゃあ、行きますね」


  　斗和は緊張した声で告げた。手を伸ばすと、階段の部分だけ電気が点灯する。もしも、この間に化け物が階段に侵入してきたとしたら、斗和たちに気づく術すべはない。


  　足を踏み入れると同時に、心臓がバクバクと鳴り出す。粘ねばり着くような不安が、心臓に絡みついてくる。


  （大丈夫だ）


  　斗和は、自分に言い聞かせた。動くモノがいれば、電気がつくはずなのだ。この先に化け物がいるはずがない。


  　ふと、何か見落としているような気持ちになった。何かが頭の片かた隅すみに引っかかっている。


  　──動かないモノ。


  　最近それを見たような気がした。じっと動かない生物。


  　真っ白で、巨大な石せつ膏こう像ぞうのような化け物。奴やつには、じっと動かない時間があった。


  　何かを確認しているかのように、微動だにしないときが──。


  　そこまで想像したとき、どっと全身から汗が噴き出してきた。


  　重要な見落とし。もしもこの先に、ペタペタがいたのなら。じっと動かずに、渡り廊下の先にいたとしたら──。


  　モップを握る手に思わず力が入る。こんな棒切れ一本で、本当にどうにかなるのか？


  　心臓は激しく脈打つのに、呼吸は止まったままだ。


  　壁に左肩を擦こすりつけるようにして、ゆっくりと階段を上る。一歩一歩、視界が開けていく。


  　ごくりと、喉のどが鳴った。


  　三階の廊下は、斗和の不安な気持ちを表わしたかのように、薄暗く不ふ穏おんな影を落としている。明かりがないのは安全の証あかしのはずなのに、覆おおい被さるような恐怖感がまとわりついていた。


  　先ほどと同じように、手を出して廊下の電気をつけようとした斗和は、すんでのところで思いとどまる。


  　階段からは教室の壁が邪魔をしているため、廊下の全ぜん貌ぼうを窺うかがうことはできない。先に手で電気をつけて、そのあとに顔を出したのでは、ペタペタが手に反応して近寄ってきていた場合、こちらの反応が遅れてしまうのだ。


  　なので、先に顔を出して覗のぞき見るほうが安全だった。


  　斗と和わは階段の上り口ぎりぎりのところで体を押しとどめ、壁に背中を預けると、静かに目を閉じた。視覚を遮断することで、激しく脈打つ心臓の音が潮しお騒さいのような響きを持って迫せり上がってくる。


  　ただ顔を覗のぞかせるだけの行為なのに、恐怖が絡みついて決心を鈍にぶらせた。


  　不安が加速していく。もしも顔を出した途端、目の前に奴やつがいたとしたら。今この瞬間にも、奴が近づいてきているとしたら。


  （──大丈夫だ）


  　斗和はもう一度自分に言い聞かせた。


  　論理的に考えろ。今は電気がついていない。近寄ってくる化け物なんていない証しよう拠こだ。


  　斗和は長い息を吐きながら意を決すると、角から静かに顔を覗かせた。同時に、明かりが廊下を照らし出す。


  



  　──目の前に何かがいた。


  



  　それは、一体の死体だった。


  　手足があらぬ方向に折れ曲がっており、だらしなく緩ゆるんだ顔は、知性と理性が根こそぎ奪われてしまったかのようだ。状態から見て、ペタペタに襲おそわれたものだろう。


  　だが周囲にペタペタの姿はなかった。


  　ほっと、息が漏もれる。


  　寧ね々ね音ねの手をぎゅっと力を入れて握り、廊下へ足を踏み入れた。


  　そのときだ──。


  「ひっ」


  　寧々音の悲鳴が聞こえた。


  　ぎょっとして振り返る。


  　しまった。一箇か所しよ見み逃のがしていたところがあった。


  　明らかな油断。渡り廊下の中央へ向かうことばかりに気をとられ、逆方向を確認していなかった。特に四階へと続く上り階段は完全に死角だ。


  　だが見える範囲にペタペタの姿はない。


  「どうかしたのか？」


  　思い切って尋ねてみた。


  「あっ、ご、ごめんな……さい」


  「何があった？」


  「だ、だって、人が……」


  　そうか、と斗和は思った。目の前には人の死体があるのだ。寧々音の反応のほうが、正常なのかもしれない。


  　職員室のドアを開けると、中にいた生徒たちが一斉にこちらを見た。皆憔しよう悴すいしきった顔をしていて、不気味な圧迫感を与えてくる。


  「斗と和わくん？」


  　ふいに声が投げかけられ、一人の女子生徒が駆かけ寄ってくる。さっきまで一緒にいたはずなのに、ずいぶんと懐なつかしく感じてしまった。


  「青あお葉ば。無事だったんだな」


  　萌も由ゆ里りの顔を見た途端、斗和の中にあった彼女に対する小さなわだかまりは、一瞬にして消え去った。なぜ言われたとおり逃げなかったのか、寧ね々ね音ねを見捨てるよう言ったのは本心か。そんなことはどうでもよくなってしまった。


  　ただただ、萌由里が無事でいてくれたことが、うれしかった。


  「斗和くんも。よかった」


  　そのまま抱きついてきそうな勢いでやってきて、けれども萌由里は足を止めた。


  　その目はまじまじと、斗和の左手を見つめている。


  「ご、ごめん」


  　寧々音が珍しく早口で言って、引くようにして手を振り解ほどく。


  　そのときになって初めて、斗和は寧々音と手をつないだままだったことを思い出した。


  「……寧々音も、無事でよかったね」


  　気のせいか、声のトーンが先ほどよりも下がったような気がする。


  　寧々音はなぜか、一瞬驚いたような、悲しんだような表情をしたあと、取りつくろうような笑え顔がおを浮かべた。


  「う、うん。萌由里ちゃんも……」


  　気まずい空気が充満している。何か言わなければならないはずなのに、何も言えない雰ふん囲い気きがそこにはあった。


  　今は非常時なのだから、寧々音と手をつなぐことはおかしなことではない。けれども理性以外の部分で、斗和は萌由里に対し罪悪感を覚えてしまっていた。


  「ちょっといいかしら？　青葉さん」


  　重い空気を押し流してくれたのは、操みさおだった。


  「卓たく二じを見かけなかったかしら？」


  「タクジ、さん……ですか？」萌由里は考えるように首を傾かしげ、「あの、すいません。……どんな人でしたっけ？」


  　斗和の予想を超える回答をよこしてきた。


  「ええと、そうね。ごめんなさい。あんな汚物のことを、可か憐れんなあなたが知っているはずないわよね。一応あなたのクラスメイトで、木き茂も辺べ卓二という名なのだけれども。斗和くんが『キタジ』と呼んでいるデブのことね」


  　萌も由ゆ里りは「あっ」と小さく声を漏もらした。どうやら顔と名前が一致したみたいだ。


  「彼ってそんな名前だったんだ。私ずっと〝キモダキタジくん〟だって思ってた」


  「問題ないわ。〝キモ〟の二文字が合っているならば、人類共通の認識として彼を指し示すことができるわ。むしろその二文字ほど、あの有害汚染粗大ゴミの中身と外見を、的確に表わしている言葉はないでしょうね」


  「こんな状況でも余裕があるんだな」


  　操みさおに向かって、一人の男子生徒が話しかけてきた。知的な雰ふん囲い気きのする顔立ちに、緑色の髪と瞳ひとみ、縁ふちなしの眼鏡めがねをかけている。


  　葦あし原はら第二高校では、名札または上履きの色から学年を知ることができる。彼は操と同じ三年生だった。


  「稲いな賀がくん。やっぱりあなたも閉じ込められてしまっていたのね」


  「ああ、残念ながらね。さっさと帰っておけばよかったと後悔している」


  　眼鏡の位置を直しながら、稲賀と呼ばれた男子生徒は答えた。


  「ここにいるので全員かしら？」


  　操は生徒たちをチラっと見まわしてから、小声で尋ねる。それは「生き残った人間は、ここにいるので全員か」という意味でもあった。


  　職員室には斗と和わたちも含め、全部で男子生徒が七人、女子生徒が六人いた。その中に卓たく二じの姿はない。


  「さあ？　母数がわからないからね。おそらく隠れている人とか、現在進行形で逃げまわっている人もいる可能性はある。僕は知らないけどね」


  「そう」


  　稲賀の回答にそっけない返事をして、操は前に進み出る。ぐるりと生徒たちの顔を見渡し、よく通る声を響かせた。


  「この中で、一年三組の木き茂も辺べ卓二を見た人はいないかしら？　デブでオタクで脂あぶらっこくて、腐ったタマネギのような臭においがして、如い何かにも女にモテそうにない風ふう貌ぼうなのだけれど」


  「個人色カラーは？」


  　机の上に腰かけている赤あか髭ひげの男子生徒が尋ねた。名札の色は二年だ。


  「大便のような焦こげ茶ちや色の髪に、芋いも虫むしのようなグリーンの瞳よ」


  「そのたとえいるのかよ」


  　赤髭の男子生徒は鼻で笑ってから、「知らね」と答えた。ほかの生徒も、誰一人見たという者はいなかった。


  「そう、ありがとう」


  　操のイトスギはいつものと同じようにまっすぐ真上を指し示していたが、今は少しでも触れれば折れ曲がってしまいそうだと、斗と和わには感じられた。もっとほかに情報はないかと考える。


  「じゃあ、一年五組の源みな本もと、馬うま田だ、鹿しか山やまの三人を見た人はいませんか？」


  　咄とつ嗟さに口を開いていた。操みさおに集まっていた視線が、今後は斗和に集まってくる。


  「源本ってあれでしょ？　悪い噂うわさで有名な奴やつよね？　彼なら正門で見かけたわ」


  「ありがとう」


  　眼鏡めがねをかけた女子生徒の言葉に、操は短くお礼を言って、職員室を出ていこうとした。


  「ちょっと待ってください。まだ早い」


  　斗和は慌あわてて操の腕を掴つかむ。


  「逆よ、斗和くん。一刻の猶ゆう予よもないの」


  　操はいつもと変わらない口く調ちようで言う。けれども彼女の衝動的とも思える行動力が、すでに冷静さを欠いていることの表われだった。卓たく二じを捜すため、外に出ようというのだ。明らかに自殺行為だ。


  「あのっ、すいません。それっていつ頃ですか？　どれくらい前に源本を見たんですか？」


  　操に振り解ほどかれないよう抵抗しながら、斗和は質問した。


  「そんなのわからないわよ。時間なんて覚えている余裕なんてなかったわ。だけどもう、校舎外そとには誰もいないと思う。だって学校の敷地から外に出ることはできないし、あの猫の化け物がいるでしょ？」


  「ああ、あいつはマジでやべえ。校舎外そと見たかよ。そこらじゅう死体だらけだぜ。脱出しようとしていた連中のほとんどが、あの猫の化け物に殺された。あいつの強さはケタ違いだ。あんなん見せつけられて、校舎外そとに出ようとする馬ば鹿かはいねえよ」


  　女子生徒の言葉を継いで、先ほどの赤あか髭ひげの男子生徒が吐き捨てるように言う。


  　斗和はぞっとなった。あのとき──セミナーハウスの裏でどちらに逃げるか迷ったとき、敷地外へ向かう判断をしていたら、今頃死んでいたかもしれないのだ。


  「ここも変わらないわよッ！　変な化け物がうようよいるし、あんな死に方っ、脳みそを吸われて死ぬなんて、私は絶対嫌だッ！　早く帰りたいよっ！」


  　青髪ショートの女子生徒が叫んだ。


  「うるせえっ！　俺おれは女のキンキンした声が嫌いなんだよッ！」


  　吼ほえたのは黒髪の男子生徒。二年で、男にしてはやや甲高い声だった。


  「大声出さないでよ。みんな疲れてるんだからッ！」


  　サイドテールの女子生徒がイライラした口調で言った。この女子生徒と青髪ショートの女子生徒は一年だ。彼女の発言をきっかけとして、数人の男女が言い合いの喧けん嘩かをはじめる。


  「意味のない時間だわ。私は卓二を捜しにいく」


  　操が再び職員室を出ていこうとする。


  「待ってください。俺も行きます。キタジは友達です。でも、もう少しだけ待ってください。今はまだ話し合う必要がある」


  「何を話し合うのかしら？　慰なぐさめ合ったり当たり散らしたりするほど、私は暇ひまではないの」


  「卓たく二じを捜しにいきたい気持ちは俺おれも同じですッ！　だからこそ、その前に情報を整理したい。これだけの人がいるんです。絶対に無駄にはなりません。お願いです。もう少しだけ、ここにいてくださいっ！」


  「人を捜しているんなら、それで呼び出してみたら？」


  　眼鏡めがねの女子生徒が、至し極ごくまっとうな助言をしてきた。職員室には簡易型の放送機器が設置してある。指摘されるまで、斗と和わは完全にそのことを失念していた。


  　操みさおは「それもそうね」と答えて、放送機器の前にツカツカと移動し、しばらく眺めたあと機器のスイッチを入れた。


  「木き茂も辺べ卓二、木茂辺卓二。あなたがゴミに脂肪を巻きつけただけの醜みにくい体を、意地汚きたなくどこかに隠していることはわかっているわ。捜しにいくのは面倒だから、今すぐ職員室に来なさい。斗和くんもいるわ。あと十分以内に来なければ、あなたの部屋の『Ｌ王』という反社会的で、如い何かにも女に相手にされず、現実逃避したアンチョビ野郎にふさわしい雑誌が消し炭になるわよ。当然、パソコンの『虹にじ姫ひめ（一軍）』という名のフォルダもこの世から消しよう滅めつするわ。けれども慎重に行動しなさい。化け物がいる場所は、人感センサーでわかるはずよ。電気がついている場所には近づいてはだめ。いい、本当に気をつけるのよ」


  　放送を終えた操は、近くにあった椅い子すを引き、それに腰かけた。


  「ここに残る理由ができたわ。ごめんなさいね、斗和くん。話し合いというのをはじめましょうか？」


  　操が職員室に残ってくれたことに、斗和は心底ほっとする。


  「みんなが知っている情報を出し合いませんか？」


  　気を取り直して一歩進み出た斗和は、あえて大声で叫ぶように言った。


  「はぁ？　何のために？」


  　サイドテールの女子生徒がぼろぼろと涙を流しながら、抗議の声をあげる。喧けん嘩かで昂たかぶっていた感情を、そのまま斗和にぶつけてくる。


  「生き残るために──」


  「はぁ？　なに？　情報出し合ったら、あいつら消えてくれるわけ？　バッカじゃないの？」


  「うるせえっ、文句言うだけなら黙ってろッ！」


  　再び、黒髪の男子生徒が甲高い怒ど声せいをあげた。


  「おい、君たちっ、いい加減落ち着けよ。僕は彼の意見に賛成だ」


  　言ったのは稲いな賀がだ。


  「俺も賛成だ。正直訳わかんなくて、頭が混乱している。なるたけ状況を整理したい。で、一年。何を言えばいいんだ？」


  　赤あか髭ひげの男子生徒も同意してくれた。「同じく」と、見張りに立っていた男子生徒が手を挙げる。ほかにも数人の生徒が首しゆ肯こう。多くの生徒は、話し合いを望んでいるようだ。


  「ありがとうございます。──まずは化け物の情報を。俺おれが知っているのは、猫ねこ蜘ぐ蛛も、白い化け物、セーラー服の化け物です。そのほかのタイプを見た人はいますか？」


  　敵の数と性質を知ること。まずはじめにこれをやるべきだと、斗と和わは考えていた。そして斗和の予想どおり、この三匹以外の化け物を見た生徒はいなかった。


  「そうなの？　少なくない？」


  　眼鏡めがねの女性生徒が、驚きの声をあげる。


  　彼女も自分と同じように、ずっと化け物に追いまわされていたのだろう。そんなふうに感じるのも仕方ないと、斗和は思った。


  　だが具体的な化け物の数を知ることで、生徒たちはいくぶん落ち着きを取り戻したみたいだ。校舎外に一匹、校舎内に二匹。意外に遭そう遇ぐう率りつが低いことが判明した。


  　次に化け物たちの性質について情報を集める。大まかな認識は次のようになった。


  　猫蜘蛛。


  　もっとも危険で強力な化け物。生徒のほとんどがこいつに殺されている。移動速度も速く、わずかな時間でも校舎外に出ることは自殺行為。糸を投球する精度は高く、破壊した窓ガラスの隙すき間まから、中の生徒を釣り上げて喰くらうほどだ。ゆえに遮しや蔽へい物ぶつのない場所は危険。


  　白い化け物。


  　じっと動かないでいる時間がある。獲え物ものを捕ほ獲かくした直後も、なぜかしばらくは動かない。いきなりバックしてくることがあり、前後の概念がない。移動速度は人間よりも遙はるかに速い。


  　セーラー服の化け物。


  「ぬしゃぼっちか？」という言葉を口にする。九州の方言で「おまえ友達いないのか」の意味。返答した者はおらず、その意図は不明。顎あごは人間を一口で食い千ち切ぎることができ、腕力もかなり強いらしい。走る速度は遅いが、気がついたら近くにいることがある。


  「こう言ってはなんだが、あまり役に立ちそうな情報はないな。唯ゆい一いつ、セーラー服の化け物からは、走って逃げ切ることができるくらいか」


  　稲いな賀がが疲れた表情で分析する。皆もそう思っていたのか、誰も何も言わなかった。


  　次に斗和たちは状況を整理した。


  　やはり学校は見えない壁によって、周囲及び上空を完全に囲まれているらしい。操みさおが推測した下のほうの隙間も、存在しないことが判明した。実際に調べた生徒がいたそうだ。


  　また、有線電話やインターネットなども使用できず、外との通信手段は完全に遮断されているという、絶望的な結論に達する。


  　けれども外部からの救助は、存外早く来る可能性が示し唆さされた。なんでもネットワークは通信会社によって常に監視されており、今回のように通信などが使えない状態だと、すぐにでも調査員がやってくる仕組みなのだそうだ。


  　もし、なんらかの理由で調査員が来なかったとしても、しばらく帰ってこない生徒を心配して、家族などが電話してくることもあるだろう。そこで外部に異常が伝わり、救助がやってくる可能性があった。


  　つまりはそれまでの間、──救助が来るまでの間、自分たちの力だけで、なんとか生き延びる必要があるのだ。


  「最後に、これからのことについて相談したいと思います」


  　ピリッと空気が凍りつくのを感じた。この不安な状況で未来の話をすることは、酷かもしれない。けれども、誰かが言い出さなければならないことだ。


  　人間は、群れとも集団とも違う、社会や組織という概念を持った生き物だ。協力し合うことで何倍もの力を発揮する。


  「先に、君の意見を聞こうか？」


  　稲いな賀がが、緊迫した空気をまとった声で尋ねてきた。


  「はい。すぐにでも、身を護まもるための武器を手に入れるべきだと思います」


  「やられっぱなしは悔くやしいからよ。やっぱそれしかねえよなぁ」


  　赤あか髭ひげの男子生徒がニヤリと口元を歪ゆがめる。笑っているというよりは、どこか諦あきらめたような表情だった。


  「ちょっと待ってよっ！　もしかして、あの化け物たちと戦うつもり？　馬ば鹿かじゃないのッ！　そんなのっ、勝てるわけないじゃない！」


  　サイドテールの女子生徒が声を荒らげる。


  「馬鹿はおまえだ。じゃあ、どうすんだよ？」


  　それに対し、赤髭の男子生徒が冷めた視線を向けた。


  「それは……、もう一度、敷地外そとに出られないか調べるとか」


  「話聞いてたのかよ。校舎の外には猫ねこ蜘ぐ蛛もがいるんだ。出た途端死ぬぜ。あとちょい我慢すれば、まわりのほうが異常に気づいてくれるんだ。のこのこ出ていって喰くい殺されて、そのすぐあとに救助が来たんじゃ、馬鹿みてえじゃねえか。だから選択肢は一つ。校舎内で救助が来るまで生き抜くこと。わかるか？」


  「はあ？　だから武器を持って戦うっての？　やっぱ馬鹿よ。学校にある武器なんて、たかが知れてるじゃない。家庭科室の包丁一本で、あの猫の化け物と戦うの？　何それ？　包丁持って、特急列車の前に立ちはだかるようなものよ。そんなこともわからないのッ！」


  「ねえ、今ふと思ったんだけど、非常ベルを鳴らしたらどうかな？　近くを通りかかった人が異常に気づいて、助けを呼んでくれるかも」


  　眼鏡めがねの女子生徒が、手を叩たたいて提案する。


  「いや、あまり意味はないだろう。校門であれだけ騒いでいて、死体も転がっているんだ。近くに人がいたのなら、すでに異常に気づいていると思っていい。今さら非常ベルを鳴らしたところで、悪いた戯ずらに神経を刺激するだけだ」


  　反論したのは稲いな賀がだ。斗と和わも彼と同意見だった。


  　ふと、セミナーハウスで目にした色あせた木々を思い出す。南側の窓の向こう、正門の方向には、いつもと変わらない街の風景と車の流れが見えるが、テレビの映像のように、どこか生せい気きが感じられない。


  　そういえば、いつからか蝉せみの鳴き声が聞こえなくなっていた。それ以前に、人間と化け物以外の生き物を見た記憶がないような気がする。果たしてここは、救助が来られるような場所なのだろうか？


  　斗和が現実感のない不安に苛さいなまれている間も、生徒たちの会話は続いている。


  「──ってことで、放っておいても救助は来る。要は、それまでの間、どうやって俺おれたちだけで凌しのぐかってことだろ？　そこの一年の言うとおり、武器を持つしかねえと思うぜ」


  「僕も彼の言うとおりだと思う。で、肝心の武器の話だが──」


  「当然、爆弾だろっ！」稲賀の科白せりふを遮さえぎって、黒髪の男子生徒が嬉き々きとして声をあげた。「学校にある材料を使って爆弾を作るんだ。爆弾なら猫ねこ蜘ぐ蛛もだって倒せるはずだ」


  「おまえ、爆弾作れるのかよ？」


  　赤あか髭ひげの男子生徒が、驚いたような表情で訊きき返す。


  「へ？　俺？　いや、俺は無理だけど、こんだけ人がいるんだ。誰か一人くらい作れる奴やつがいるはずだろ？」


  　露骨なため息が数人の口から漏もれた。期待したぶんだけ落胆が大きいのだろう。


  「一応質問するが、爆弾を作れる人はいるか？」


  　稲賀が落ち込んだ気分を持ち上げるように、眼鏡めがねの位置を直しながら質問する。だが誰も手を挙げなかった。斗和は一瞬迷ったが、手を挙げないことにした。


  「はあ？　なんだよ、それっ！　どうして誰も作れないんだよ。爆弾だぜ、爆弾。爆弾さえあれば、奴らなんてイチコロなんだッ！」


  「うっせーなッ！　爆弾爆弾やかましいんだよ、テメーは爆弾魔ボマーか？　普通の高校生が爆弾なんて作れるわけねえだろッ！」


  　言葉こそ乱暴だったが、比較的温おん厚こうだった赤髭の男子生徒が、初めて声を荒らげた。


  「そっちこそ何言ってんだ。大抵こういうシチュエーションじゃ、一人くらいいるだろ。そういう特殊スキル持っている奴。『オブ・ザ・デッド・ロイヤル』見てないのかよッ！」


  『オブ・ザ・デッド・ロイヤル』とは去年話題となった邦画だ。修学旅行先でテロリスト集団に襲おそわれた生徒三十人が、知恵と勇気と友情で、テロリスト百人を撃破していくというストーリー。普通の高校生という設定だったのに、素す手でで武器を持ったテロリスト数人を倒したり、銃撃戦で勝利したり、ハッキングや暗号解かい析せきスキルを持っていたり、国民的アイドルグループがいたりと、明らかに超人レベルの高校生が活躍する内容だった。


  「見たさ。ああ、見たぜ。だから、どうした？　見たら爆弾作れんのか？　テメーだって、作れねえだろッ！　馬ば鹿かと話すほど、こっちは暇ひまじゃねえんだよッ！」


  「俺おれは馬鹿じゃねえっ。ネットさえあれば、すぐにでも作れるんだ。その時点で、おまえら凡人とは違うんだよッ！」


  「で、今はそのネットにもアクセスできないんだけど？　結論として爆弾は手に入るの？」


  　眼鏡めがねの女子生徒に指摘されて、爆弾魔ボマーと呼ばれた生徒は押し黙ってしまった。


  「一応、その映画に出ても遜そん色しよくないレベルの生徒なら、ここに一人いるのだけれども。ね、斗と和わくん？」


  　操みさおが唐突に話を振ってきて、斗和は驚いてしまった。みんなの視線が一斉に集まり、気分が落ち着かなくなる。


  「そういう先輩もそうだろ？　胸のでかさじゃ、日本一になれそうだ」


  　言って笑おうとした赤あか髭ひげの男子生徒は、操の鋭するどい視線を浴びて、「おっかねえ」という感じで肩を竦すくめてみせた。


  「意味のない話はしないで。爆弾は現実味がないかもしれないけど、劇薬の類たぐいはどうかな？　塩酸とか硫りゆう酸さんとか」


  　眼鏡の女子生徒の意見に、斗和は反論した。


  「劇薬の類いは確かに危険ではありますが、イメージに反して致ち死し性せいは低いんです。怪け我がをさせることと殺すことの間には、大きな隔へだたりがあります。それに化け物に近づかなければならないので危険です」


  「それ以前に、劇薬も爆弾の材料も理科棟にあるはずだ。校舎の外に出ることになる」


  　稲いな賀がが静かな声で付け加えた。


  　理科棟は敷地の南側、駐車場の南に建っている。なんでも数年前に、県の化学コンクールで何度も表彰されるほど優秀な生徒が、化学部と生物部にかけもちで所属していたらしい。表向きは彼の功績を称たたえて、本ほん音ねの部分では理科に力を入れている学校としてアピールするため、道路に面した目立つ場所に、新築で見栄えのよい理科棟を建設したのだ。


  「僕たちの目的は、救助が来るまで生き延びることのはずだ。積極的に戦うことじゃない。目的と手段が逆になっていないか？」


  「そうだったわね、ごめんなさい」


  　稲賀に注意され、眼鏡の女子生徒は素直に謝った。


  「斗和くんの考えを聞きたいわ。武器はどうしたらいいのかしら？」


  　意表をつかれた斗和だったが、話を素早くまとめるチャンスだと思った。化け物がやってくる前に、意思統一をしておく必要がある。それほど時間に余裕はないはずだ。


  「校舎内にある物で役に立つ武器は、やっぱり長なが得え物ものの類いだと思います。モップとか刺さす叉またとか。まずは、これを全員分手に入れるべきです」


  「ちょっと待ってよ。全員分って……。それって私たちも戦えってこと？　冗談じゃないわよッ！　それって男の役目でしょ？　女子に戦わせるなんて、何それ？　信じられないッ！」


  　サイドテールの女子生徒が再び声を荒らげた。


  「おまえさ、この非常時に何言ってんの？」


  　先ほどと同じように、赤あか髭ひげの男子生徒が呆あきれた声を漏もらす。


  「何って……、キモッ、ウザッ！　男のくせに女子を護まもれないなんて、生きている意味ないじゃんッ！」


  「いい加減にしてよッ！　あんたのせいで女子がみんな悪者になるじゃないっ。私は賛成。いえ、当然の考えよ」


  　眼鏡めがねの女子生徒が、机をバンと叩たたいて言った。


  「ええと、名前訊きいてもいいかな？」


  「え？　私？　曽そ根ね瓦がわら由ゆ貴きだけど」


  　斗と和わの突然の質問に、訝いぶかしみながらもサイドテールの女子生徒が答える。


  「曽根瓦さん。曽根瓦さんの気持ちはよくわかる。無理して戦う必要はないよ。ただ、武器を持っているのとそうでないのでは、いざというとき生き残れる確率が格段に違うんだ。だから戦う必要はないけど、武器は持っておくべきだと思う。本当に不ふ甲が斐いなくてごめん」


  　斗和の科白せりふが意外だったのか、曽根瓦は何か反論しようとして、そのまま言葉を飲み込んだ。


  「武器を持つことには賛成だが、ほかにも強力な武器があるんじゃないのか？」


  　稲いな賀がが腕を組みながら口を挟む。


  「すいません。質問に答える前に、効率の面から先に自分の考えを言います」斗和は稲賀に断りを入れてから、言葉を続けた。「確実に生き延びるためにも、危険が及ばない範囲で校舎内の化け物を排除する必要があります。そして倒しやすいのは、おそらくセーラー服の化け物のほう。校舎にある物で武器になりそうなのは、ざっと思いつくだけで、ハサミや包丁などの刃物、モップや刺さす叉またなどの長なが得え物もの、机や椅い子す、工具類や消火器など鈍どん器きとして使用できる物、ドライバー、電気コードや紐ひも類、火か炎えん瓶びん、火炎放射器、塩素ガスなどがあると思います」


  「火炎放射器とかあんのか？」


  　赤髭の男子生徒が驚いた声をあげた。


  「スプレーにライターなどの火を近づければ、一メートルくらいの炎が噴き出します」


  「一メートルッ？　それ強くね？」


  「いえ、相手を驚かせる効果はあるかもしれませんが、殺傷能力に欠けます。それに一メートルでは危険です。大抵の生物は、簡単には死なないつくりになっています。相手にダメージを与えても、そのままこちらが殺されてしまう可能性が非常に高いんです。だから相手と距離を置ける長得物は非常に有効です。そして『突く』という行為は、もっとも安全で強力な攻撃方法なんです」


  「そんなにうまくいけるの？　リーチの内側に入られたらどうするの？」


  　眼鏡めがねの女子生徒が的確に問題点を挙げる。彼女の意見は論理的で、耳にして心地よかった。


  「そのときは走って逃げます。セーラー服の化け物は足が遅いので。一度で倒す必要はまったくありません。ヒットアンドアウェーでダメージを蓄積し、消火器や包丁など威い力りよくの高い武器でとどめを刺すほうがいいと思います」


  「賛成だ。シンプルで確実なのがいい。白い奴やつもその方法で倒すんだな？」


  　赤あか髭ひげの男子生徒が、拳こぶしを手のひらに打ちつけながら言った。


  「いえ、白い奴はできれば戦わないほうがいいと思います。なんとなくですけど……」


  「だが奴は足が速い。走って逃げることはできないぞ」


  　稲いな賀がの疑問はもっともだ。


  「ええ。ですから渡り廊下に陣取る作戦を提案します。前後左右に見張りを立てて、白い奴だったら逃げ出し、セーラー服の化け物だったら倒しにかかります。いろいろ考えたんですけど、もっとも視野が広くなる場所は、教室棟──管理棟間の三階渡り廊下です。遠くから近づいてくる化け物に素早く気づけますし、逃げるルートもたくさんあります」


  「ちょっと待て。その案はありえない」稲賀が強い口く調ちようで反論してきた。「普通は籠ろう城じようだろ。机などでバリケードを組んで、安全を確保するべきだ」


  「逆です。閉じ籠こもるのは危険です。逃げるルートを確保すべきです」


  「いや、だからっ、白い奴からは走って逃げられないだろ。それにこちらから見えるということは、向こうからもこちらも発見できるということだ。君の考えだと誰かが犠牲になる」


  　ふと、稲賀の言葉に斗と和わは疑問を感じた。


  　ペタペタ。首のない化け物。奴には明らかに、目となる部分が見当たらない。果たして、稲賀のいう理屈は成り立つのだろうか。視覚以外で獲え物ものを感知する生物はたくさんいる。ペタペタは何をもって獲物を判断しているのだろう。奴にはどうして、じっと動かない時間があるのだろうか。


  「そうでもないと思うわ、稲賀くん。幸い校舎には人感センサーがあるわ。視認しなくとも、電気がついた場所から化け物の位置を判断できれば、奴らに発見される前に逃げ出すことができるし、身を隠して、どちらの化け物が現れるか見定めることもできると思うの」


  　考え事をしていて反応が遅れた斗和に代わって、操みさおが答えてくれた。


  「でもそれって、要は行き当たりばったりってことでしょ？　逃げている最中に、ほかの化け物と遭そう遇ぐうしたらどうするの？　逃げるルートがたくさんあるってことは、逆に言えば襲おそわれるルートもたくさんあるってことよ。私は籠城することに賛成だわ。安心できるもの。あなたの案だとストレスがたまって、おかしくなりそう」


  　眼鏡の女子生徒の言葉に、斗和は軽くショックを受けた。ずっと理屈の通ったことを主張していた彼女は、自分に賛同してくれるものとばかり思い込んでいた。判断が揺ゆらいでしまう。もしかしたら、間違った判断をしているのかもしれない。


  「俺おれは一年の案に賛成だ。籠ろう城じようってのは相手との戦力差を考えてやるもんだ。この場合は遊撃のほうがいいと思うぜ」


  　賛同してくれたのは、赤あか髭ひげの男子生徒だ。


  「私も斗と和わくんの案に賛成だわ」


  　操みさおも静かな声で賛同する。


  「僕は当初の主張どおり籠城だ。場所はそうだな、図書館がいいだろう。通常の建物よりも堅けん牢ろうだし、書しよ架かなどはバリケードに役立つ。幸い図書館は校舎の端にある。化け物が来るルートは自おのずと絞れるはずだ。いざとなれば火を放つこともできるだろう」


  「火を放つのは危険です。焼死のほとんどは有毒ガスが原因で、体が大きい生き物ほど耐性がある。こちらが受ける被害のほうが大きいです」


  　斗和は慌あわてて火を使うことの危険性を説いたが、「わかっている。いざというときの話だ」と、稲いな賀がに会話を切り上げられてしまった。


  「私は籠城がいい。もうこれ以上、逃げまわりたくない。もう追いまわされるのは嫌ッ。もう、訳わかんないッ！」


  　ずっと黙り込んでいた青髪ショートの女子生徒が、叫ぶように言った。蒼そう白はくな顔に、ギラギラと見開かれた震える碧へき眼がんは、彼女の精神がもはや限界であることを示している。


  「俺も籠城だね。馬ば鹿かとは一緒にいたくないから」


  　爆弾魔ボマーが赤髭の男子生徒を睨にらみつけながら言った。感情的な勢いだけで決めてしまったように、斗和には思えた。


  「私は、……斗和くんの案に賛成かな。よくわかんないけど、なんか頼れる感じだし」


  　意外なことに、曽そ根ね瓦がわらが斗和の意見に賛同してくれた。斗和は驚いて、まじまじと彼女の顔を見る。目が合うと曽根瓦は、うっすらと頬ほおを紅こう潮ちようさせて、「べ、別に深い意味はないんだからね」とそっぽを向いてしまった。


  「ふぅ。こんなとき、卓たく二じがいないと静かね」


  　操がぽつりと漏もらす。いまだに卓二は来ない。やはり気がかりなのだろうと、斗和は思った。


  「猫ねこ蜘ぐ蛛もがいるから、実質逃げまわれるのは二階と三階だけだよね。それなら籠城のほうが確実かも……」


  　見張りをしていた小柄な男子生徒が、籠城に賛成票を投じた。彼の言うとおり、一階と四階に逃げ込むと、あとは遮しや蔽へい物ぶつのない校舎外と屋上へ逃げるしか道がなくなる。猫蜘蛛の領域を通ることになってしまうのだ。


  　残り二人の見張りも、一人が籠城、一人が斗和の案を選択した。まだ意見を言っていないのは、萌も由ゆ里りと寧ね々ね音ねの二人だけとなった。みんなの視線が二人に集中する。


  「待て」問い詰めるような空気に水を差したのは、稲いな賀がだった。「このタイミングで言うのもなんだが、ここは民主的に多数決で決める、という主旨にしたい。要は、票の多いほうの案で、みんなが協力し行動するということだ。遊撃と違って、籠ろう城じようにはある程度人数が必要だからな。ここで二つの集団に分かれてしまうことはナンセンスだ」


  　生徒たちは黙って、斗と和わに視線を送った。斗和がＯＫだと言えば、それで構わないという意志の表われでもある。


  「わかりました。それでいいです」


  　稲賀の言うとおりだと思った。敵を目の前にして、集団が決裂してしまうことほど愚おろかなことはない。分裂することは、もっとも避けなければならないことだ。


  　現在の票数は籠城派が六、遊撃派が五。萌も由ゆ里りと寧ね々ね音ねの判断次第で、どちらにも転ぶことになる。


  「わ、私は……斗和くんのほう……で」


  　意外にも、先に答えたのは寧々音のほうだった。伏し目がちの目、消え去りそうな声で、それでもはっきりと言ってくれた。


  　斗和は複雑な気持ちになる。それが彼女の本心なのか、わからなかったからだ。走るのが苦手な寧々音は、おそらく籠城を選びたかったのではないか。自分に気を遣って、選びたくもないほうを選んだのではないか。そんな思いが斗和の中で、硬い異物として残った。


  「これで六対六だな」


  　稲賀が、どこか楽しそうに言った。


  「私は──」


  　萌由里が口を開く。その大きな菫すみれ色の瞳ひとみが斗和を捉とらえる。


  　なぜか寒さむ気けを覚えた。


  　彼女は彼女のままだ。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられたアーモンド形の目、長い瑠る璃り色の髪は瑞みず々みずしくて、上品な顔立ちに整った目鼻立ち、すらりとした体型は、記憶の中の萌由里そのもの。


  　けれどもこの一瞬、斗和は萌由里がほかの誰か、全然知らない別の誰かに思えてしまった。射い貫ぬくような瞳の奥に、敵意に似たどす黒い感情の揺ゆらぎを見たような気がした。


  　すっと萌由里が視線を逸そらす。


  「私は、」


  　──ドクン。


  　思わず心臓が高鳴ってしまった。うまく呼吸ができなくて息苦しい。


  「──籠城するほうを選びます」


  　刹せつ那な、斗和は激しいショックを覚えた。


  　拳こぶし大の鉄球が飛んできて体の中心を貫つらぬいていき、ぽっかりと空いた空洞へ、それを埋め尽くすかのように、鈍にぶく重い痛みの波が押し寄せてくるような感覚。全身を駆かけ巡る血液は、まるで液体窒ちつ素そと入れ替わったかのようで、引き剥はがされるような痛みと共に、意識を暗黙に染め上げていく。


  　理性ではわかっていた。これは命を懸かける選択なのだ。感情に支配されず、冷静に自みずからの選択に責任を持たなければならない。だから萌も由ゆ里りがそれを選んだのなら、──斗と和わと逆の選択肢を選んだとしても、なんら問題はないはずだ。


  　だが実際は違った。無視できなかった。萌由里とは心が近づいていたはずだ。少なくとも、セミナーハウスで会うまでは──。だから彼女も自分と同じ考えを選択してくれると思っていた。それを期待していた。だからこそ、こんなにも心が痛いのだ。


  　先に寧ね々ね音ねの答えを聞いてしまったのも、影響しているかもしれない。彼女はおそらく本心とは違う選択肢を選んでくれた。自分は萌由里のほうを選んだのに、寧々音はまだ自分についてきてくれた。だが、自分が選んだほうの萌由里は──。


  （だめだ、だめだ！）


  　斗和は必死になって、自分の中に芽生えた醜みにくい感情を押し殺そうとした。こんなことでショックを受けること自体おかしいのだ。自分とは違う人間の考えを尊重できなくてどうする。自分は今どんな顔をしているだろう。情けない表情だけは、萌由里にも寧々音にも操みさおにも、見せたくはなかった。


  　だが、そんなことを気にする必要はなくなった。


  　誰も、斗和の顔を見る余裕なんてなかった。


  



  　ぺた、ぺた。


  



  　あの音が、どこからともなく聞こえてきたのだ。


  「いやああああああああああぁッッッ！」


  　誰かの絶叫が聞こえた。一気にあたりが騒がしくなる。


  「どこだっ、どこから来ているッ！」


  「こっちじゃないよ。姿は見えないし、電気もついてないッ！」


  「こっちだってそうだッ。こっちも違うッ！」


  　稲いな賀がの言葉に、左右の廊下を見張っていた生徒が答える。職員室は廊下を分断する形で鎮ちん座ざしている。つまり職員室の左右の出入り口から、廊下が延びている形だ。


  　ペタペタが来るとしたら、左右どちらかの廊下からしかない。だから誰も職員室から飛び出せずにいた。二分の一の確率で遭そう遇ぐうしてしまう危険がある。電気がついたのを見て、逆方向へ飛び出すほうが確実だ。だが、いまだにどちらの電気もつかないらしい。


  　ぺた、ぺた、ぺた。


  　独特の足音が近づいてくるのがわかる。人間よりも遙はるかに足が速く、腕力も凄すさまじい。姿が見えたときは、誰かが犠牲になるときだ。


  「よく見ろよっ、馬ば鹿かがッ！」


  　爆弾魔ボマーが叫ぶ。


  「見てるよッ！　だったらおまえが見ろ。マジで来てないんだッ！　ちくしょう、どこだッ！」


  　見張りが声を荒らげる。


  「静かにしろッ！　音が聞こえねえだろッ。ほら、これを持てッ！」


  　赤あか髭ひげの男子生徒がロッカーからモップを取り出して、数人に投げて渡した。稲いな賀がも近くにあった刺さす叉またを手に取る。


  　ぺた、ぺた、ぺた。


  　そんな生徒たちの緊迫した空気をよそに、ある意味呑のん気きともとれる死の足音が近づいてくる。


  　誰もが固かた唾ずを呑のんで見守っていた。いや、正確には耳を澄ませていた。


  　ほんのわずかな音の差。


  　右か左か。それによって、生死が分かれるのだ。


  　ぺた、ぺた、ぺた。


  　斗と和わは違和感を覚えた。音は確かに聞こえてくる。けれども、それを嘲あざ笑わらうかのように電気は点灯しない。影らしきモノも見えない。


  　音の聞こえる場所が、わずかにずれているような気がした。認識の差。思い込みによる思考の狭きよう窄さく。


  　そう、どうして奴やつは、廊下から現れると思い込んでいたのか。どうして奴らが外に出ることはないと思い込んでいたのか。


  　猫ねこ蜘ぐ蛛もが校舎に入ってこられないのは、純粋にサイズの問題だ。では、ペタペタが外に出ない理由は何か。


  　理由？


  　いや、それ以前に、出ないという事実は存在しない。


  　空間の軸じくが移動する。横から縦へと。


  　音の位置を上下で考えれば、答えは単純だった。音は上から聞こえている。いや、正確には南側の窓の方向から聞こえてくる。


  「後ろだぁああああッ！　そこから離れろぉおおおおおおおおッッ!!」


  　斗和は叫んだ。


  　みんなが一斉に振り向く。


  　南側の窓際。そこには曽そ根ね瓦がわらを中心とし、寄り添うようにして三人の女子がいた。


  　彼女たちの後ろ、窓の向こう側に、真っ白で巨大な首のない男の上半身が、逆向きに現れていた──。


  　　　第四章　その金色は刃を持つ


  



  「くそっ」


  　源みな本もとは怒りをぶつけるようにして、トイレのドアを蹴けり開けた。


  「なんなんだよ、アレッ！」


  　怒りはいまだ冷めやらぬようで、今度は脇わきにあったロッカーを蹴りつける。ドアがくの字に曲がり、隙すき間まからモップの柄えなどがまろび出た。


  　源本は鏡に映る自分の顔を見る。荒い息を吐き、肩が上下に動いている。


  　恐怖に怯おびえた情けない顔をしていないことに安あん堵どした。ほかのクソどもに舐なめられるような、無ぶ様ざまな面つらはしていなかったらしい。


  　怒りが顔面を覆おおい尽くしている。怒りはいい、と源本は思った。すべての余計な感情を押し退のけてくれるし、馬ば鹿かどもに舐められることもない。むしろ他者を支配できる感情だ。


  　だがそれは、人間だけに有効だった。


  　人じん外がいの化け物にとっては、自分もほかのクズどもとごっちゃに見えるらしい。


  「くそっ、あいつら肝心なときには役に立たねえ」


  　金髪を掻かき上げながら、吐き捨てるように言う。あいつらとは、鹿しか山やまと馬うま田だのことだ。馬鹿は馬鹿なりに使い道があると思って傍そばに置いていたが、あっさりと殺されやがった。せめて刺し違いにでもなればいいのに、そのせいで惨みじめに学校中を逃げまわることになってしまった。


  　音楽室で襲おそわれたあと、源本は最初に教室棟へ向かった。深い理由はない。階段を飛び降りたら目の前に渡り廊下があったので、そこを全力で走っただけだ。


  　だがそこで、もう一体の化け物と遭そう遇ぐうした。真っ白な化け物。ちょうど獲え物ものを捕ほ獲かくしたところだったらしく、男子生徒の足を真っ白な腕が掴つかんでいる。生徒は必死で暴れているが、その腕はびくともしない。なぜか化け物はじっと動かないままだった。


  　生徒が「助けてくれ」とこちらに哀あい願がんしてきたので、「嫌だね、バーカ。おまえ今から死ぬんだぜ。どんな気持ちだ？」とからかってやったら、ガキみたいにわんわん泣き出した。自分よりも惨めな人間を見ると愉快な気持ちになる。


  　と同時に、校舎の中はやばいと思った。化け物がウヨウヨいやがる。男子生徒が叩たたきつけられるさまを視界の端に映しながら、その場を移動した。


  　管理棟の正面玄関から、外に飛び出す。広場の先は、赤煉れん瓦がの敷き詰められた二車線ほどの幅を持つ下り坂。両側に街路樹の立ち並ぶ、正門通路だ。


  　まばらに生徒の姿がある。皆が皆、恐怖を顔に張りつかせながら無様に走りまわっていた。どうやら化け物の存在は、周知の事実となっているらしい。だが数人の生徒たちが玄関方向へと走っていく。おそらく外にも化け物がいるのだろう。


  　こいつら馬ば鹿かだな、と源みな本もとは思った。校舎に逃げ込むくらいなら、さっさと外へ逃げればいいものを。校舎の中にも化け物がいることを知らないのだろう。無ぶ様ざまに喰くい殺されればいい。知らない奴やつが悪いのだ。


  　しばらく進むと、正門前に群がる生徒たちの姿が見えた。何をしてるんだ、と源本は訝いぶかしく思う。さっさと逃げればいいのに、ライブ会場の前列に並ぶ客のように、その場から前に進むことなく跳びはねている。


  「なんでよっ。どうして通れないの」


  「くそっ、何がどうなってんだ。なんだよ、この壁」


  　源本は瞬時に状況を察した。この状況下で、呑のん気きにパントマイムをやっているなんて思わない。どうやら正門には見えない壁みたいなモノがあって、外に出ることができないらしい。玄関へ戻っていた奴らの顔を思い出し、鋭するどく舌打ちする。


  「くそ、許せねえ、アイツら」


  　行き止まりになっているならそう言えよ、と思った。出口のない正門へ向かう自分を、滑こつ稽けいだと内心嘲あざ笑わらっていたのだろう。そう思うと、激しい怒りを覚える。


  「うわあああああああぁッッ！」


  　そのときだ。正門に集まっていた生徒たちの悲鳴が爆発した。蜘く蛛もの子を散らすかのようにして、バラバラに逃げ出す。


  　なんだ？　という疑問の答えはすぐにやってきた。


  　突とつ如じよとして正門前に、巨大な蜘蛛の化け物が現れたのだ。いや、その頭部は猫そのものだった。猫の化け物と呼んだほうがいいのか。


  　源本は戦せん慄りつを覚えた。猫の化け物の殺さつ戮りく能力は、校舎にいる奴らとはケタが違う。あっという間まに数人の生徒たちが肉にく塊かいとなって、地面に転がった。移動能力も高く、一瞬で三〇メートルほどの距離をゼロにする。あれは化け物なんかじゃない、怪獣だ。


  　逃げ延びた生徒たちが、こちらへと走ってくる。


  「馬鹿、来るなッ！」


  　だが、その言葉は生徒たちには届かない。どいつもこいつも俺おれを馬鹿にしやがって、と眉み間けんに灼やけるような怒りを感じた。


  　猫の化け物もこちらへと向かってくる。


  　源本は咄とつ嗟さに街路樹を横切り、斜面を駆かけ下りて、正門通路横に無駄に広がる庭園へと向かった。ほかの奴らと同じルートで逃げるのは、マヌケのすることだ。そのまま背の高い生け垣に隠れるようにして、管理棟一階のピロティへと進む。しばらく太い柱の陰に身を潜ひそめてから、隙すきを見て再び校舎へと戻る。


  　冷静に考えてみると、明らかに校舎の中のほうが安全だった。救助が来るまでの間、どこかで身を隠しておくのがベストだろう。幸い、源本はマスターキーのスペアを持っていた。二つ上の先輩が退学になった際、譲ゆずり受けたモノだ。


  　校舎に戻った源みな本もとは、まずトイレに向かった。特別な理由はない、単なる生理現象。あえてこのタイミングで向かった理由があるとすれば、意地だ。


  　化け物にビビって便所すら我慢する。そんな惨みじめな選択肢はなかった。縮こまって逃げているだけの雑ざ魚こどもとは違うのだ。


  　さんざん怒りを吐き散らし、いくぶん落ち着いた源本は便器の前に立つと、自慢の一物を取り出して用を足す。


  　ギイィ──。


  　静かなトイレに、ドアの軋きしんだ音が響き渡る。源本の後ろ、大便用個室のドア。


  　ビクリと源本は肩を震わせた。そして、ゆっくりと振り返る。怒りで表情を塗り固めていたため、ピクピクと頬ほおが痙けい攣れんしている。


  　そこには、一人の女子生徒が佇たたずんでいた。


  「ぬしゃぼっちか？」


  「なんでテメエがっ、ここにいんだよぉおおおおおオオオオオオッッ[image: ]」


  　源本の咆ほう哮こうがトイレの中で響き渡った。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　それはある意味、想像を超えた姿だった──。


  　ぺたぺた、という足音。まるで吸盤が吸いつくみたいな音だと思っていた。だがそれは、そのままの意味だったのだ。


  　ヤモリがガラスに貼はりつくみたいに、ペタペタの巨体が重力の存在を無視して、逆さまに貼りついている。


  　いや、逆さまという表現は適切ではないかもしれない。ペタペタは前後対称シンメトリーな体型をしている。上から降りてきていることは間違いないが、それが頭から降りてきているのか、足のほうから降りてきているのかは、ペタペタにしかわからないことだろう。


  　ペタペタが前の腕──斗と和わたちに近いほうの腕を振り上げた。真っ白な拳こぶしができあがっている。斗和がそう認識した瞬間、その拳が振り下ろされた。


  　激しい音を立てて、窓ガラスが破壊される。


  　鈍にぶい光を放つ大小さまざまなガラスの破片が、職員室の中へと降り注ぐ。


  　ペタペタは窓のフレーム部分をも破壊して、巨体を侵入させてきた。器用に体を捻ねじると、先に前の両腕を床ゆかに着地させ、残る後ろの腕もゆっくりと引き入れてきて、体の捻れを元に戻しながら、それを床の上に着地させる。


  　皆動けなかった。意外な場所からの侵入に、頭が追いついていない。


  　ただ一人、誰よりも早くペタペタの動きを察知した斗と和わだけが、その呪じゆ縛ばくからいち早く逃のがれることができていた。


  「みんな、早く逃げるんだッ！」


  　その声に弾はじかれるようにして、悲鳴と共に慌あわただしく床ゆかを蹴ける音が鳴り響く。


  　けれども、逃げ出すことのできない生徒たちがいた。もっとも化け物に近かった三人の女子生徒。曽そ根ね瓦がわら、眼鏡めがね、青髪ショート。


  　場所が悪かった。運も悪かっただろう。彼女たちはすでに、化け物の目の前にいた。あの石せつ膏こうのような腕が伸びれば、あっけなく掴つかまれてしまうほどの距離。


  「いやあああああああぁッッ！」


  　その中で、もっとも早く動くことができたのは、眼鏡の女子生徒だった。理り路ろ整せい然ぜんとした話し方からは想像もできないほど、感情むき出しの悲鳴をあげながら走り出す。


  　曽根瓦も逃げ出そうとしたみたいだが、腰が抜けたのだろう青髪ショートに抱きつかれ、動くタイミングを見失っていた。二人とも震えながら、崩れるようにしてしゃがみ込む。当然、一歩も動くことができない。


  　ペタペタが動き出す。抱き合って震えるだけの曽根瓦たちへ向かって、迷いなく四し肢しを回転させてくる。誰もが次の被害者は、この二人のどちらかだろうと思っていたはずだ。


  　だが──。


  「うそ？　なんでよッ！」


  　引っ掻かくような声で叫んだのは、眼鏡の女子生徒だ。奴やつが掴んだのは彼女の細い足。ペタペタは曽根瓦たちの眼前で、ほぼ直角に進路を変えると、職員室の中ほどあたりで彼女を捕まえたのだ。


  　寧ね々ね音ねのときと同じだ、と斗和は思った。あのときも目の前にいる寧々音を、まるで気づいていないかのように無視し、逃げ出した男子生徒を襲おそっていた。


  　なぜだ？　偶然ではない。逃げ出す獲え物ものよりも、近くにいる獲物のほうが襲いやすいはず。それを無視する理由がない。


  　理由があるとすれば、一つ。獲物が近くにいることを認識できなかったからだ。もしかして奴は、カマキリやカエルのように、動く獲物しか認識できないのだろうか？


  　だが、奴には目が──。


  「おい、何やってんだッ！　早く逃げろッ！」


  　斗和は、赤あか髭ひげの男子生徒の声で我に返った。彼は職員室の西側のドアから顔を出しており、その後ろには萌も由ゆ里りと寧々音の姿もある。職員室に残っていたのは、斗和と操みさお、曽根瓦と青髪ショート、そして捕ほ獲かくされた眼鏡の女子生徒の五人だけだった。


  「待ってくださいッ！」斗和は反射的に叫んでいた。「まだ時間はある。彼女たちを助けないと」


  　自分でも馬ば鹿かなことを言ってしまったと思う。


  　ペタペタに捕ほ獲かくされた以上、眼鏡めがねの女子生徒を助けるのは不可能だ。だから彼女は見捨てなければならない。


  　けれどもペタペタの近くには、へたり込む二人の女子がいる。奴やつが獲え物ものを捕まえてから捕食を終えるまでは、結構な時間がある。その間、ほかの獲物を襲おそわないことは、みんなの証言から、ほぼ間違いないことだろう。


  　曽そ根ね瓦がわらと青髪ショート。二人を助けることは、まだ十分に可能なのだ。


  　だがそれは、理屈であって現実ではない。可能性であって確約ではない。何かの気まぐれで、ペタペタが獲物を変えて襲いかかってくる可能性も十分にある。危険極まりない行為。


  　感情的には、人としては正しいのかもしれない。だが間違いなく愚おろかな行為だ。それは赤あか髭ひげの男子生徒もわかっていることだろう。だが──。


  「くそっ！」


  　言うや、赤髭の男子生徒はドアの陰から体を現すと、机を踏み台にして斗と和わのほうへとやってきた。そんな彼に、必死にペタペタの拘こう束そくから逃のがれようと暴れていた眼鏡の女子生徒が、縋すがるような視線を突き刺してくる。だが彼女を助ける意志は誰にもない。


  「一年、『貧乏くじを引かされた』ってのは、こういうとき使う言葉でよかったよな？」


  「ありがとうございます！　すいません、俺おれのせいで」


  「感謝するか謝るか、どっちかにしろ！　だが、両方とも後だ。今は助けることに集中する」


  「はい」


  　斗和は短く返事をして、心配そうにこちらを見ている萌も由ゆ里りたちに向かって叫んだ。


  「青あお葉ば、赤あか峰みねを連れて先に逃げろっ！　操みさお先輩も。俺たちもすぐに追いつく」


  　寧ね々ね音ねは足が遅い。自分たちと一緒に逃げ出したのでは、次の獲物になってしまう可能性が高いだろう。


  「ほら、早くこれに掴つかまれ」


  　赤髭の男子生徒が、手に持っていたモップを曽根瓦たちへ突き出した。


  　いくらほかの獲物を捕まえている間は動かないはずだといっても、直接近づくのには抵抗がある。なので、ペタペタの腕の射程外から、モップを使って彼女たちを引っ張り出す気なのだ。


  　意図を察した斗和は、彼の向かい側からモップを持ち、引っ張る準備をする。近くに来たことで、彼の名前を知ることができた。王おう餓がと名札には記載してあった。


  　曽根瓦が両手でモップにしがみつく。彼女の胴体には青髪ショートが抱きついている。


  「しっかり掴んだか？　今から引っ張るからな。行くぞっ！」


  　声に合わせて、斗和も腕に力を入れた。重い抵抗と共に、曽根瓦の体が引っ張り出される。


  　だが──。


  「くそっ、何やっているッ！」


  　王餓が毒づいた。それも仕方ないだろう。


  　引っ張り出されたのは曽そ根ね瓦がわらの体だけだった。青髪ショートの体は、元の位置からわずかに動いただけで、途中で脱げたシューズのように置き忘れられている。


  　彼女が絶望的な表情を浮かべる。光のない瞳ひとみの前には、あふれ出す前の涙の粒が見えた。


  　それを目にした瞬間、斗と和わは走り出していた。


  「おいッ！」


  　王おう餓がの制止する声が聞こえたが、すでに斗和の手は青髪ショートのブラウスを掴つかんでいた。


  　一瞬だけ、ペタペタの様子を窺うかがう。


  　眼前の真っ白な巨体。自分が腰を落としているせいもあるが、立ちはだかる壁のように、重厚な威い圧あつ感かんを与えてくる。人を捕食する真っ白な壁。人の力では破壊することのできない分厚い塊かたまり。人の叫びを聞いても微み塵じんも揺ゆらぐことない無機質な魔物。


  　無理だ、と斗和は思った。


  　こんなモノに、生身の人間が敵かなうはずがない。


  　斗和は後ろに倒れ込むようにして、彼女を引っ張った。ブラウスのボタンが弾はじけ跳び、薄ピンク色のブラジャーがあらわになる。


  「自殺する気か？　もう一回モップ使えばいいだろ」


  　王餓の科白せりふは正論だ。けれども彼女の表情を見た瞬間、その方法は失敗する可能性が高いと思った。事実、斗和に抱きつく彼女の握力は弱い。恐怖で体から、力が抜け落ちていた。


  「行くぞ」


  　王餓の科白に無言で頷うなずいた斗和は、それを見て愕がく然ぜんとする。


  　職員室にはまだ、操みさおの姿があったのだ。護まもるようにして放送機器の前に立ちはだかっている。逃げろと言ったはずなのに、彼女はそこから一歩も動いていなかった。


  　斗和が何か言おうとした瞬間、後ろから理性を凍こごえさせるような言葉が襲おそってきた。


  「──待ってよ」


  　涙で滲にじんだような情けない声こわ色いろは、初め誰のものかわからなかった。


  「私はまだ生きてるのよ。お願い、助けてよ」


  　それは、理り路ろ整せい然ぜんと話していた眼鏡めがねの女子生徒の声。今はまるで迷子になった幼おさな子ごのように、弱々しく震える声を発している。


  「聞くな。聞くんじゃない」


  　王餓が短く言い放つ。


  　彼の言いたいことは理解している。彼女を助けるのは諦あきらめなければならない。仮になんらかの方法で彼女を救い出せたとしても、意味がないのだ。


  　なぜなら獲え物ものを失ったペタペタは、すぐに新たな獲物に襲いかかるだろうからだ。それは再び眼鏡の女子生徒かもしれないし、操や曽根瓦たちかもしれない。ペタペタを撃退か撃破しない限り、延々と繰り返されるロシアンルーレット。誰かが犠牲になっている間だけ、ほかの誰かが生き延びることができるのだ。


  「嫌だ、死にたくない。私はまだ生きてるわ。見殺しにするの？」


  　その言葉が、斗と和わの胸に冷たく突き刺さる。


  　本当に、この場で見捨てるという判断は正しいのか？　もしかしたら誰も死なないで済む選択肢があるのに、それを見み逃のがしたりはしていないか？


  「立場が逆だったら、あいつは俺おれらを見捨ててる」


  　斗和の迷いを見てとったのか、王おう餓がが現実を突きつける。


  「見捨てないわ。みんなで戦うって決めたでしょ？　あれは嘘うそなのッ！」


  「俺があいつと同じ立場だったら、同じことを言う。それだけのことだ。惑わされるなよ、一年。今生き残っている奴やつらで、俺らを批判できる奴は一人もいねえ」


  「お願い、助けて。私はまだ生きている。死にたくない、死にたくないのッ！」


  　ヒステリックな声は、中庭で見た死体を思い起こさせた。きれいな皮ひ膚ふで覆おおわれた人体の中には、醜しゆう悪あくで吐き気を催もよおすような臓ぞう物もつが敷き詰められている。


  「俺らには命の選択をするほどの力も権限もない。おまえにも護まもりたい奴がいるだろう？　そいつを護ることだけに集中しろ。人間の腕は二本しかないんだ」


  「人殺しッ！　嘘つきッ！　恨むからっ。絶対呪のろってやるッ！　あんたらみんな人殺しよッ！」


  　彼女は叫びながら、めちゃくちゃにペタペタの腕を殴りつける。けれども真っ白な腕は、微み塵じんも動かない。


  　斗和は目を背そむけるようにして、操みさおへと向き直る。


  「操先輩。何してるんですか？　早くここから逃げましょう」


  　意識的に、はっきりとした口く調ちようで言ったはずの声は、どこか震えているように感じられた。


  「だめよ。まだ卓たく二じが来ていないわ。ここに来るよう呼び出したんですもの。立ち去るわけにはいかない」


  　やはりか。斗和は苛いら立だちを覚えた。頭がいいはずの操は、卓二のこととなると別人のように愚おろかな判断をしてしまう。


  「何言ってるの？　そうじゃないでしょ？　私を助けてよッ！」


  　再び、悲痛な叫びが聞こえてきた。けれども、そちらを見る者はいない。


  「操先輩、これ以上俺を困らせないでください。早く逃げるんだ」


  「嫌よ。卓二が来たらどうするの？　行き違いになったら、どうしたらいいの？」


  　操がまるで、恋人から突とつ如じよ別れ話を切り出された少女のような、震えた声で言う。若葉色の眼鏡めがねの奥、真しん紅くの瞳ひとみはうっすらと濡ぬれていた。


  　刹せつ那な、斗和は背中に鈍にぶい衝撃を受けた。


  　ぎょっとして振り向く。


  　見ると、眼鏡の女子生徒が机の上のノートや小物類を、斗和たちに向かって投げつけていた。


  「無視しないでッ！　こっちを見なさいッ！　この人殺しッ！　クズ野郎ぉおおおおッ！」


  　彼女はハサミを手に取ると、まずはペタペタの腕に何度も突き立てようとする。けれどもコンクリートを相手にしているみたいに、まったく傷を負わせることはできない。痛みを感じている様子もなかった。


  　恐怖でぐちゃぐちゃになった顔をさらにぐちゃぐちゃにして、眼鏡めがねの女子生徒は手に持っていたハサミを、八つ当たりのようにこちらに向かって投げつけてくる。


  「きゃっ」


  　幸いハサミはあらぬ方向へと飛んでいったが、曽そ根ね瓦がわらが反射的に体を竦すくませた。


  「おい、行くぞ。馬ば鹿かには構うな。死にたければ、あいつの代わりにでもなってやるんだな」


  　操みさおを無視するように、王おう餓がが言う。だが、その指示には従えない。


  「この子をお願いします。曽根瓦さんと先に行ってください」


  　斗と和わは、肩を貸していた青髪ショートを王餓に預けた。彼女はまだ、一人でうまく歩くことができない。


  「おい、変なことは考えるなよ」


  「操先輩は俺おれの大切な人です。すぐに説得して後を追いますから」


  　斗和はあえて、操の名前を強調した。王餓の態度から、眼鏡の女子生徒を助けようとしているのだと、誤解されたと思ったからだ。


  　王餓は一瞬何か言おうとして、「わかった」と短く答えた。青髪ショートを抱きかかえて、ドアへと走り出す。曽根瓦も不安そうな視線を斗和に送ってきたが、斗和が頷うなずくと、ペタペタのほうを見ないようして駆かけ出した。


  「待ってよ！　行かないでッ！　私はまだ生きてるのっ！　ここにいるのッ！」


  　眼鏡の女子生徒の悲痛な叫びが、王餓の背中を追いかける。けれども冷血な覚悟を決めた背中には届くこともなく、彼らは職員室から去っていった。


  「操先輩」


  　そして斗和も、彼女の叫びを無視して、操に話しかける。


  「斗和くん、ごめんなさい。あなたは先に行っていいわ。私も卓たく二じと合流したらすぐに後を追うから」


  　それは先ほど斗和が、王餓に言った科白せりふと似ていたかもしれない。萌も由ゆ里りや寧ね々ね音ねに言った言葉と同じだったかもしれない。けれども明確に違うところがある。


  　卓二は来ない。少なくとも、ペタペタの捕食が終わるまでに来ることはないだろう。


  　だが、ここで「卓二は来ない」と言ってしまってはいけない。


  　操の性格からすれば、その言葉を耳にした途端、頑がんとしてここを動かなくなるはずだ。卓二は絶対に来る。それを証明するためにここに残る、と。


  　だから逆のことを言わなければならない。


  「操みさお先輩は、もう諦あきらめてしまったんですね」


  「──なんですって？」


  　操の目つきが険けわしくなる。まるで斗と和わとの関係を忘れてしまったかのように、憤ふん怒ぬの感情が凝ぎよう縮しゆくされた視線を突きつけてくる。


  　それでいいと、斗和は思った。斗和は操のことを親友だと思っている。卓たく二じと同じくらいの親友。だが彼女にとって斗和はそうではない。いや、正確には卓二がそうではない。


  　卓二は操にとって、誰と比べることもできないほど大切な存在なのだ。親友という存在でも、幼おさななじみという存在でも、家族でも恋人でもない。その先に木き茂も辺べ卓二は存在する。


  　おそらく彼女は、卓二のためなら躊ちゆう躇ちよなく自分の命を犠牲にするだろう。だがそれは、卓二のためなら死にものぐるいで生き抜いてみせる、ということと同義なのだ。ベクトルが違うだけの話。だから今は、生き残ることが卓二のためだと思わせなければならない。


  「だってそうでしょう？　ここにいたら死ぬのは目に見えている。キタジに会えなくなる。あいつだって馬ば鹿かじゃない。職員室に化け物がいたら、ここには来ない。操先輩も放送で言ったじゃないですか。慎重に行動しろって。俺おれはあいつを信じてる。だから、ここには残らない。残る必要がない。操先輩は諦めたんですね。キタジのこと信じてないんですね」


  　操の真しん紅くの瞳ひとみがぎゅっとすぼまる。血の色よりも深い紅あかは、その眼力だけで心しん室しつ細さい動どうが起こってしまいそうだ。きりりとしたきれいな眉まゆはつり上がり、瞳と同じ鮮あざやかな紅に染まった唇くちびるは、への字に切り結ばれている。後頭部から伸びる濡ぬれ羽ば色のイトスギは、怒ど髪はつ天てんを衝つくという表現がぴったりだ。


  　正直、全身の毛穴が閉じるような恐怖を感じていた。化け物相手の恐怖とは違う、人間だけが与えることのできる恐怖。だが目を逸そらすことはできない。それは彼女を殺す行為だ。


  　操が美人でよかったと思った。美しいと思える部分があるだけ、見つめ合っていても恐怖に飲まれてしまうことがない。


  　どれくらい時間が経たったのだろうか。ややあって、操がふうっと眼力を緩ゆるめた。


  「ええ、斗和くんの言うとおりだわ。ごめんなさい。あの汚物には、まだ私が必要だったわね」


  　斗和は全身から力が抜ける思いだった。操を説得できたことに、状況も忘れて胸を撫なで下ろした。


  「早く行きましょう」


  「ええ、そうね」


  　刹せつ那な──。


  「いやっ、ちょっ、やめてっ。だめええええぇッッ！」


  　眼鏡めがねの女子生徒の声が、今までと違うものへ変化した。


  　振り向いた斗和は、ペタペタに振り上げられ、宙に舞う彼女の姿を目撃する。


  「いやぁあああああああああああああッッッ！」


  　悲鳴が長い尾を引く。


  　そして、その声を断ち切るかのように、ペタペタが腕を振り下ろした。


  　激しい衝撃音。


  　机の上の備品が噴水のように跳ね上がり、しばらくしてボタボタと床ゆかを叩たたき鳴らす。


  　女子生徒が叩きつけられた机は、沈み込むように真っ二つに割れ、その中心にはピクピクと小刻みに痙けい攣れんする彼女の姿があった。


  　わかっていたことだ。助けられないと諦あきらめていたはずだ。


  　けれども実際にその凄せい惨さんな姿を見たとき、激しい後悔の念が斗と和わを襲おそってきた。見るべきではなかった。見てしまってはいけなかった。


  　ふと、斗和はそれに気づく。


  　ペタペタの様子がおかしい。いつもなら何度も何度も獲え物ものを叩きつけるはずだ。だが今回はそれがない。一度叩きつけたっきり、また動かなくなってしまった。


  「どうしたのかしら？」


  　同じくペタペタの異変に気づいた操みさおが、小声で尋ねてくる。


  　斗和は答えることができなかった。化け物の思考などわかるはずもない。


  　やがて、ペタペタが動き出す。獲物を掴つかんでいないほうの腕で、ゆっくりと叩き割られた机の上を撫なでまわしている。


  　嫌な予感がした。


  　獲物を叩きつけて、その叩きつけた場所を確認するかのような行為。


  　おそらく、叩きつけた感触がいつもと違っていたのだろう。だから、そこを確認している。みんなの話からすると、奴やつはいつも硬い床に叩きつけていたはずだ。強度が落ちる机ではいくぶん感じが悪いのかもしれない。だとすれば、次にペタペタがとる行動は──。


  「やばいっ、早くここから逃げないとッ！」


  　操の手を取って、斗和は駆かけ出した。ちらりとペタペタを見ると、その獲物を掴んでいないほうの腕が、真横に振り上げられたところだった。


  　予想したとおり。そして、最悪だ。


  　ペタペタは掃くようにして腕であたりを薙なぎ払う。その一振りで机が吹き飛ばされた。


  　ペタペタにとって邪魔な机。叩きつける感触を阻そ害がいするモノ。それを取り除く行為は、奴にとっては自然なことだろう。


  　吹き飛ばされた机は、先ほどまで斗和たちがいた場所へと突き刺さり、放送機器を押し潰つぶして破壊した。逃げ出すのがわずかに遅れれば、斗和たちもそうなっていただろう。


  　だが、まだ危機は去っていなかった。


  　ペタペタはさらに腕を鞭むちのようにしならせて、ほかの机も片付けはじめたのだ。吹き飛ばすという最悪の方法で。


  「危ないっ！」


  　斗と和わは操みさおを押し倒すようにして、倒れ込んだ。すぐ真上を机が飛んでいき、窓を突き破って中庭へと落ちていく。


  　立って移動するのは危険だった。操と二人、ほとんど匍ほ匐ふく前進のようにしてドアまで進み、廊下に転がり出ると、一いち目もく散さんに教室棟へと続く渡り廊下を駆かけ抜ける。セーラー服の化け物との遭そう遇ぐうは気をつける必要があるが、もたもたしているほうが危険だ。


  　視界の隅すみに何かが映り、斗和たちは反射的に足を止める。


  　向かって右手方向、教室棟三階の廊下を、こちらへ向かって駆けてくる生徒の姿があった。


  　鮮あざやかな金髪。鋭するどい眼光。校則違反の制服。


  　源みな本もとだ。


  　彼はこちらを一いち瞥べつすると、斗和たちの前を左へ走り抜け、教室棟の階段を下りる。先ほど斗和たちが、職員室へ向かう際に上ってきた階段だ。


  　生きていたのか。そう安あん堵どしたのは束つかの間ま、すぐにまずいと思った。


  「源本静しず也やッ！」


  　斗和が制する間もなく、操が駆け出していた。
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  　図書館は職員室から近く、次にペタペタがやってくる可能性の高い危険な場所だ。


  　寧ね々ね音ねは当然、遠くへ逃げるものだろうと思っていたが、自分の手を引っ張る萌も由ゆ里りは、躊躇ためらうことなく図書館へと駆け込んだ。


  「萌由里ちゃん、私は大丈夫だから……、もう少し遠くへ行った、ほうが……」


  　寧々音は遠慮がちに忠告した。自分には体力がない。だから、それを気遣ってこんなところへ逃げ込んだのだろう。


  「何言ってるの？　さっきの話し合いで、図書館に集まることになったでしょ？」


  　萌由里は、さも当然といった態度で答えた。予想外の回答に、寧々音は目を丸くする。


  　確かに先ほどの話し合いでは、そんな結論になった。けれども今は状況が違う。図書館での籠ろう城じようには、バリケードが必要不可欠のはずだ。そうでなければ、ここは単なる袋小路。あとは猫ねこ蜘ぐ蛛もの徘はい徊かいする校舎外に逃げ出すしか道がなくなる。


  　だから先に距離をとり、安全の確認ができてから、図書館に戻ってくるべきなのだ。その証しよう拠こに、自分たち以外誰も図書館には来ていない。


  　けれども、そんなふうに自信を持って反論されると、途端に寧々音は言葉が紡つむげなくなる。


  　間違っているのはきっと自分のほう、変なことを言って恥をかくのもきっと自分だ。そんな思いが口を重くさせる。


  　自信を持っている人は、何か根こん拠きよがあるはず。自分が正しいという証しよう拠こを持っているはずなのだ。だから安易に反論できない。逆に自分の意見は単なる想像でしかない。あるいは思し慮りよの足りていない考え。きっと、そうだ。


  「でも、誰も来てない……よ」


  　それでも意見を言うことができたのは、相手が萌も由ゆ里りだからだ。彼女でなければ、悶もん々もんとした疑問を、口に出すことさえできなかっただろう。


  「そのうち来るよ、きっと」


  　寧ね々ね音ねは心臓がドクッと跳ね上がった。まるで他ひ人と事ごとのように言う科白せりふには、危機感というものが感じられない。なんだろう？　心がどこか別のところへ向いているような、張り合いのなさを感じる。


  「私たちで、バリケードでもつくる？」


  　冗談か本気かわからないことを言ってくる。


  　寧々音は籠ろう城じよう案に反対だった。どうしても現実味に欠ける作戦のように感じられたからだ。


  　誰もそのことを言わなかったので、寧々音は疑問を口にすることができなかった。


  　籠城には準備時間が必要なはずだ。バリケードなどを築き上げる時間。それが完了するまでの間に、化け物に襲おそわれてしまっては意味がない。化け物たちが都合よく、こちらの準備が終わるまで待ってくれるとは思えなかった。


  　それまでの間、化け物をどうするか？


  　その部分の議論がまるまる抜けているように感じていた。でも、あれだけの人がいて誰もそのことを言わなかったので、自分だけがその方法に気づいていないのだろうと思い直した。


  　それに比べて、斗と和わの案は即効性と柔軟性があると思う。確かに方向オンチで優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分ならば、すぐに詰みの状態になって捕食されてしまうかもしれない。けれども斗和が指揮を執とるならば、その心配はないような気がしたのだ。


  「ねえ？」


  　急に声が飛び込んできて、寧々音はビクッと肩を震わせた。考え事をしていたせいで、無意識にまわりの音をシャットアウトしてしまっていたらしい。


  「な、なに？　萌由里ちゃん」


  　慌あわてて返事をしたが、なぜか萌由里は自分のほうを向いていなかった。彼女の菫すみれ色の瞳ひとみが映し出す先を追ってみる。がらんとして誰もいない、どこか寂せき寥りよう感かんの漂ただよう図書館の風景が広がるだけだ。


  「萌由里……ちゃん？」


  　訝いぶかしく思って、再度彼女の名前を呼んでみる。


  「……今日きよう、ここに斗和くんが来たんだよね？」


  　刹せつ那な、寧々音は胸に激しい痛みを感じた。何かふわふわしたものが上のほうへと昇ってきて、頭が真っ白になる。


  　どういう意図だろう。あれは今日きようのことだったんだ。私、フラれたんだよね。萌も由ゆ里りちゃんのところへ行ったはずじゃ。萌由里ちゃんに嫌われた理由は何？　どうして化け物なんかに襲おそわれているんだろう。あれ？　斗と和わくんがここに来たことを知ってる？


  　とりとめもない思考が、泡のように浮かび上がっては弾はじけ飛ぶ。何か言おうとしたのだけれど、実際に口から漏もれたのは、「あ……あ……う」という詰まったような音だった。


  「こんなときになんだけど、さ。……だけどね、こんなときだからこそ、はっきりしておきたいんだ。でないと──」


  　何かを我慢するように、萌由里は静かに目を閉じた。彼女は横を向いていたため、長く緩ゆるやかに反り返った睫まつ毛げがよく映える。きれいだな、と寧ね々ね音ねは思った。


  「斗和くんはここに来て、なんて言ったのかな？」


  　萌由里がふっとこちらを見る気配を感じたので、寧々音は慌あわてて視線を落とす。いまだに頭の中はぐちゃぐちゃになっていたが、それでも萌由里が相手なので、なんとか話せるまでには回復していた。


  「だ、大丈夫……だよ。斗和くんはね、萌由里ちゃんのほうを選んだん……だよ。萌由里ちゃんのほうへ行くって、わざわざ言いに来たん……だよ。と、斗和くんらしい……よね？　や、やっぱり萌由里ちゃんには敵かなわない、な……」


  　本当は、最後ににっこりと笑うはずだった。けれどもだんだんと涙があふれてきて、声が湿っぽくなってしまって、全然だめだなって自分が嫌になる。


  　ふと、寧々音は疑問に思った。こんなことを訊きいてくるということは、告白は済んでいないのだろうか。二人が一緒にいたから、つい終わったものだと思い込んでいた。


  「斗和くん、もしかして、来なかった……の？」


  　萌由里は静かに首を振る。


  「ううん。──でも、なんかうやむやになっちゃった。だからまだ、気持ちは伝えてないんだ」


  　彼女のやるせない感情が伝わってきて、寧々音は胸が詰まる思いだった。


  　フラれてしまった自分と違って、萌由里は両想おもいなのだ。それなのに二人の気持ちが結ばれるその直前で、こんな訳のわからない事態によって台無しにされてしまった。


  　何かの本で「不幸とは幸福からの差さ分ぶんである」という文章を目にしたことがある。同じくらいの不幸なら、幸せなときほど不幸をより強く感じてしまうらしい。そういう意味では、自分が受けた悲しみなど、萌由里と比べるべくもない。


  「どうして斗和くんは、寧々音のことばかり──」


  　萌由里の口から、小さな呟つぶやきが漏れた。それは誰に聞かせるつもりもない、気持ちの吐と露ろだったのだろう。


  　けれども、寧々音の耳にはっきりと届いていた。いつもは、ぼーっとして聞き逃のがすことが多いのに、なぜか今回は聞こえてしまった。どこか理り不ふ尽じんに思えて、悲しい気持ちになる。


  「ごめんな……さい」


  　寧ね々ね音ねは反射的に謝っていた。そしてすぐに、それが口にしてはいけない言葉だったことに気づく。罪悪感で胸が締めつけられそうだ。


  「あのね。今から一つ、変なことお願いしてもいいかな？」


  「え？」


  　唐突な言葉に、思わず疑問符が飛び出していた。


  「あ、ううん。嫌ならいいよ。ごめんね」


  　憂うれいを覆おおい隠すかのように、萌も由ゆ里りは無理やりに微笑ほほえんでみせる。


  　寧々音はじくじくと胸が痛んだ。彼女の悲しみを取り除いてやりたい。自分にできることなら、なんでもしてあげたいと思った。


  　萌由里は、寧々音にとって大切な、初めての親友なのだから──。


  



  　寧々音が萌由里と初めて出会ったのは、四月の初め、つまりは入学式の日だ。仲良くなったきっかけは、席が前後だったという、なんとも地味で薄い理由。


  「これからよろしくね、赤あか峰みねさん」


  　そう言って微笑む彼女に、寧々音は二重の意味で絶句してしまった。


  　一つは彼女の美しさ。こんなにも顔立ちが整っていて、目鼻立ちがはっきりしている女の子に、今まで会ったことがなかった。つまりは見み蕩とれてしまったのだ。


  　もう一つは感傷。おそらく一か月も経たてば、彼女が自分に、この笑みを向けてくることはないだろうという予感。いつもそうだった。一緒にいてもつまらない、話していてもおもしろくない。そんな自分は、いつしかそこにいない者として扱われる。


  　そうなる未来がわかっているからこそ、彼女の屈くつ託たくのない言葉に対し、どんな反応をすればよいか、わからなかった。


  　けれども寧々音の予想に反して、二人の関係が変わることはなかった。それどころか、日に日に会話する量が増えていく。


  　休み時間に誰かとお弁当を食べるのも初めての経験。放課後、誰かと一緒に帰るのも、寄り道をしてファーストフードを食べたのも、初めての経験だった。


  　それは、自分には一生縁がないと思って諦あきらめていた青春。


  「萌由里ちゃんは、私と話してて……いいの？　高校生活は、一度きり……だよ？」


  　ある日、ふとした話の流れから、寧々音はそんなことを口にしてしまった。そういうことを言えるくらいには心を許していたし、こんなことを面と向かって尋ねてしまうほど、不器用な間柄でもあった。


  　寧々音はすぐさま恥じ入った。訊きくべきではなかったと後悔する。


  「え？　どういうこと？」


  　けれども萌も由ゆ里りは、きょとんとした表情で訊きき返してくる。不快に思われてしまった様子はない。


  　すぐに言葉は出なかった。「私と話しても楽しくないでしょ？」と尋ねようとしたけれども、それなら最初から話しかけないだろうし、「ほかに友達つくらなくていいの？」と質問しても、まるで彼女を責めているように思えて、自分でも何が言いたかったのか、わからなくなる。


  「後で後悔、しない……かな？　消し去りたい過去、だった……り？」


  　結局はストレートな質問をしてしまった。


  「黒歴史ってこと？」


  「黒……歴史？」


  　聞いたことのない単語に、思わず訊き返してしまう。


  「え？　あのっ、しょ、小説とかで、そんな単語見たことないかな？」


  　萌由里が、妙に挙きよ動どう不ふ審しんな態度で言った。


  「ううん。知らない……よ」


  「あははは、そうなんだ。まんま、『消し去りたい過去』って意味なんだけどね」


  「萌由里ちゃんは、いろんな言葉、知ってる……よね？」


  「いろんなじゃないよ。知ってることだけ──はっ！」


  　なぜか萌由里は、慌あわてて自分の口を押さえ込んだ。彼女はたまに、こういう意味不明な仕草をする。


  「寧ね々ね音ねだって、いろんな難しい言葉知ってるじゃない。やっぱり小説を読む人は違うんだな、って思うよ」


  　その言葉に、寧々音は少しだけ傷ついた。おそらく萌由里以外から言われたら、もっと傷ついていただろう。


  「みんなが知っていることを、私は知ら……ない。でも、私が知っていることを、みんなは知ら、ない。たぶん、それだけのことじゃない……かな？」


  「わかる！　それすっごくわかる！」萌由里が興奮したように、ぎゅっと寧々音の手を握ってきた。「常識って、結局は人それぞれだと思うの。それなのに自分が知っていることを相手が知らないと馬ば鹿かにするのって、おかしいよね？　そのうえ向こうが知らないことをこっちが知ってても『だから何？』って感じで、こう『ムキィーっ』て……」


  　何か嫌なことでもあったのかな、と苦笑いをしながら、寧々音は萌由里の話を聞いていた。


  　このときになってやっと納得できたのだが、彼女がこうして自分に接してくれるのは、もっとも単純で非常に希まれな理由、──つまりは純粋に気の合う友人だったからだ。


  



  「私に、できることなら、なんでもする……よ」


  　寧ね々ね音ねは意を決して答える。どんなお願いをされるか、不安で仕方なかったが、全力でそれを引き受けようと思った。なんの役にも立たない自分だけれども、せめて萌も由ゆ里りの役には立ちたかった。


  　萌由里が「本当？」と聞き返し、寧々音が小さく顎あごを引くと、


  「あのね、ちょっと背中を貸してほしいかな。ぎゅうってね、いつもみたいに抱き締めたいの。そこに後ろ向きで立っててくれる？　あと、私がいいって言うまで、絶対に振り返らないでほしいな」


  　寧々音は気が抜けるのと同時に、難しいお願いでなかったことに安あん堵どする。女同士のスキンシップで、萌由里が後ろから抱きついてくることは、今まで何度もあった。


  　自分は萌由里にとって、ちょうど収まりがいいサイズらしく、「この感触は私を虜とりこにしちゃうね。このままお家うちに持って帰りたいな」と、ちょっとやばいことを口にされたりしていた。いつもは不意をつかれるような感じなので、こうやって改まってお願いされると変な気持ちになる。


  　寧々音が、「うん、いいよ」と答えようとしたときだ。けたたましく鳴り響く足音が、遠くから聞こえてきた。


  　ぎょっとして音がしたほうに目を向ける。図書館のガラス窓の向こうには、教室棟へ続く渡り廊下が見えている。そこを三人の生徒が走っていた。


  「源みな本もと静しず也やッ！　止まりなさいッ！」


  　遠くから、かすかに届いた声は婦ふ設樂しだら操みさおのものだった。
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  　斗と和わが咄とつ嗟さに反応できなかった理由は二つある。


  　一つは、源本が走って逃げていたことから、彼の逃げてきた方向に、ぬしゃぼっちがいるかもしれないと注意を払っていたこと。


  　もう一つは、操と源本の関係。操が源本をあまり好ましく思っていないことは薄々感じとっていたが、それでも立ち話くらいはするはずだ。だから斗和は、まずいと思った。


  　もしも源本の口から伝えられた内容が最悪の結果だった場合、正直、操が次にとる行動が予測できない。その場で自殺してしまう可能性すらある。


  　だから、それが可能かどうかは別として、彼女のいないところで源本から話を聞くのがベストなのだ。このタイミングで源本と遭そう遇ぐうするのは、完全に予想外だった。


  　けれども源本は、立ち止まることなく走り去っていく。操もそのことを予測していたみたいに、躊躇ためらいなく追いかけていった。


  　斗和だけが一瞬、取り残されてしまったような形。すぐさま二人の後を追いかける。


  　そして最悪だと思った。


  　階段を降りた源みな本もとの逃げていく先は管理棟の方向。すなわち職員室から逃げ出したばかりの斗と和わたちにとっては、後戻りする方向だ。


  「源本静しず也やッ！　止まりなさいッ！」


  　叫ぶ操みさおに追いついて、斗和は彼女の腕を掴つかむ。


  「放しなさいッ！　あいつがいたのよッ！」


  「わかってます。とにかく落ち着いてッ！」斗和は短く言い放ち、源本に向かって叫んだ。「源本ッ！　そっちに行くな。化け物がいるぞッ！」


  　ビクリと源本が足を止める。首だけ振り返ると、真しん偽ぎを確かめるような鋭するどい視線を斗和に向けてきた。斗和は、ほっと息をつく。


  　だが、斗和の気が緩ゆるんだ隙すきに、操が拘こう束そくを振り解ほどいて駆かけ出してしまった。


  　それを見た源本の表情が、一瞬にして怒りの形ぎよう相そうに変わる。


  　斗和には、怒りの沸ふつ点てんが低い人間の気持ちはよくわからない。気がついたら怒っているという印象だ。後になって理由を聞いても、やはりピンとこないことが多い。


  　だがこのときばかりは、彼の表情が「足止めするために嘘うそをつきやがったのか」と言っているように思えた。


  　再び駆け出した源本は、管理棟二階の校長室前で立ち止まると、ポケットから鍵かぎを取り出して、中へと入る。


  　わずかな差で校長室の前にたどり着いた操は、ドアのノブを回して開けようとするが、鍵がかけられたあとらしく開かない。


  「開けなさいッ！　卓たく二じの居場所を吐いてもらうわッ！」


  　叫びながら激しくドアを叩たたく。しかし防犯のためなのか重厚感を出すためなのか、やけに分厚く頑丈な漆うるし塗ぬりのドアはビクともしない。


  　ようやく斗和も追いついて校長室のドアを確認するが、鍵がかかっているのは間違いないようだ。


  「開けなさいッ！　源本静也ッ！」


  「源本、頼む。開けてくれッ！　ちょっと話があるだけなんだ」


  　二人で必死に声を出すが、ドアが開く気配はしない。それ以前に、この分厚いドアを叩いていると、本当に声が届いているのだろうかと不安になる。


  「どうしたの？」


  　声のしたほうを見ると、萌も由ゆ里りと寧ね々ね音ねがこちらに駆け寄ってきているところだった。目の前が真っ暗になる。


  「どうしてこんなところに……。早く逃げるんだっ！」


  　つい、声にも険けんが籠こもってしまった。これでは先に逃がした意味がない。


  「ごめん、図書館にいたの。寧ね々ね音ねもいたし……」


  　申し訳なさそうに言う萌も由ゆ里りの後ろで、寧々音は一瞬驚いたような顔をする。けれども斗と和わの視線に気づくと、気まずそうな、あるいは悲しそうな表情を浮かべて俯うつむいた。


  「それより、どうしたの？　今の源みな本もとくんだよね？　五組の。もしかして、えーと、……キモダくん？　のこと？」


  　いまだ卓たく二じの名前は覚えていないらしく、名前の部分が疑問形になっていた。というか、元の呼び名となんら変わっていない。


  「とりあえず青あお葉ばたちは、すぐにここを離れるんだ。白い奴やつはこの上にいる」


  「そうかな？　あれから結構時間が経たってるから、三階の渡り廊下を通って教室棟にいるかもしれないよ」


  　萌由里の疑問はもっともだ。操みさおたちを追いかけるのに夢中になっていて、三階の渡り廊下を確認していなかった。すでに奴が別棟にいる可能性もある。


  「赤あか峰みね、どう思う？」


  　今の萌由里の科白せりふから、彼女が渡り廊下を確認していなかったことは明白だ。だから今度は寧々音に尋ねてみた。


  　けれども寧々音は、やけにびっくりしたような顔をし、萌由里はやや不機嫌そうに口元を歪ゆがめる。彼女たちの表情の意味が、斗和にはわからない。


  「も、萌由里ちゃんの言うとおり、だと思う……よ」


  　ということは見てはいないんだな、と斗和は結論づけた。ペタペタが今現在どこにいるかわからない以上、彼女たちをここから逃がそうとするより、一緒に行動したほうがいいだろう。


  「ちッ」


  　鋭するどい舌打ちが、斗和の耳に飛び込んでくる。


  　振り返ると、操が走り出すところだった。斗和は咄とつ嗟さに反応して、彼女のサマーベストの裾すそを掴つかむ。手が届いたのは奇跡に近かった。


  　操がまるで痴漢を相手にするかのように、乱暴に斗和の手を払いのけ、怒りの形ぎよう相そうで睨にらみつけてくる。


  「校舎外そとには俺おれが行きます」


  　彼女が何か言う前に、斗和はそう告げた。正面のドアが無理なら、裏にまわって窓を割り侵入。操がそう動く可能性を斗和は予測していた。そんな危険な真ま似ねを彼女にさせるわけにはいかない。それ以外にも、操に知られることなく、卓二のことが聞けるというメリットがある。


  「だめよ。外に行くのは危険だわ。そんなことはさせられない」


  「人にさせられないような危険な真似を、操先輩にさせるわけにはいきません！」


  「人にさせられないから、自分でやるの。これ以上、卓二のことであなたに迷惑をかけられないわ」


  「だったら俺おれに行かせてください。操みさお先輩が行くことのほうが迷惑です。それにキタジのことは他ひ人と事ごとじゃない」


  　操が押し黙る。けれども納得したというよりは、如い何かにして斗と和わを説得しようかと考えているようでもあった。


  　同じく斗和も、この会話は不毛だと思っていた。今は延々と答えが出ないようなことを話し合っている場合ではない。かといって、操を外に出すことも、卓たく二じのことを諦あきらめて立ち去ることもできなかった。強引に外に飛び出せば、操もついてくる可能性がある。


  「あ、あの……」


  　剣けん呑のんな空気が充満するなか、寧ね々ね音ねが恐る恐るといった感じで話しかけてくる。


  「わかってる。呑のん気きに考えている暇ひまはないんだろ？」


  「え？　あの、違う……の。ドアのこと……で」


  　その科白せりふは完全に予想外だったため、斗和は驚いて寧々音を見た。何か見み逃のがしていたことがあったのだろうか。けれども、閃ひらめくものはない。


  　操も同じ気持ちだったらしく、真しん紅くの瞳ひとみを見開いて彼女に視線を注いでいる。


  「ドアがどうかしたのか？」


  　寧々音はすぐには答えない。ややあって何かを決心したかのように、ぎゅっと引き締めた顔を上げて、震える声でこう言った。


  「もしかしたら、開けれる、かも……」


  　呆あつ気けにとられた斗和たちが見守るなか、寧々音は前に進み、ドアノブを右手で掴つかむ。ガチャガチャ動かすわけでもなく、本当に触れているだけだ。表情は真剣そのもので、射るような視線を送っている。


  （何をするつもりだ？）


  　そう思った斗和の脳のう裏りに、ある会話が思い出される。夕方の図書館。二人だけしかいない空間で、当たり障りのない、それでいて悲しい会話をした。そのときに、寧々音が口にした彼女の秘密。


  （何もこんなときに──）


  　それが、このときの斗和の本心であった。呼び出した理由をごまかすために、寧々音がデタラメを言ったのは明白だ。だがそれは、あのときだけで済ますべきだった。


  　今は、そんないい加減な嘘うそが許されるような雰ふん囲い気きではない。なまじ期待をさせてしまっているため、落胆どころか、操の憤ふん激げきを買ってしまうだろう。だが──。


  （……なんだ？）


  　斗和はそれに気づく。寧々音の薄うす桃もも色の髪の毛。それが、目の錯さつ覚かくでなければ、淡く輝かがやいているように見えた。そして風がないのにもかかわらず、下から吹き上げられているみたいに、毛先がわずかに揺ゆれ動いている。いや、髪の毛だけではない。うっすらとした桃色の光は、彼女の体全部を覆おおい尽くしている。


  　次の瞬間、カチャリと乾いた音が鳴った。


  　寧ね々ね音ねがふっと息を吐いて、右手を放す。


  　まさか、と斗と和わがドアを確かめる前に、横から伸びてきた操みさおの手がドアノブを捻ひねる。


  　まるで夢でも見ているかのようだった。鍵かぎがかけられ、ビクともしなかった重厚なドアは、今度はあっさりと開いたのだ。


  「……本当だったのか？」


  　状況を正しく理解しているのは、本人を除いて、おそらく斗和だけだろう。


  　斗和の呟つぶやきを聞いて、寧々音は恥ずかしそうに、こくんと頷うなずいた。


  「テメエらいったい、何しやがったッ！」


  　校長室の中から、源みな本もとの怒ど号ごうが鳴り響く。寧々音はビクッと、文字どおり跳び上がった。


  「そんなことより卓たく二じはどこ？　答えなさい、源本静しず也やッ！」


  「知らねえよッ！　くそっ、ドアぶっ壊しやがって、どうしてくれんだよッ！　オラッ！」


  「源本、頼む。キタジと最後に別れたのはどこか、教えてくれ」


  　斗和からも頼んでみる。最善は、自分だけがその結果を聞くことだが、こうなってしまっては仕方ない。幸い、操は部屋の中で自分はドアの前にいる。いざというときは、操の行動を止めることができる。それに卓二がどうなったか、斗和自身も一刻も早く知りたかった。
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  「だから、知らねえって言ってんだろ。舐なめてんじゃねえぞ、このクソ虫どもがッ！」


  「クソ虫はあなたのほうよ。それともアンチョビ野郎と言ったほうがいいかしら？　脳みそが小さすぎて記憶力がないの？　卓たく二じはどこかと、聞いているのよっ！」


  　売り言葉に買い言葉だった。源みな本もとの額ひたいにビキビキと青筋が走る。短気な人間の顔の血管は、通常の人よりも太いのだろうか。


  　源本が無言でツカツカと歩み寄ってくる。


  　危険を感じた斗と和わが飛び出そうとするが、気配を察した操みさおが、左手で押さえるような仕草で斗和の行動を制した。


  　源本は、怒ど気きが色濃く刻まれた形ぎよう相そうで操の目の前に立つと、額同士をぶつけるかのように顔を近づけてくる。


  「なあ、おい、コラ。女だからって俺おれが手を出さないとか思ってんのか？　あん？」


  　低い、囁ささやくような声だった。それでいて怒りが凝ぎよう縮しゆくされ、次の瞬間爆発するような危険な雰ふん囲い気きを孕はらんでいる。


  「脅おどされたくらいで、私が卓二のことを諦あきらめると思ってるの？」


  　やけにはっきりした操の声。この状況下において、微み塵じんの動どう揺ようも感じられない。


  　刹せつ那な、源本が動いた。


  　躊躇ためらいもなく、操の腹部に膝ひざ蹴げりを喰くらわせる。前のめりになる彼女の横顔を、あろうことか拳こぶしで殴りつけた。吹き飛ばされた操は、革張りの客用椅い子すに叩たたきつけられ、椅子と共に床ゆかにひっくり返る。


  「源本ッ！　貴き様さまッ！」


  　叫んだのは、斗和だ。全身の血液が沸ふつ騰とうするかのように体が熱くなった。こいつをぶん殴ってやりたいという、激しい衝動に駆かられる。


  　だが機き先せんを制する形で、源本が突っ込んでくる。慌あわてて避けた斗和の動きを予測していたみたいに、源本の体がくるりと回転し、腹部に向かって回し蹴りを放ってきた。咄とつ嗟さに左腕でガードするが、想像以上に重い攻撃で、二、三歩よろけてしまう。その隙すきに源本が走って逃げ出す。初めから、これが目的だったのかもしれない。


  「操先輩を頼むッ！」


  　早口で言って、斗和は源本を追いかけた。だが、既にかなりの距離が開いている。最終的に追いつけないとは思えないが、闇やみ雲くもに走りまわって化け物と遭そう遇ぐうするのだけは避けたかった。


  「源本ッ！　おまえは口だけだなっ！　ビビって逃げるのか？　背中が震えて女みたいだぞッ！」


  　その科白せりふは賭かけだった。短気な人間は馬ば鹿かにされることを極端に嫌う。場合によっては、自分の命や人生よりも、面めん子つを優先することがある。源本もそのタイプだと思った。


  「──なん、だとォオオッ！」


  　予想以上の効果。廊下の先、渡り廊下への入り口とつながる部分で、源本が立ち止まる。その形ぎよう相そうは怒りを通り越して、殺意が滲にじみ出ていた。


  「テメェ、どうなるかわかってんだろうな？」


  「そっちこそ、操みさお先輩に手をあげといて、ただで済むとか思うなよ」


  　源みな本もとの殺意が、あたりの空気を焼き焦こがしていくかのようだ。それを吸い込めば、肺まで焼かれてしまいそうで、斗と和わは注意深く呼吸をする。


  　なぜか気持ちは落ち着いていた。いや、心臓はバクバク鳴っているし、手に汗を握っている。決して殺意に鈍どん感かんになっているわけではない。けれども、頭はどこか冷静だった。


  　昔からそうだ。相手が激げき昂こうすればするほど、反対に冷静になっていく自分がいる。


  　こちらに射い貫ぬくような視線を突き立てながら、源本が無言で歩いてくる。構えも何もない。その眼力は相手を萎い縮しゆくさせるものであると共に、攻撃の布ふ石せきでもある。一瞬でも目を逸そらせば、その瞬間殴りかかってくるだろう。牽けん制せいの意味も込めて、油断なく睨にらみ返してやった。


  　源本の背丈や体格は、斗和とほとんど変わらない。けれども不健康な生活を送っているだろう彼より、斗和のほうが、やや引き締まった体をしていた。


  　躊躇ためらいなく詰め寄ってくる源本の体が、わずかに左を向く。注意して見なければ、絶対に気づかないほどのわずかなズレ。歩幅が変わった証しよう拠こだ。


  （──くる）


  　心の準備をする斗和に向かって、源本の右フックが飛んでくる。初弾から大ぶりな攻撃。だが、その選択は間違っていないだろう。互いに静止した状態からでは、どうしても反応が遅くなるし、喧けん嘩か慣れしている源本の右フックは想像以上に速かった。


  　重い衝撃と共に、頭部が揺ゆさぶられる。


  　気がついたときには床ゆかの上に座り込んでいた。寝違えたように首筋も痛い。頬ほおに感じた痛みは、やがて焼けるような熱へと変わった。口の中に広がるやや粘ねばっこい独特の舌触りは、おそらく血。


  　想像していたよりも痛みは感じなかったが、それよりも頭を揺さぶられる衝撃に驚いた。人は殴られて死ぬこともある、という事実を再認識させられた気分だ。


  「テメェ、どういうつもりだッ！」


  　床に腰を置いたまま、殴られた頬の具合を確かめている斗和に向かって、源本が吼ほえる。


  　気づいたのか、さすがだな。と斗和は他ひ人と事ごとのように感心した。


  「わざと避けなかったなッ！　どういうつもりだ、コラァ！　舐なめてんじゃねえぞ！」


  「……舐めてるつもりはない」


  　斗和は立ち上がりながら、手の甲で口元を拭ぬぐった。手の甲には、飛行機雲のような血の筋が伸びている。やはり口の中を切っていたか、と思った。


  「俺おれは、本気で誰かと喧嘩をするのはこれが初めてだ。だが、操先輩のためにも、キタジのためにも負けられない。だから全力で勝負する。持てる俺のすべてを懸かける。悪いが、手加減はできない。少しでも迷いがあれば、どうしても手加減してしまう。本気を出すのをセーブしてしまう。先に手を出すのは気が引けるし、自分が殴られてもいないのに相手を殴るのも気が引ける。だから、おまえに殴られる必要があった。──一方的に俺おれが殴る展開になっても、躊ちゆう躇ちよせずに済むからなッ！」


  「それが舐なめてるってことだろがッ！」


  　咆ほう哮こうと共に、再び右フックが襲おそってくる。だが、それよりも速く斗と和わが動いた。最小の動きで床ゆかを踏みつけ震しん脚きやく、予備動作なしの左ひだり拳こぶしを源みな本もとの顔に突き立てる。


  　衝撃に顔を仰のけ反ぞらした隙すきを突いて、左脚に全体重を移動、大きく引き絞った右拳を砲ほう弾だんのように発射した。右ストレートが顔面を捉とらえ、源本を豪快に吹き飛ばす。


  　床の上を転がった源本はすぐさま上半身を起こすと、さらに青筋をビキビキと立て、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで睨にらみ返してくる。


  「な？　別に舐めてるわけじゃないだろ？」


  「ざけんなっ、喧けん嘩か童どう貞ていのくせにッ！」


  　今度は源本が、床の上で口元を拭ふきながら叫んだ。


  「喧嘩童貞だからって舐めないほうがいい。今まで大切に取っておいたぶん、この拳は重いぞ」


  　源本は立ち上がると構えを取った。体を半身にし、両手を顔の前に持ってくる。完全なボクサースタイルだ。


  　対する斗和は、胸の前あたりに両手を構えている。特に意味があってのことではない。師匠からは、喧嘩のコツみたいなものは教えてもらったが、正式に武術などを習ったわけではない。だから構えも適当なのだ。


  「俺が勝ったら、キタジのことを教えてもらう」


  「上等だッ、コラァ！　テメエは絶対にぶっ殺す！」


  　立ち上がると同時に、源本が突っ込んでくる。微み塵じんの躊躇もない突進。素早いワンツーを放ってきた。さすがにこちらの突きを警戒してか、動きは小さく隙がない。


  　斗和は後ろに下がって、それをかわす。だが、見えない鎖でつながれているかのように、すぐさま距離を詰めてくる源本。今度は鋭するどい右ストレートが襲ってくる。


  　斗和は素早く足の位置を移動、体捌きで体の軸じくをずらして避ける。源本の側面に回り込むような形。攻撃のチャンスだ。


  　だが斗和は、左横から何かが襲ってくる気配を感じて、直感的に頭を下げた。刹せつ那な、空気を引き裂くようにして、源本の回し蹴げりが頭上を薙なぎ払っていく。


  　互いに距離をとって仕切り直す形となって、斗和は、そうかと思った。相手の構えからパンチのみに気をつけていたが、蹴りを放ってくることも当然あるのだ。あの構えはキックボクシングの構えでもある。


  「くそがッ！　避けんじゃねえッ！」


  　怒ど罵ばを吐き散らす源みな本もとに向かって、今度は斗と和わのほうから攻めた。源本は動きが速く、躊ちゆう躇ちよもない。受けにまわれば、そのぶん不利だ。


  　右ストレートで相手の顔面を狙ねらう。だが、源本はあっさりこれをかわし、ジャブを返してくる。鋭するどい衝撃を顔に受け、思わず目を閉じた斗和は次の瞬間、服を引っ張られて前のめりになる感覚を覚えた。


  （──やばいッ！）


  　本能的に腕で腹部を防御する。そこへ、食い込むような源本の膝ひざ蹴げりが突き刺さった。


  「チッ」


  　攻撃が不発に終わり舌打ちをする源本。それは同時に気が緩ゆるんだ証しよう拠こでもあった。


  　斗和はその隙すきを逃のがさない。震しん脚きやくを鳴らし、おおよその位置に見当をつけて頭突きを放つ。鈍にぶい音と共に、想像よりもやわらかい感触が頭部に広がる。


  「ぐあっ！」


  　鼻頭を押さえて仰のけ反ぞる源本の腹部に、渾こん身しんの蹴りを放つ。吹き飛ばされた源本は、廊下の壁に背中をしたたかに打ちつけた。


  　チャンスと思った斗和は、一気に勝負に出た。飛び膝蹴りを喰くらわせると同時に一気に距離を詰め、あらん限りの力で相手の顔をぶん殴る。一発、二発。


  　好機と思ったせいか、腕に無駄に力が入っている。ぎこちなさが自分でもわかった。威い力りよくが十分に伝わっていない感じだ。
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  （──落ち着け）


  　斗と和わが自分に言い聞かせた瞬間、その一瞬の隙すきを狙ねらっていたかのように、源みな本もとが横よこ薙なぎに腕を払う。咄とつ嗟さにガードした左腕に、鋭するどい痛みが走った。


  　驚いて距離をとった斗和は、源本の右手にそれが握られていることに気づく。


  　鈍にぶい輝かがやきを返す白はく刃じん。刃渡り一〇センチほどのナイフ。


  　遠くで息を呑のむ気配が伝わってきた。おそらくは操みさおたち。彼女たちはずっと、廊下の中ほどで斗和たちの喧けん嘩かを見守っていた。


  「許せねぇ……。ズタボロに引き裂いてやるッ！　テメエの判決は死刑だアッ！」


  　怒りの咆ほう吼こうと共に、殺傷力を秘めた刃を縦じゆう横おう無む尽じんに振りまわしてくる。


  　だが、不思議と恐怖は感じない。師匠の言葉を思い出したからだ。


  『斗和。いつか君は、ナイフを持った相手と戦うこともあるだろう。そのときに大切なことは三つある。一つは、ナイフを必要以上に怖がらないこと。イメージと違い、ナイフにはそこまで殺傷能力はない。急所に当たらない限り、死ぬことはないんだ。もう一つは覚悟を決めること。戦うと決めた以上、怪け我がをする覚悟、痛みを受ける覚悟、何かを失う覚悟をしなければならない。覚悟がなければ迷いが生じる。迷いが生じれば、勝てる戦いも負けてしまう。そして最後の一つは、ナイフを持つ者はナイフに依い存ぞんしてしまうこと。弱い者ほど強い力に憧あこがれ、それに溺おぼれていくものなんだよ。自分の能力以上の力を手にした者は、必ず破は滅めつしていく。致命的な弱点をさらけ出すんだ』


  　師匠の言うとおりだ。あれほど隙すきのなかった源本の動きは、今は精密さを失っていた。怒りの感情そのもののように、触れれば切れる刃を振りまわしている。だが、それだけだ。


  　しっかりと握られたグリップや、躊躇ためらいなく振るわれるナイフは、奴やつの人柄を端的に示し、他者を恐怖で竦すくみ上がらせる効果があるだろう。


  　だが、斗和は違った。


  　斗和は、振り下ろしてくるナイフの動きに合わせて体捌きを行おこない、横から源本の腕を掴つかみ取る。躊躇いは一切なかった。体が緊張するようなこともない。


  　──覚悟を決めたからだ。


  　怪我するのは当然だと思った。指を切り落とされても仕方ないと思った。二度と腕が動かなくなっても構わないと思った。師匠の言葉は常に正しい。だから実にあっさりと、源本の腕を掴むことができた。


  「なっ！」


  　驚きよう愕がくする源本を無視して、掴んだ腕をナイフごと掲示板に突き立てる。


  　斗和は源本の腕を捻ひねり上げると同時に、股こ間かんを蹴けり上げた。そのまま引き剥はがすように突き飛ばして間合いを測ると、渾こん身しんの右ストレートを奴の顔面に叩たたき込む。インパクトの瞬間、拳こぶしから伝わってきた力の反作用が全身を駆かけ巡る。会かい心しんの一撃だ。


  　源みな本もとは捩ねじれるように回転しながら大きく吹き飛ばされ、教室棟へと続く渡り廊下へと身を躍おどらせる。そのまま大の字になって、床ゆかの上に転がった。胸が激しく上下に動き、時折咳せき込んでいる。


  「──俺おれの勝ちだ」


  　斗と和わは、源本を見下ろすような位置まで移動してから、言葉の意味を噛かみ締めるように、はっきりと宣言した。


  「約束どおり、キタジのことを教えてもらうぞ。キタジと最後に別れた場所はどこだ？」


  「そうだな。糞くそムカツクが、俺の負けのようだ……」


  　ややあって、源本が上半身を起こしながら答える。そしてにやりと表情を歪ゆがめながら、こう付け加えた。


  「だが、死ぬのはテメエのほうだッ！　残念だったな、〝モテる俺〟さんよぉ！」


  　一瞬、その言葉の意味がわからなかった。ナイフを失った源本に、いったいどんな起き死し回かい生せいの策があるのか、と訝いぶかしく思う。


  「斗和くんッ！」


  　遠くから、悲鳴にも似た操みさおの声が響く。


  　本当は頭のどこかで理解していたのかもしれない。けれども事実を知ることが怖くて、頑かたくなにそれ以外の可能性を探そうとしていたのかもしれない。


  　斗和はゆっくりと、源本の視線が示すほう、後方やや右手に位置する階段を振り返る。


  　最悪の結果が、そこにはあった──。


  　階段全部を覆おおい隠すかのように、真っ白で無機質な体たい躯くが鎮ちん座ざしている。


  　ペタペタだ。


  　奴やつがすぐ近くにいた。


  　戦いに夢中になって気づかなかったのか、それとも奴は音を消して歩くこともできるのか。いや、この状況において、その問答は無意味でしかないだろう。とにかく斗和は、ペタペタの接近に気づかなかった。


  　ただ一つ、経験則からすぐに判断できることがある。


  　自分のいる場所は、すでに奴の射程圏内。如い何かにしても逃のがれることのできない、絶対的な死の距離。


  　斗和は絶望で、目の前が真っ暗になる思いだった──。


  　　　第五章　その薄うす桃ももは絶望を知る


  



  　斗と和わは一歩も動くことができなかった。


  　ただただ呆ぼう然ぜんと、その石せつ膏こう像ぞうのような生き物を凝ぎよう視ししているだけだ。


  　ペタペタがゆっくりと前の腕を動かす。腕を上げる瞬間、〝ぺた〟という独特の音が響く。


  　ああ、あの音は床ゆかから離れるときに聞こえるんだな、と斗和はどうでもいいことを思った。


  　いくら戦いの最中であったとしても、やはりこの音を聞き逃のがすとは思えない。


  　斗和だけではない。ここには源みな本もとをはじめ、操みさおたちだっていたのだ。ペタペタがこの距離に近づくまで、全員が気づかないなんて、ありえるはずがない。


  　おそらく、音を立てずに移動することができるのだろう。音が出ない程度のゆっくりな動きで手のひらを床から離せば、それも可能なはずだ。野生の肉食動物が、抜き足差し足で遠くから獲え物ものに近づくのに似ている。


  　ふと気配を感じて視線を戻すと、そこには立ち上がって逃げ出そうとしている源本の姿があった。


  「動くなッ！　奴やつは動くモノに反応するッ！」


  　斗和は源本に対し、咄とつ嗟さに叫んでいた。


  　そうだ、と斗和は思う。口に出すまで自分でも確証が持てないでいたが、ペタペタは動く獲物にしか反応しない可能性がある。


  　最初の寧ね々ね音ねのケース、萌も由ゆ里りのケース、職員室で眼鏡めがねの女子生徒が襲おそわれたケース。改めて考えれば、その可能性は非常に高い。すでに射程圏内に入ってしまった今の状態では、それに賭かけるしか道はなかった。


  　もしかして奴が、今さらのように足音を出しはじめたのは、あえて逃げ出させることにより、獲物を認識する目的かもしれない。


  　源本に対しては正直、今でも怒りを感じるが、だからといって見殺しにすることなんてできない。助かる術すべがあるのなら、それは平等に伝えるべきだ。


  　恐る恐るペタペタの様子を確かめる。真っ白な悪夢はゆっくりと、しかし確実に斗和のほうへと近づいてきている。斗和がそこにいることを確信しているような、迷いのない動き。それどころか、先ほどよりも速度が増している。


  　なぜだ？　斗和は自問する。


  　一歩も動いてはいないのだから、奴は自分を認識できないはずだ。多少顔を動かしたりしたが、寧々音や職員室のケースから、この程度は問題ないと考えられる。


  　けれどもペタペタの動きは、斗和を十分不安にさせるものだった。


  　──いや、違う。明確に死を決定づけるものだ。


  　絶対的な直感のような何かが、脳の奥深くから迫せり上がってきて、明確に未来を暗示する。このままでは、自分は死ぬ。斗と和わはそう確信した。


  　階段を降りたペタペタが、ゆっくりと右前腕を床ゆかから離す。


  　ぺた。


  　あの音が聞こえた。いつもと同じ奴やつの足音。


  　だが何かが違った。言葉では言い表わすことのできない微妙な差。体の重心の位置、腕の動かし方。それらすべてが全力で教えてくれる。


  （──来る）


  　瞬時に斗和は、その場から大きく飛び退のいた。そこに、これまでのゆっくりな動きとは違い、俊しゆん敏びんに腕を伸ばしてくるペタペタの姿があった。斗和の残像を掴つかみ取るかのように、手のひらをぎゅっと握り締めている。


  　間かん一いつ髪ぱつ。わずかでも飛び退くのが遅れれば、奴に捕ほ獲かくされていただろう。緊張で強こわ張ばった斗和の横顔を、汗が流れ落ちていく。


  　何もない空間に疑問を抱いだくように、手のひらを握ったり開いたりしていたペタペタが、頭部のない首の断面を斗和のほうへと向けてきた。その動きはあまりにも小さく、よく観察しないとわからない程度。真っ白な首の断面の中心には、直径が二センチ程度の口がある。そこから伸びる管が自分の脳みそを啜すするさまを想像し、斗和は戦せん慄りつした。


  　飛び退いたことで、奴は完全に斗和を認識したはずだ。もはや逃げ切ることはできない。


  （いや、違う）


  　斗和は否定した。それは事実と異なっている。


  　ペタペタは自分が飛び退く前から、正確にその位置を把握していた。虚こ空くうを掴む手がそれを証明している。


  　斗和が気づいたとき、すでに手遅れの状態だったのか、源みな本もとに動くなと言ったとき、微妙に動いてしまったのがアウトだったのか。あるいは、動くモノに反応するという考え自体が間違っていたのかもしれない。頭がもやもやする。だとすれば、いったい何が。


  　──ぺたっ。


  　その音が、斗和の思考を中断させた。事実を確認することもせず、反射的に飛び退く。


  　その判断が、斗和の命を救った。状況を確かめてからでは、間違いなく逃げ遅れていたはずだ。


  　斗和の眼下、足のあった空間を真っ白な死の腕が刈り取っていく。それがわずかな差であったことを示すように、奴の指先が斗和のシューズを擦こすった。奴にとっては軽い接触、けれども人間である斗和にとっては、致命的な一撃だった。


  　空中でバランスを崩した斗和は、着地と同時にひっくり返る。無ぶ様ざまに尻しりをつき、腰が抜けたみたいに、ただただ真っ白な巨体を見上げていた。


  　遠くで、誰かの息を呑のむ気配がした。もはや次の攻撃をかわすことができないのは、誰の目にも明らかだ。


  （ここまでか……）


  　斗と和わは死を覚悟した。


  　だが不思議と恐怖は感じなかった。逆に心が落ち着いてく。何かまだ──。


  「はーはっはッ！　ざまァねえなッ！　今から脳みそ啜すすられて死ぬんだぜ。なあ、どんな気持ちだ？　冥めい土どの土産みやげに教えてやるぜ、豚くんは音楽室だ。そこでテメエと同じ死体になって、転がってるぜッ！」


  　無ぶ様ざまな斗和の姿を見てか、源みな本もとが愉快そうに声をあげる。


  　──それが運命の分ぶん岐き点てんだった。


  　斗和を捕ほ獲かくしようと、右腕を振り上げていたペタペタの動きが、ぴたりと止まる。


  　それは誰にとっても予想外の動きだった。


  　そしてペタペタは動かない。


  　奴やつには、じっと動かない時間がある。それにはいったいどんな意味があるのか？


  　斗和はここにきてやっと、その理由がわかったような気がした。


  「くそっ、なんで動かねえんだよッ！　さっさとそいつを捕まえろよッ！　このボケッ！」


  　源本が焦じれたように叫ぶ。


  　ぴくり、とペタペタが反応した。右腕をゆっくりと床ゆかに下ろす。その位置は、元の位置よりやや源本寄りだった。


  「は？　テメエの獲え物ものはその寝っ転がってる奴だろッ！　ふざけんなッ！」


  　ペタペタの微妙な動きに気づいた源本が、慌あわてて吼ほえる。


  　ぺた、ぺた。


  　ペタペタが突とつ如じよ、方向転換した。まるで目の前の斗和が消えたと錯さつ覚かくしたみたいに、あっさりと獲物を変更する。


  　斗和は遅ればせながら、それを確信した。奴は動くモノに反応するのではない。それは副次的なものでしかなかった。だが今は、それを源本に伝える術すべがない。


  「何やってんだッ！　テメエはよおおおおォッ！」


  　状況を把握した源本が叫ぶ。その声には、明らかに恐怖の色が混じっていた。


  　ぺた、ぺた。


  　それに応こたえたのは、冷酷な死の音だ。


  　源本はくるりと背を向けると、全力で逃げ出した。ぼろぼろに殴られたはずなのに、その足の動きに揺ゆらぎはない。文字どおり全力疾しつ走そうしている。だが──。


  　ぺたぺたぺたぺたっ！


  　待ってましたとばかりに、ペタペタの足音が歓喜の声をあげる。見る見るうちに、源本との距離が詰まっていく。


  「くそっ、なんでだよッ！」


  　源みな本もとの疑問にも、斗と和わは答えることができない。


  　なぜなら、ペタペタが実際に反応するのは、〝音〟のほうだったのだ。


  　寧ね々ね音ねのケースも、職員室のケースも、萌も由ゆ里りのケースでも、奴やつは動くモノではなく、音を出す獲物のほうを襲おそっていた。


  　逃げ出すときは、誰もが悲鳴をあげていた。そうでなくとも、五十キロ近い物体が床ゆかを蹴けりつける足音は、想像以上に響くものだ。


  　ペタペタにはじっと動かないときがある。それは空気や床を通して伝わる音を感じとって、獲え物ものの位置を感知していたからだろう。


  　足の裏から音を感じとる動物として、象がいる。彼らは音を通じて、数キロ離れた仲間たちとコミュニケーションをとっている可能性が示し唆さされている。


  　ペタペタが、あっという間まに源本との距離を詰め、その腕を伸ばす。


  　奴が源本の足を掴つかむかと思われた瞬間、源本が抜群の運動神経をもって、それをかわした。斗和がしたように、ジャンプして捕ほ獲かくを逃のがれる。


  　だが場所が悪かった。着地した場所には一体の死体があった。斗和が寧々音をかかえて逃げていたとき、逆方向から現れて犠牲になった男子生徒。それにつまずいて、源本は豪快に転倒する。


  「クソ虫がっ！　邪魔なんだよ！」


  　死体に向かって罵ば声せいを浴びせる源本。そんな彼に向かって再度、真っ白な腕が襲いくる。


  　けれども源本は、斗和にとって予想外の行動をとった。つまずいた死体の足を奴に掴ませて、自分の身代わりにしたのだ。


  　ペタペタが手にしたのは、すでに捕食済みの死体の足。奴が管を差し込んで、脳みそがすでに空であることを知るまでの間、源本には逃げる時間ができる。巧うまい手だ、と斗和は素直に感心した。源本も内心助かったと思ったに違いない。


  　だが、ペタペタが死体の足を握って停止していたのはほんの一瞬、すぐにその死体を振りまわして、油断していただろう源本の体に叩たたきつける。


  　源本は渡り廊下の手すりに激しく体を打ちつけ、苦く悶もんの声をあげながら床の上に転がった。死体のほうは、職員室の机と同じように乱雑に放り投げられ、窓ガラスを割って中庭へと落ちていった。


  　ペタペタの腕が、あっさりと源本の足を掴む。


  「離せ、この野郎ッ！　クソ虫がッ、ぶっ殺すぞッ！」


  　源本が豪快に騒ぎ、殴る蹴るの攻撃を仕掛けるが、ペタペタはいつもと同じように、じっと足を掴んだまま動かない。このままほかの生徒と同じように、源本も捕食されてしまうだろうことは、想像に難かたくなかった。


  　そのことが、斗と和わにはショックだった。実際に喧けん嘩かしたからわかる。斗和と源みな本もとでは、身しん体たい能力にそこまで差はない。だからこそ、彼のあの姿は自分とダブって仕方ない。事実、あのとき源本が声を出さなければ、死んでいたのは自分のほうだ。


  「おい、化け物。こっちだ！　こっちに来いッ！」


  　斗和は立ち上がると、力の限り叫んだ。奴やつが音に反応するならば、獲え物ものを放ってこちらへ来るはずだ。職員室のときには、なかった情報。巧うまい具合に誘導できれば、源本を助けることができ、かつ斗和自身も逃げ切れる可能性がある。


  　けれどもペタペタは動かない。そういえば、みんなの証言でもあったはずだ。奴は一度獲物を掴つかんだら、ほかの獲物を襲おそうことはないと。


  「斗和くんっ！」


  　操みさおたちが駆かけ寄ってきた。


  　斗和は慌あわてて彼女たちを制すると、自分から走り寄る。視界の隅すみに、きらりと光る何かが映った。ナイフだ。斗和が掲示板に突き立てた、源本のナイフ。


  　少しだけ考えて、斗和はそのナイフを抜きとった。ベルトに固定するタイプの折りたたみナイフで、手になじむグリップは重厚な安心感を与えてくれる。だがそれが奴らに対し、気休め程度にしかならないことは、重々承知していた。それでも何も持っていないよりは、いくらかマシだろう。


  「卓たく二じの居場所が、わかったみたいね」


  　操がやけに落ち着いた声で言った。


  　やはり聞こえていたか、というのが斗和の率直な思いだった。できれば音楽室へは自分一人で向かいたかった。源本の科白せりふから、最悪の結果が待ち構えている可能性がある。


  　たくさんの死を目まの当たりにして、耐性がついていたからかもしれない。あるいは心のどこかでその可能性を想像していたのかもしれない。源本の口からその事実を聞いたとき、斗和はさほどショックを受けなかった。


  　果たして操はどうなのだろう。彼女の表情からは、決意以外の感情は読み取れない。


  「俺おれも一緒に行きます。青あお葉ばたちはみんなと一緒に図書館にいてくれ。ちょうどみんなも来はじめたみたいだし」


  　図書館前の渡り廊下には、恐る恐るといった感じで姿を見せる稲いな賀がたちの姿があった。と同時に、源本の体を叩たたきつける鈍にぶい音が、あたりに響きはじめた。


  



  「それはまるで、君の案を採用するみたいだな。話し合いで図書館に籠ろう城じようすることに決まったはずだが？」


  　稲賀が眉まゆ根ねを寄せ、不満気に言った。


  「籠ろう城じよう案に反対しているわけではありません。俺おれたちが音楽室へ行っている間、ここで白い奴やつの動きを見張っていてほしいだけです」


  　斗と和わもやや不満気に返す。正直、議論している時間がもどかしかった。


  「それぐらい、いいんじゃないか？　ダチ助けにいくってのは、わからない気持ちでもないだろ？　どのみち籠城するにしろ、あの白い奴の動きは見張っとく必要があるんだ」


  　斗和の意見を後押してくれたのは、王おう餓がだ。彼の背中には、蒼そう白はくな顔と虚うつろな目をしている青髪ショートが、背負われたままになっている。まるで王餓が、亡霊にでも取り憑つかれたかのように見えて、最初見たとき斗和はぞくりとなった。


  　今現在、この最西端の渡り廊下には、職員室で生き延びたメンバー十一人、全員が集まっている。彼らは自然にもっとも離れた特別教室棟へ移動し、そこで合流して、様子を見ながら管理棟へと戻ってきたそうだ。


  「キタジを助け出したらすぐに戻ってきます。もちろん俺たちには構わず、籠城の準備をはじめていてください。その結果、俺たちが取り残されたとしても自じ業ごう自じ得とくだと思います」


  「自業自得ってんだから、それでいいだろ？　何してんだよ、おまえら馬ば鹿かなのか？　無駄なことやってねえで、さっさと籠城しろよっ！」


  　爆弾魔ボマーこと、黒くろ井い澤ざわが声を荒らげて言った。


  「ちょっと、大きな声出さないでよ。あいつは音に反応するんでしょ？　こっちに来たらどうすんの？」


  　曽そ根ね瓦がわらの言葉に、皆ぎょっとしてペタペタを注視する。


  　石せつ膏こう像ぞうのような化け物は最東端の渡り廊下、源みな本もとの捕食を終えた位置で、じっと動かないでいた。おそらくは床ゆかから伝わる音で、獲え物ものの位置を把握しようとしているのだろう。こちらに向かってくる様子は、今のところなかった。誰ともなくほっと息をつく。


  　すでにペタペタが音に反応することは、みんなに説明してある。半信半疑な生徒もいたが、だからといって、それを無視しようという雰ふん囲い気きにはならなかった。


  「どちらにせよ、君たちを取り残すようなことなどできない。最初からバリケードには、人が通り抜けられる程度の隙すき間まはつくる予定だ」


  　稲いな賀がの言葉に、斗和は自分が失言をしてしまったことに気づく。自業自得だからといって見捨てられるほど、人の感情は単純ではない。斗和と操みさおの行動はわがままであり、みんなに迷惑をかける行為なのだ。


  「見張りをお願いしたことは、ごめんなさい。大人おとな気げない提案だったわ。忘れてちょうだい。けれども、卓たく二じを諦あきらめることはできないわ」


  　操も同じことを思ったのだろう、頭を下げて謝罪した。


  「いや、だがもし──」


  　何か言おうとした稲賀だったが、すぐに押し黙ってしまった。思わず冷酷な現実を口にしようとしたのだろう。誰もその可能性に触れないのは、自分たちの気持ちを考慮してのことだ。


  「おまえら馬ば鹿かだろ？　常識で考えろよ。その友達とやらは──」


  「おっと、よろめいた」


  　一人空気の読めなかった黒くろ井い澤ざわに、王おう餓がが頭突きをかませる。


  　二、三歩よろめいたあと、キッと目を吊つり上げて何か言おうとした黒井澤の口を、隣にいた男子生徒が咄とつ嗟さに押さえた。彼は職員室で見張りをしていた一人で、名前を菊きく池ちといった。


  「うわー、人に馬鹿っていう奴やつが馬鹿って、本当のことだったんだ」


  　曽そ根ね瓦がわらが、ひいた表情でぽつりと漏もらす。


  「わりい、わりい。俺おれ、おまえと違って馬鹿だから、空気読めずによろめいちゃったぜ」


  　王餓がまったく悪びれた様子もなく、皮肉を口にする。


  「見張りに立つのは吝やぶさかじゃないけど、大声が出せないんじゃ、君たちに伝える手段がないよね？　手信号とかが見える位置に、みんなを配置するって手もあるかもしれないけど、こんな状況で孤立するのは、正直勘弁かな。そっちの気持ちもわかるから、まだお互いに自由行動の範囲ってことでいいんじゃない？　ここは図書館じゃないし」


  　小太りな体型の永なが田たが、やんわりとした口く調ちようで提案してきた。


  　確かに彼の言うとおりだ。見張りを頼んでも、その結果が伝わらないのであれば意味がない。おそらく永田の意見が、最善の妥だ協きよう点てんだろう。


  「……わかった。必ず戻ってきてくれるのなら、こちらも止める理由はない」


  　稲いな賀がの科白せりふに、視線を交わし合った斗と和わと操みさおは、力強く頷うなずき返した。


  



  　斗和は軽く眩暈めまいを覚えた。


  　至るところに転がる死体の発する死の気配が、黒い霧きりのようにあたりを覆おおい尽くしている。もちろんそれは単なる錯さつ覚かくにすぎないだろう。だが呼吸をするごとに、その黒い霧を体内に取り込んでいくみたいで、死の沼に両足が沈み込むような漫まん然ぜんとした恐怖がある。


  　音楽室は特別教室四階の最東端、突き当たりの教室となる。図書館からはもっとも遠い位置にあり、逃げ道のない危険な場所でもあった。


  　斗和は、音を出さないように気遣いながら、慎重に歩を進めていた。手にはモップを持ち、操が後方を警戒しながらついてきている。


  　先ほど職員室へ向かったのと同じ格好だが、大きく違うのは寧ね々ね音ねがいないことだ。その事実が漠ばく然ぜんとした不安を斗和に与えてくる。彼女と離れてしまったことが、致命的な間違いを犯してしまったかのように思えるのだ。


  　理由は自分でもわからない。本能的な直感でそう感じているのかもしれない。


  　常識的に考えれば、体力的に劣おとる彼女が戦力的に頼りになるとは考えにくい。確かに彼女には、普通の人間にはない特殊な能力がある。けれども、あの化け物たち相手では、おそらく役には立たないだろう。


  　あるいは、もっと感情的な部分で彼女を頼りにしていたのだろうか？


  　もの言わぬ生徒たちが四し肢しを投げ出す静せい謐ひつな廊下を、黙々と進んでいく。廊下から見通すことのできる渡り廊下には、化け物の姿はない。


  　斗と和わは歩きながら、ふと違和感を覚えた。


  　あまりにも静かすぎるのだ。自分以外にまったく人の気配を感じない。突とつ如じよとして死後の世界に、生きたまま足を踏み入れてしまったかのような違和感を覚える。


  　そういえば、と斗和は思った。


  　操みさおは、どこへ消えたのだろうか？


  　後ろを歩いているはずの、彼女の足音が聞こえない。呼吸も聞こえない。気配すらも感じなくなっていた。


  （──まさか）


  　最悪の予感が、斗和の胸に去きよ来らいする。自分が気づかないうちに彼女は──。


  　ぎょっとして後ろを振り返る。


  　そこには濡ぬれ羽ば色のイトスギがあった。豊満な肉体があった。そして真しん紅くの虹こう彩さいがある。


  「どうしたの？」


  　操が眉まゆ根ねを寄せて尋ねてくる。


  「いえ、ちょっと……」


  　斗和は語尾を濁にごした。彼女が生きていたと知った瞬間、自分が不安に押し潰つぶされて、ありもしない幻げん覚かくに捕らわれていたことを理解する。


  　操は二つ上の先輩とはいえ、女性であり大切な友人だ。自分のほうが護まもる立場にある。彼女を不安にさせるようなことは言えない。自分がしっかりしなければいけないのだ。


  



  　音楽室へは、あっけなく到着した。


  　けれども気が抜けるどころか、ますます緊張が高まっていくのを感じる。


  　大きく開けられたままになっているドアの隙すき間まから、誰かの首なし死体が見えたときは、心臓が止まるかと思った。


  　だがそれが、卓たく二じに比べあまりにも細い体型だったため、すぐに別人だと気づく。肩透かしを喰くらったせいか、いくぶん気持ちが落ち着いた。


  　いや、それは正確ではないのかもしれない。彼の死体が緩かん衝しよう材ざいとなり、あるいは心を麻ま痺ひさせ、最悪の結末を知る心構えを築き上げてしまったのだ。


  「……行きます」


  　斗和は操の返事を待たず、音楽室へ足を踏み入れた。音楽室の照明は手動なので、ずっと点灯したままだ。


  　死体がほかにもあったことはすぐに気づいたが、斗と和わはあえて無視して、先に室内を見まわした。艶つやのあるグランドピアノに、隅すみに寄せられた机やパイプ椅い子す。ほとんどの物品は隣の準備室にしまわれているせいか、やけに閑かん散さんとした空間が広がっていた。


  　化け物の姿はどこにもない。そこで斗和は、改めて床ゆかに転がる三人の遺体を眺めた。細い体型の生徒、がっしりとした体型の生徒。そして一人だけ全ぜん裸らで太った体型の生徒。


  　どれが卓たく二じなのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


  　まるまると太った黄色の肌はだを、透明な梱こん包ぽうテープで何重にも巻かれ、床に転がされている。口も塞ふさがれ、助けを呼ぶこともできなかったのだろう。しっかりと閉じられた両目は、単に眠っているだけのようにも見受けられる。


  「────ッ」


  　操みさおが掠かすれたような声を漏もらし、斗和の隣からふらふらと姿を現す。なんと口にしたかわからなかったが、すぐに「卓二」と言ったのだと気づいた。


  　人間の脳は、音をそのままの状態で記憶しているため、自分では聞き取れなかったつもりでも、もう一度脳内で音声を再生して、意味を理解することができるらしい。これがそうなのか、と斗和はどうでもいいことを思った。逆にそれくらい、頭の中が真っ白になっていた。


  　卓二の傍そばまで歩み寄ると、崩れるようにして操の下半身が折れる。


  「たく、じ……。卓二ッ！」


  　叫ぶと同時に、卓二の体を大きく揺ゆする。そのときだ──。


  「うー、うーッ！」


  　しっかりと閉じられていた卓二の両目が開き、釣ったばかりの魚のようにジタバタと暴れはじめた。梱包テープの隙すき間まからはみ出した脂肪が、波のように揺れる。


  「「え？」」


  　斗和と操は思わず、素すっ頓とん狂きような声をあげてしまう。しばらくの間、呆ぼう然ぜんと体を波立たせる卓二を見下ろしていた。


  　ややあって、卓二の拘こう束そくを解かなくては、という当たり前の事実に気づいた。けれども何重にも巻きつけてあるため、剥はがすためのテープの端が見つからない。さらには卓二が暴れるので、その端っこを探すのさえ困難だった。何か言いたいことがあるらしい。


  　まずは卓二を落ち着かせる必要があるため、斗和は卓二の鼻の下から指を突っ込み、強引に口を覆おおっていたテープを引き下げる。


  「──ッ！　痛てえよッ！　伸びてんだろ、おまえっ。延えん髄ずいに食い込んでるだろ、おまえっ！」


  　卓二の元気な声が耳に届く。斗和は何か熱いものが込み上げてくるのを感じた。


  「っていうか、やばいよ、斗和ッ！　化け物が──」


  　はっとして斗和は、卓二の口を押さえつける。


  「声、静かにしないと」


  　だが事情を知らない卓たく二じは、ボールで遊ぶオットセイのごとく頭を揺ゆらし、必死に何事か叫ぼうとする。


  「斗と和わくん、どいて」


  　ふっと操みさおの髪の匂においがした。顔の横に彼女のイトスギがある。いつの間まにかサマーベストを脱いでいた操が、卓二の上に馬乗りになって、脱いだばかりのサマーベストで卓二の口を押さえつける。手でやるよりも効率のいい、防音措そ置ちだ。


  「卓二、落ち着きなさい」


  「キタジ、聞け。セーラー服の化け物がいる。そいつに気をつけろ。そうだな？」


  　斗和の科白せりふに、卓二は驚いたように目を見開き、うんうんと頷うなずいた。


  　部屋にあった死体の状況から、ここにいたのがぬしゃぼっちだろうことは推測できる。そこから卓二の言わんとすることも想像できた。


  「奴やつは音に反応する。大声を出さない限り安全なんだ。だから俺おれたちは小声で話している。わかるな？　話すときは小声だ」


  　正確には、音に反応するのはペタペタのほうだが、今はそれを説明している暇ひまはない。とにかく大声を出させないようにすることのほうが優先だ。


  　卓二が頷いたのを見て、操はサマーベストを卓二の顔から取り去った。たったそれだけの動作で、ブラウスを引き裂かんばかりに膨ふくらんでいる彼女の胸がぶるんと揺れる。サマーベストでずっと隠されていたブラウスの胸元は、前にも増して存在を誇こ示じしていた。


  「斗和、もしかして化け物に遭あったのか？」


  「ああ」斗和は頷いた。「だが詳しい話は後だ。今は一刻も早く図書館へ向かう必要がある。情報は追い追い伝えていく」


  　言って、斗和は卓二の拘こう束そくを解こうとするが、どうやっても取り去ることができない。何か切る物があればいいのに、と思ったところで、ベルトに差したままのナイフのことを思い出した。それを取り出して、刃をさらけ出す。


  「え？　なんでそんなん持ってんの？」


  　ぎょっとする卓二を無視して、ナイフを入れようとする。そこで斗和は固まってしまった。


  「……隙すき間まがない」


  　卓二のあり余った脂肪を押し固めるようにして梱こん包ぽうしてあるため、ナイフを入れる隙間がどこにもなかったのだ。無理に切り込めば、卓二の皮ひ膚ふを切り裂いてしまいそうだ。


  「緊急事態だ。多少はやむをえないか」


  「ちょっ、何怖いこと言ってんの？　斗和さん、冗談だよね？」


  　どこか緊張感のない声で、卓二が言う。外の状況を知らないだろう卓二と、何度も死ぬような目に遭ってきた斗和とでは、緊迫感が大きく違っている。


  　だが斗和自身も、そんな卓二の空気に感化されてしまったかのように、口元を緩ゆるめた。ずっと笑っていなかったためか、口の感覚がややぎこちない感じがする。


  「油は刃物を鈍にぶくすると言うわ。こんな汚物のために、貴重なナイフを駄目にする必要はないでしょう。かろうじて股またの間には隙すき間まがあるから、そこからナイフを入れてみたら？」


  　どこか楽しそうに言う操みさおの言葉に従って股の部分を見ると、確かにその程度の隙間があるように思えた。そこで初めて気づいたのだが、卓たく二じは全ぜん裸らではなく、ブルマみたいなモノをはいていた。


  「前からはやめて。なんか男として悲しい気持ちになるから、せめて後ろから入れて」


  　卓二が懇こん願がんする。


  「まあ、なんて卑いやしいキモ豚かしら。助けてもらうだけでも図々しいのに、バックから入れてほしいなどと、リア充じゆう度一六〇％の斗と和わくんにお願いするだなんて。あなたの目の前に鏡でも持ってきましょうか？　その醜しゆう悪あくで愚ぐ昧まいな汚面を映して、同じ科白せりふが言えるのかしら？　その前に鏡のほうが、醜みにくさに耐えかねて砕け散りそうだけれども。うふふふ」


  　卓二が無事であったことがうれしいのだろう。操が生き生きとした表情で毒を吐く。


  　とりあえず議論する暇ひまも惜しいので、さっさと卓二を引っくり返して、尻しりの隙間からナイフを入れ、梱こん包ぽうテープを切り裂いていった。


  「よかったわね、卓二。太っていても、お尻が割れていて。神様に感謝しなさい」


  　拘こう束そくを解かれた卓二は、体に絡みつく梱包テープの残ざん骸がいを剥はぎ取りながら、憎々しげに操の顔を睨にらみつける。次の瞬間、驚きの表情を浮かべた。


  「その頬ほお、どうしたんだ？」


  「なんでもないわ」


  　それがどうしたの、という感じで、操はさらりと答える。


  「源みな本もとに殴られたんだ」


  　だが、斗和は正直に伝えた。


  「くそっ、アイツ」


  「あら、もしかして怒ってくれてるの？」


  　忌いま忌ましげに顔を歪ゆがめる卓二に向かって、操がどこか楽しそうに尋ねた。


  「は？　ば、馬ば鹿かじゃねえの。べ、別におまえのことで怒ってるわけじゃないんだからね。ただ、個人的に借りがあるから、一発ぶん殴ってやりたい気分になっただけさ」


  「キタジ、それは無理だ」


  「え？」


  「源本は、死んだよ」


  　卓二はすぐにその意味が理解できなかったみたいだ。しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、ややあって驚きよう愕がくの表情を浮かべた。そのままの顔で、床ゆかに転がる二体の首なし死体を見る。


  「うっ」


  　卓たく二じが口元を押さえてうずくまった。遅ればせながら、凄せい惨さんな人の死を自覚したのだろう。


  「早いうちに吐いておいたほうがいいわよ、卓二。手伝ってあげる」


  　言うや、操みさおが卓二の横っ腹に膝ひざ蹴げりを思いっきり叩たたき込んだ。一瞬唸うなった卓二は、豪快に吐と瀉しやする。そこには運悪く、操のサマーベストが放置されていた。


  



  「早く服を着なさい、卓二。『おしら様』を連れていったら、みんなが驚くでしょう？」


  　卓二は「うるせぇ」と文句を言いながらも、音楽室の隅すみに置いてあった制服を着はじめた。


  「おしら様？」


  　意味のわからなかった斗と和わが、操に質問する。


  「大根の神様よ。『万と満子の照れ隠し』に出てくる赤フンドシ一枚の太ったキャラ」


  　斗和は曖あい昧まいに頷うなずく。なんとなくだが、あのキャラのことだろうな、と思った。


  「しかし、キタジはどうして無事だったんでしょうか？」


  「おそらく、──まずそうだった、とかかしら？」


  　操が神しん妙みような顔をして答えた。冗談っぽく聞こえるが、確かにそれ以外に理由らしい理由は思いつかない。


  　それについてキタジは、気絶していたので覚えてないと答えた。斗和の言った嘘うそを信じていて、声を出さなかったからだろ、と付け加えもした。


  「そういや、操先輩でも吐いたりしたんですか？」


  「それはどういう意味かしら？」


  　真しん紅くの瞳ひとみがすっと細くなるのを見て、斗和は慌あわてた。軽く怒らせてしまったらしい。


  「そんなことあるわけないじゃないか、斗和。こいつにそんな女らしいところがあったら、俺おれはアイドルになれるね」


  　着替えを終えた卓二が、水筒のお茶で口をすすぎながら割って入る。水筒は卓二の鞄かばんに入っていたものだ。


  「あら、心外だわ。当然吐いたわよ。もちろん可愛らしく穢けがれを知らぬ少女のような仕草で。誰かさんのように、人のサマーベストに吐きかけることなんてしなかったわ」


  　やっぱりそうだろうな、と斗和は思った。あの惨さん劇げきを見て、吐き気を催もよおさない人間などいないだろう。


  　ふと、斗和は違和感を覚えた。何かが頭の中に引っかかっている。そう確か──。


  「斗和くん。そろそろ戻りましょう」


  　操の一言で、斗和は思考を中断させられた。確かに今は、のんびり考え事をしている暇ひまはない。速やかに図書館に戻る必要があった。


  　音楽室を出て廊下を進み、階段を下りようとしたときだ。なんの気もなしに外の様子を窺うかがった斗和の視界に、そいつの姿が映った。


  　金色の眼めが、斗と和わの視線と交こう錯さくする。にやりと、奴やつが表情を歪ゆがめた。


  （──しまった）


  　全身を、猛烈な勢いで悪お寒かんが走り抜けていく。全身の毛穴からどっと汗が噴き出し、頭の中で警けい鐘しようが鳴り響く。目玉に流れる血の量が増量したような錯さつ覚かくを覚えた。


  　猫ねこ蜘ぐ蛛も。最強の化け物。


  　そいつが教室棟の屋上に鎮ちん座ざしていたのだ。その両目は明らかに、斗と和わの姿を捉とらえている。


  　斗和は咄とつ嗟さに叫ぼうとした。あの巨体が突っ込んでくれば、廊下の窓ガラスはやすやすと砕け散り、獰どう猛もうな前脚か蜘蛛の糸によって殺されてしまうだろう。


  　ざわざわと全身の毛が逆立つ。もはや一刻の猶ゆう予よもない。


  　だが、それよりも先に猫蜘蛛が動く。


  　巨大な口を存分に開き、こちらの脆ぜい弱じやくさを嘲あざ笑わらうかのように、強きよう靱じんな刃を見せつけてくる。


  　だが──。


  　猫蜘蛛はそこを一歩も動かなかった。大きく息を吸い込み、脱力したように息を吐き出す。


  　そして、とろんとなった目をゆっくりと閉じて、深く背中を上下しはじめた。背中には、まだ何人かの生徒が縫ぬいつけられたままだ。


  （──欠伸あくび、だと？）


  　斗和は、呆ぼう然ぜんとその事実を悟った。冷や汗が頬ほおを流れ落ちる。


  　化け物とはいえ、奴らは生物だ。眠くなることも当然ある。猫蜘蛛が屋上で昼寝をしていたとしても、なんら問題はないはずだ。だが感覚的に、どこか奇妙に思えてしまった。


  



  　帰り道でも化け物と遭そう遇ぐうすることなく、斗和たちは無事、図書館へと戻ることができた。


  　管理棟の最西端には通常の半分ほどの下り階段があり、そのまま図書館の入り口へと直結している。その階段の手前あたりに、本棚で作ったバリケードが築かれていた。バリケードの両端の下側は、意図的に空洞になるように設計されており、人が四つん這ばいになって通れる程度のスペースがある。自分たちが出入りするためのものだろう。


  　ぬしゃぼっちがここから侵入してくる可能性もあったが、斗和は心配ないと思った。


  　ここを通るには、必ず四つん這いにならなければならない。つまり化け物であっても身動きがとれない状態となるのだ。出口のところで待ち構えて、無防備となった奴の頭部を消火器などの鈍どん器きで殴りつければ、倒せる可能性も十分にある。


  　ほかにも腕が入るほどの隙すき間まがいくつかあった。おそらく廊下を見張るためのものと、モップなどを突き入れて敵を牽けん制せいする目的のものだろう。


  　果たしてモップの長さが足りるかどうかは微妙なところではあったが、致命傷を与えることができなくとも、チクチク嫌がらせをすることで、外敵を追っ払える効果はある。多くの捕食動物相手には理想的なバリケードだと思えた。


  「斗と和わくんっ！」


  　バリケードの右下の隙すき間まから、一人の女子生徒が這はい出てくる。


  　曽そ根ね瓦がわらだった。感極まったような表情を浮かべる彼女は、立ち上がるとすぐさま突進してきた。そのまま、斗和の胸に顔を埋めてくる。


  　予想以上に衝撃が強く、斗和は思わず彼女を抱き締めてしまう。夏服の上から感じる彼女の背中は、想像していたよりもずっと華きや奢しやだった。


  「そ、曽根瓦さん、落ち着いて」


  　斗和は強引に、彼女を押し戻す。ちらりと隣を見ると、卓たく二じの顔が楳うめ図ずか○おの漫画に出てくるキャラみたいになっていた。操みさおは我関せずといった感じだ。


  　ふと視界の隅すみにそれが映る。鮮あざやかな瑠る璃り色の長髪。


  　バリケードの隙間から、それがたなびいて消えていくのが見えた。どきりと心臓が高鳴る。


  「ご、ごめんね。でも、あの化け物がいなくなって、斗和くんも帰ってくるのが遅いし。私、すごく心配したんだからね」


  　涙を指先で拭ぬぐいながら、曽根瓦が言う。そう言われて悪い気はしなかったが、正直なところ、その科白せりふを言ってもらいたい人物はほかにいた。


  「どうして曽根瓦さんが？　見張りとか危ないだろうに」


  　渡り廊下を進んでいるときに、彼女がバリケードの後ろで見張りをしていたことは確認済みだ。また同時に、ペタペタの姿が消えていることも認識していた。


  「最初は男子がしようとしてたんだけど、バリケード急いだほうがいいしね。男手がいるってことで、私のほうからお願いしたの。なんかね、……と、斗和くんのことが、気になって」


  　曽根瓦のほうから言い出したのなら、萌も由ゆ里りや寧ね々ね音ねは何も言わなかっただろうな、と思った。少なくとも斗和の中にあるイメージでは、彼女たちはこういうときに我を通すようなタイプではない。


  「みんなも待ってるよ。一応、斗和くんたちのことは伝えたんだけど、あの偉そうな緑眼鏡めがねが『バリケードのほうが先だ』って言ってさ」


  　曽根瓦は不満気に頬ほおを膨ふくらませたが、斗和は稲いな賀がの指示は正しいと感じた。無事を確認できたからこそ、気を引き締め、早々にバリケードを築くべきだろう。


  　曽根瓦に引っ張られ、バリケードの穴を通ろうとした斗和は、いまだに固まったままの卓二の姿に気づいた。


  「……なんだよ？」


  　訝いぶかしげに尋ねる。


  「と、斗和。誰、それ？　俺おれの知らない人、だよ」


  「ああ。こちらは曽根瓦さん。さっき職員室で知り合ったんだ」斗和は曽根瓦のほうを向いてから、「で、こいつが木き茂も辺べ卓二。俺の中学時代からの友人だよ」


  「え？　斗と和わくんたちが、命を懸かけてまで捜していた人が、……これ？」


  　曽そ根ね瓦がわらが露骨に眉まゆ根ねをひそめた。


  「〝これ〟って……、あんた。初対面なのに、〝これ〟って……」


  　卓たく二じが表情をなくして弱々しい声を漏もらす。ただし、斗和に向かってだ。卓二は女子の顔をまともに見ることができない。


  「曽根瓦さんの気持ちはよくわかるわ。斗和くんの命と〝これ〟とじゃ、どんな複雑怪奇な計算をやったとしても、まったく釣り合わないですものね。むしろ馬ば糞ふんでも持ち帰ったほうが、みんなの役には立てたでしょう。でもね、こんな〝これ〟でも、臭においだけなら馬糞と張り合えるのよ。馬糞には申し訳ないけども」


  「うるせえっ。ったく。なんだよ、さっき知り合ったばかりって。なんでそれで抱きつくような仲になるんだ？　こんなの絶対間違ってるよ。フラグ立てるの速すぎだろ。これがゲームなら即糞くそゲー扱いだぞっ！」


  「さすがね、卓二。十五年もの間、一切のフラグが立たなかった人生リアルを経験してきた人間の言葉は重みが違うわ。でもあなたの部屋に置いてあるゲームのほとんどは、二時間以内にフラグが立っているわよ」


  「二時間あれば十分なのっ。ゲームは人生を濃縮したものなのっ」


  「何よ。あんたへリウッド映画とか見ないの？　へリウッド映画の九〇％は、十五分以内にフライングゲットしてるわよ」


  　曽根瓦が嫌けん悪お感かんを滲にじませた表情で言った。


  「いや、日本語間違ってるから。似ているようで全然違うから、それ」


  「だから、なんで俺おれに言うんだよ」


  　唾つばを飛ばす卓二に向かって、斗和は呆あきれたように言う。


  　そのときだ。誰かの鋭するどい声が聞こえてきた。バリケードの向こう側から緊迫した気配が伝わってくる。どうやら窓の外に何かあるらしい。警戒しながら外を見る。


  　そこにいたのは、ぬしゃぼっちだった。幼児みたいにヒョコヒョコとした動きで、中庭を歩いている。


  「見ないと思ったら、外にいたんだ」


  　隣にいる曽根瓦の言葉に、「ああ」と頷うなずきながら、やはり奴やつらが校舎内にしかいないというのは思い込みだったんだな、と斗和は思った。それと同時に、ぬしゃぼっちが校舎外におり、猫ねこ蜘ぐ蛛もが昼寝をしている今は、ある種のインターバルかもしれないと感じた。休息と態勢を整えるための時間。


  「急ごう」


  　斗和は促うながして、先に操みさおと曽根瓦を図書館へ進ませた。続いて自分たちも隙すき間まを通り抜けようとしたところで、とある問題が発生する。


  「斗と和わぁ、腹がつっかえて動けないんだけど……」


  　卓たく二じが隙すき間まに詰まっていた。


  



  　斗和たちの姿を見ると、ほとんどの者が作業の手を止め、安あん堵どした表情を見せてくれた。


  　そのなかには萌も由ゆ里りと寧ね々ね音ねの顔もあった。先ほど視界をかすめた瑠る璃り色の髪が、チクリとした痛みをもたらす。


  「ただいま。心配かけて、ごめん」


  　正直、気まずい気持ちがある。だからこそ、それを振り払うために自分から萌由里に話しかけた。彼女はバリケードの本棚に本を詰める作業をしていた。本を取り出して軽くした本棚は動かしやすくなるが、重量が足りず強度が落ちてしまう。なので、本を再び敷き詰めることにより、堅けん牢ろうなバリケードができるのだ。


  「……うん。無事でよかった」


  　斗和の行動に戸惑ったのか、萌由里がやや俯うつむきがちに答える。胸に飛び込んでくる気配は微み塵じんもない。人前だし当然だとは思うが、少し寂しく感じた。


  　彼女の隣にいた寧々音に視線を送る。彼女は涙を浮かべながら、笑え顔がおをつくった。萌由里よりも自分のことを心配してくれているように、斗和には思えた。


  「私たちも手伝うわ。本を戻せばいいのかしら？」


  　稲いな賀がに指示をもらい、斗和と操みさおも手伝いはじめる。入り口は終わっていたので、今は外からの侵入に備え、周囲のガラス窓を本棚で覆おおう作業をしていた。


  　だが、それを見た斗和は、不安な気持ちになった。明らかにバリケードの高さが足りていない。おそらく物理的に高く積み上げることができなかったのだろう。けれども窓に貼はりつくことができるペタペタならば、本棚に覆われていない上部から、あっさりと侵入してきてしまうはずだ。正直これでは、バリケードの意味がない。


  「やっぱり、おまえの案のほうがよかったよな」


  　斗和の不安そうな視線を見てとったのだろう、王おう餓がが小声で話しかけてくる。


  「誰も、指摘しなかったんですか？」


  　斗和は非難していると誤解されないよう、なるたけやわらかい口く調ちようで尋ねた。


  「一応やんわりと忠告差し上げたんだがな。頭が固いというより、体力がないって感じだ」


  　彼の言いたいことはなんとなく理解できた。多数決で負けた自分たちが、籠ろう城じよう案に不満を言ったとしても、難なん癖くせをつけているようにしか受け取られない。ここは籠城派の人間のほうから不安視する意見が必要なのだ。だが彼らの多くはここまできて、行動を変えるほどの気力が残っていないのだろう。


  「幸い、おまえがあの白い奴やつの対処法を見つけたからな。みんなで静かに救助が来るのを待ちましょう、ってことになった。ああ、勘違いすんなよ。おまえを責めてんじゃねえぜ。むしろ、すげえ奴やつだなって感心してるくらいだ」


  　王おう餓がはガキ大将のような笑みを浮かべると、斗と和わの背中を叩たたいて去っていく。


  　王餓の背中を見送っていた斗和は、ふとそれに気づいた。近くにいた寧ね々ね音ねに、そのことを訊きいてみる。


  　寧々音は「あ、……うん」と言って、斗和をカウンターのほうへと連れていった。そして、カウンターの裏の引き戸になっている部分を開く。


  　中には怯おびえた様子でぶるぶると震える青髪ショートがいた。ぎょろりと血走った目を斗和に向けてくる。


  「開けないで。み、見つかったらどうするのっ！」


  　凍るような声だった。彼女は誰とも協力することなく、一人だけ隠れる道を選んだのだ。


  



  「は？　なんだよ、それ。学校に閉じ込められてて、ほかにもっと強い化け物がいるのかよ！」


  　斗和が図書館の隅すみに設置してある水飲み機で喉のどを潤うるおしていると、卓たく二じのそんな科白せりふが聞こえてきた。源みな本もとに殴られた口の中の傷が思い出したかのように痛みを発し、斗和は顔をしかめながら卓二のほうを振り返る。状況を知らない卓二には、操みさおと稲いな賀がが現状を説明していた。


  「じゃあ、俺おれたちどうなるんだよ？　救助？　外と連絡とれてないんだろ？　なんで何もしないんだよ？」


  　まずいな、と斗和は思った。化け物にさんざん追い立てられ、絶望と恐怖を感じ、徐々に現状を認識していった自分たちとは違い、卓二は唐突に事実を知ったことになる。まだ受け入れられるだけの下地ができていなかった。困こん惑わくと不安が露骨に吐と露ろされはじめている。


  「静かにしなさい、卓二。みっともないわ。今はこれがもっともいい方法なの。斗和くんだってここにいるでしょ？」


  　卓二が助けを求めるような表情で、斗和のほうを見る。


  「キタジ。みんなで一いつ生しよう懸けん命めい考えて、これがベストだってことになったんだ。おまえは今まで音楽室にいたからわからないだろうけど、今やっと安全を確保できた状態なんだよ。これまでずっとどこが安全かわからずに、みんな逃げ惑っていたんだ。だから、落ち着けよ」


  　斗和は卓二のほうへ向かいながら、穏やかな声で言った。


  「そんなこと言われたって……。くそっ、なんだよ、俺の人生。なんでこんなんだよ！　女にまったく縁がなく、キスどころか、手だってつないだことないのに。ちくしょうっ！　せめて死ぬ前におっぱいくらい揉もんでみたい。おっぱい知らずに死にたくないよっ！」


  「キタジ、声がでかい」


  　斗和は慌あわてて、卓二を止めに入った。言うに事欠いて、なんてことを口にしてるんだ、という焦あせりもある。明らかにまわりの空気はどん引きだ。


  「斗和だってわかるだろ？　一度もおっぱいに触れることなく人生終えるだなんて、男にとってこんな悲しいことはないよな？」


  　卓たく二じは縋すがるような表情を浮かべていた。ふざけて言っているわけではない。


  　正直、男としてその理屈はわかる。命が懸かかった状況だからこそ、却かえってそう思う気持ちも理解できる。だがそれは、絶対に口にしてはいけない言葉だ。


  「何を言ってるの、卓二。あなたは最初から、おっぱいを揉もめない星の下に生まれてきたのよ」


  　操みさおがいつものように毒を吐く。けれどもそれは、あえて卓二の発言を冗談っぽく思わせて、この冷え切った空気を和ませるための措そ置ちだろう。


  「はーはっはーっ。いいぜ、もっと言えよ」突とつ如じよとして笑い声をあげたのは黒くろ井い澤ざわだ。元々痩やせ細った顔は、ここにきて一層やつれたようにも感じられる。「おまえら、何いい子ちゃんぶってんだよ？　男なら誰だって考えることだろ？　そこのチビなんざ、死体のスカート捲まくってパンツ見てたんだぜ」


  「なっ──」


  　体を硬直させたのは、見張りに立っていた小こ島じまという名の男子生徒だった。反論しないところを見ると、本当のことなのかもしれない。


  「何こいつら、マジ最悪」


  　曽そ根ね瓦がわらが吐き捨てるように言う。


  「最悪で結構。なあ、おまえ。誰の胸揉んでみたいんだよ？　俺おれが協力してやるぜ」


  　黒井澤が卓二に向かって問いかける。愚おろかな質問ではあるが、逆にチャンスでもあった。卓二がこの質問で我に返り、自みずからの言げんを撤てつ回かいすれば、まだみんなとの関係は良好になれる。


  　王おう餓がが「あいつぶん殴ろうか？」と目で言ってきたが、斗と和わは首を振ってそれを止めた。稲いな賀がはもとからこの話に加わる気はないみたいだ。低てい俗ぞくな話題だと、表情が語っている。


  　ところが卓二は急にもじもじとしはじめて、ちらりと彼女に視線を送った。


  「……青あお葉ばさん、かな？」


  「──っ！」


  　卓二の視線を受けた萌も由ゆ里りは、胸を護まもるかのように、両腕で自分の体を抱き締める。


  　斗和は灼やけるような怒りを眉み間けんに感じた。


  「キタジ、馬ば鹿かなことは言うな」


  「何が馬鹿なことなんだよ。斗和は青葉さんの胸に興味ないのかよっ！」


  　よりによってそんな質問をしてきた。不意をつかれ、斗和は返答に困る。好きな女の子の胸なのだ。興味がないと言えば嘘うそになる。だからといって、正直に口にするべきことではない。けれども本人を前にして、まったく興味がないと言うのもどうなのだろう。頭が混乱する。


  「なあ、キタジ。俺の胸じゃ、だめか？　俺の胸だったら、いくらでも揉んでいいぞ」


  　混乱した頭で考えた結果、口から出たのはそんな科白せりふだった。周囲が軽くどよめいた。


  「何言ってんだよ、斗和。そんなの意味ないじゃないか。青葉さんのじゃなきゃ、嫌だ」


  「キタジは小さい胸が好きなだけだろ？　一応俺おれもわずかだが膨ふくらんでいる。青あお葉ばと大差ない」


  「──ひぁ？」


  　なぜか萌も由ゆ里りは、両腕を交差させたままで顔を紅こう潮ちようさせた。口の端がぴくぴく痙けい攣れんしている。


  「そんなこと言ったら、俺なんてＧカップだよ。斗と和わは巨乳が好きなんだろ？　俺の胸揉もんで、満足できるのかよ？」


  「────ッ!!」


  　斗和は何も言うことができなかった。確かに卓たく二じの胸を揉んでも、まったくうれしい気持ちにはならない。それどころか、自己嫌けん悪おから自分で自分の首を絞めてしまいそうだ。


  「胸を揉むくらいで満足できるのか？　どうせなら最後までいったらどうだ？」


  　黒くろ井い澤ざわがちゃかすように言う。どうやら彼は、この混乱自体を楽しんでいる節があった。


  「えっ、いや。それはできないよ……」


  　意外にも卓二が言い渋る。


  「なんだ、びびってんのか？」


  「いや、そうじゃなくて……。は、初めては、す、好きな人に、とっておきたいから……」


  「「「「はぁ？」」」」


  　この一言で、一気に場が白けてしまった。


  「キタジ、おまえ。好きでもないのに、青葉の胸揉みたいとか言ったのか？」


  「うわっ、こいつ、マジ最悪」


  　曽そ根ね瓦がわらが嫌悪感を露骨に滲にじませた表情で、言葉を吐き捨てる。


  「なあ、一年。こいつと親友って設定、マジか？　正直、違和感あるぞ？」


  「それは僕も思っていた。今世紀最大のミステリーだな」


  　王おう餓がの科白せりふに、我関せずを決め込んでいたはずの稲いな賀がも同意する。


  「斗和くん。今からでも遅くないから、絶対こいつと友達やめたほうがいいって。マジ人望なくすよ」


  「すでにもう手遅れよ。斗和くんは知ってのとおり、リア充じゆう度が異常に高い人間ではあるのだけれども、卓二と友達になってからは、ほかに友人もできず、女子生徒に話しかけられる機会も極端に減ったわ。ネタではなく、マジよ」


  　眼鏡めがねを整えながら言った操みさおの言葉に、一同シンとなってしまった。微妙な空気が漂ただよいはじめている。責めるようでもない、憐あわれんでいるかのような視線が、いくつも卓二に突き刺さる。


  　ぽかんとしていた卓二は、自分に注がれる視線に気づき、気まずそうに頭を垂れた。ややあって、ぷるぷると肩を震わせはじめる。


  「フ、フフッ。俺は、自分が恐ろしいぜ」卓二が訳のわからないことを言いはじめた。「これが俺の持つ能力、嫉妬の怒りで爆死しろリア充・ブレイカーだ。これは俺と友達になった奴やつのリア充度を下げ、俺と同じ苦しみを味わわせる常時発動型能力パツシブスキル。俺自身にも止めることはできない」


  「うわぁ、誰も幸せにならないじゃん、その能力」


  　曽そ根ね瓦がわらが露骨に表情を歪ゆがませながら言った。


  「これが本物のクズという奴やつよ。その目に焼きつけて、反面教師にするように」


  　教師みたいに手を叩たたきながら、操みさおが一歩前に進み出た。


  「なんか目が腐りそう……」


  「曽根瓦さんの心配はもっともだわ。ごめんなさい。みんな見てはだめ。これは卓たく二じの罠わなよ」


  「くそっ、なんだよ、その扱い。斗と和わからもなんか言ってくれよ」


  　卓二がすり寄ってきたが、斗和は曖あい昧まいにごまかした。悪くなった空気を入れ換えようと、操なりに必死に努力しているのだ。事実、黒くろ井い澤ざわは居心地が悪そうにそっぽを向いてしまっている。先ほどの話題をぶり返すのは、もはや無理だろう。


  「皆の目を汚してしまったお詫わびに、ちょっと心が和むような雑学を披ひ露ろうしてあげるわ」


  　言うや、操はカウンターに置いてあったノートを一冊取り出して、マジックで何か書きはじめた。マジックを置くと、それをみんなに広げてみせる。


  　そこには『変』という文字が書かれていた。さらにその文字を、大きな丸で取り囲んでいる。フリーハンドで書いたためか、正円ではなく、やや下ぶくれの楕円になった丸だ。


  「これをしばらく眺めてちょうだい。──すると、卓二の顔に見えてくるでしょ？」


  「うっ」
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  「あっ」


  「ほんとだ。何これ、マジきもい」


  　周囲にどよめきが起こった。


  「ちょっと待て、婦ふ設樂しだら」稲いな賀がが手を挙げて、一歩前に進み出る。「それが卓たく二じくんとやらの顔に見えることは理解した。だが、どうしてそれが、心が和む雑学になるのかが、僕にはわからない」


  「ふふ、文字どおり変な顔……。ぷっ、うふふふっ」


  　稲賀の声はどうやら届いていないらしい。操みさおは我慢できないといった感じで、全身を震わせはじめた。それに伴い、ある部分が大きく揺ゆれる。


  　ぷるん、ぶるん、ぶるるんっ！


  「……おい、すげえな、あれ」


  　王おう餓がが斗と和わの肩に手を置きながら、ごくりと喉のどを鳴らす。


  「ええ、すごいですね」


  　斗和は操のぷるんぷるんから、一瞬たりとも目を離すことなく答えた。


  「なるほど、そういうことか。見事だ、婦設樂。心が和むと言ったその意味、しかと理解した」


  　稲賀が眼鏡めがねの位置を直しながら、王餓とは反対側、斗和の肩の上に手を置く。


  「ええ、心が洗われるようです」


  　斗和は、真夏の太陽の下で尊とうといものを見るかのように、目を細めて答えた。
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  「『主人公トリック』ってやつだろ？」


  　唐突に割り込んできた科白せりふに、寧ね々ね音ねはびくりと肩を震わせた。


  　それは痴漢から助けてもらった件で、斗和にお礼を言ってから、ちょうど一週間が過ぎた頃だった。


  　お礼を言った日から、斗和とはよく話すようになっていた。とりとめもない話。共通の話題があるわけではないが、なぜか心地よい空気が流れていた。


  　隣にはいつも萌も由ゆ里りの姿があった。一人でお礼を言うことができなかったので、最初に話しかけたとき、萌由里に協力してもらったのだ。以来、ごく自然に三人で話すようになった。


  　けれども三人で話していると、たまに太った男子生徒が乱入してくるのだ。斗和の中学時代からの知り合いらしいが、寧々音は正直、彼が苦手だった。


  　その理由は、教室で初めて斗和と口をきいた日、つまりはお礼を言った日に遡さかのぼる。


  「斗和。なんだよ、痴漢って。ちゃんと自分の目で見たのかよ？　最近は勘違い女が騒いでるだけのケースが多いからな。一方的に女の証言だけが認められて、こっちは人生終わるんだぜ。不公平だよな」


  　太った男子生徒が唐突に乱入してきて、このように言ってきたのだ。


  　寧ね々ね音ねは心臓が握り潰つぶされそうなほど、強いショックを受けた。助けてもらったお礼を言っただけなのに、突然割り込んできて、自分のことを「勘違い女」と言い放ったのだ。


  　急激に目め頭がしらが熱くなってくる。どうしてこんな仕打ちを受けるのだろうと悲しくなった。この人は私に何か恨みでもあるのだろうか？


  「おまえなぁ、そんな言い方ないだろ。この目でちゃんと見たし、如い何かにも悪そうなおっさんだったぞ」


  「人を見た目で判断するなよ。冤えん罪ざいかもしれないだろ？　人生台なしにされたらどうすんだよ」


  　あの人は私のせいで人生が台無しになったのだろうか？　ちらりとあの痴漢の顔が浮かんできて、寧々音は気分が悪くなった。あのときにタイムスリップしたかのように、締めつけられるような恐怖と絶望を思い出す。


  　あの日以来、ずっと思い出さないようにしていたのに、今もまた痴漢に遭あっているかのような気持ちになる。しかも萌も由ゆ里りや斗と和わの前で、嘘うそつきで他人の人生を貶おとしめる、人でなしのように言われているのだ。


  　悔くやしくて、悲しくて、惨みじめで……、「私は嘘をついていない」と叫びたかった。けれどもできない。よく知らない人に、男の人に、そんなことを言うなんて自分にはできなかった。黙って災難が過ぎるのを待つだけだ。痴漢のときと同じように……。


  　後になって、この太った生徒が中学時代いじめに遭っていたと耳にした。ならば私の気持ちがわかるはずなのに、と寧々音は恨めしく思った。


  　いじめと痴漢は似ている。守られるべき人の権利に無理やりに侵入してきて、心と体を蹂じゆう躙りんしていく。逆らうふりはできても、決して反撃することなんて許されない。まわりに自分を助けてくれる人なんてまずいない。被害に遭う奴やつが悪いんだ、という空気が流れている。


  　孤独なのだ。そしてその災難が過ぎ去ったとしても、傷だけは永遠に塞ふさがることなく、鈍にぶい痛みを与え続けてくる。


  　この日以来、寧々音はこの太った生徒が苦手になった。できれば顔も合わせたくなかった。それでも斗和の友人ということで、一度だけ勇気を振り絞って話しかけたことがある。内容はよく覚えていない。寧々音にとっては、清きよ水みずの舞台から飛び降りるような気持ちだった。


  　それは、あっさりと無視されてしまった。単なる無視ではない。酷ひどい無視のされ方。


  　あろうことか、自分が振った話題なのに、その返答を自分ではなく斗和に向かって言ったのだ。まるで寧々音など初めから存在しないかのように──。


  　いや、なまじ返答しているだけ質たちが悪い。まったく聞こえていなかったのなら、声が小さかったんだろうと諦あきらめもつくが、この場合は違った。明らかに寧々音の声が聞こえていて、それでいて無視してきたのだ。「消えろ」と言われているように、寧々音は感じた。


  　そして今日きようも、いきなり会話に入ってきて、本のネタばらしをされてしまったのだ。これには、さすがの寧ね々ね音ねも頭に来てしまった。


  「なんだよ？　主人公トリックって？」


  　意味を知らない斗と和わは、無む邪じや気きに尋ね返す。


  「だから主人公じゃないキャラを、まるで主人公のように扱うミスリードのテクニックさ。え？　ミスリードも知らないのかよ。あれだよ、読者の思い込みを利用したり、あえて事実を勘違いさせるように書く手法のことだよ。それによって読者を騙だますの」


  「読者を騙して、なんになるんだ？」


  「ぶっ。斗和、おまえ今、全国の本好きを敵にまわしたぞ。騙されるから、意外性や想像できない結末ってのがあるんだろうが。予想どおりにしか終わらない作品なんてゴミ以下だね」


  　その考え方も、寧々音とは合わなかった。好みの問題かもしれないが、単に読者を騙そうとする作品よりも、心情面で共感できる作品のほうが遙はるかに素晴らしいと思う。何度も読み直したくなる名作というのは、読者を騙すことのみに特化していないものが多い。


  「で、この『装甲悪あつ鬼きヨシヒコ』ってのは、主人公トリックの代表作でもあるんだ」


  　太った生徒が、寧々音が手に持っている本を指さして言った。昨日きのう何かのタイミングで斗和が、この本の話をしてきたのだ。向こうとしては単なる話題の一つだったのだろう。本のタイトルすら覚えていなかった。


  　けれども話の流れで読んでみたいということになり、じゃあ明日あした持ってくるね、という約束をして、今日に至った。


  　萌も由ゆ里り以外で誰かに本を貸すのは、これが初めてのことだ。しかも相手は斗和。不安と興奮で昨日はあまり眠れなかった。それくらい楽しみにしていたのに、あろうことか貸す前に、重大なネタばらしをされてしまったのだ。


  「この小説は前半部分が、山やま田だって奴やつの一人称で進むんだ。で、如い何かにも主人公って感じのテンプレに沿って行動するんだけど、中盤意外なところで死ぬんだよ。こいつを主人公だと思ってた読者はびっくりして、『え？　これからどうなんの？』ってなるわけ。普通は主人公死んだ時点で話は終わるからな。主人公は最後まで死なないっていう〝思い込み〟があるわけ。で、実は山田の友人だった『ヨシヒコ』ってのが、真の主人公だったってオチ」


  「え？　『ヨシヒコ』ってタイトルにあるじゃん」


  「いや、そうかもしんないけど、違うんだよ。タイトルは最初、全然違う意味にとられてたらしいの。これが初めて世に出たときの衝撃はすごかったみたいだぜ。しかも細かい部分にまで気を遣ってあってさ、冒頭の登場人物紹介の山田のところにも、『主人公』って記載がなかったんだ。斗和も読めばわかるんじゃないか？　まあ、俺おれも読んだわけじゃないけどさ」


  　ネットで話題になったから知ってるんだ、とどこもおかしいところはないのに、ケラケラと笑いながら付け加えた。


  　読んだこともない作品のネタばらしをする心理も、寧ね々ね音ねには理解できなかった。


  　ただ唯ゆい一いつ、「読めばわかる」という点においては同感だ。この作品を初めて読んだときの衝撃は、今でも覚えている。もう一度読みたくなって、次の日電車に持ち込んで、そして斗と和わと出会ったのだ──。


  　ヨシヒコが主人公だとわかってからタイトルを見ると、二度衝撃を受ける仕組みになっている。これは実際に読んだ者にしか理解できないことだろう。その衝撃があるからこそ、主人公の気持ちに強く共感でき、この作品を最高のモノとして楽しむことができるのだ。


  　それくらい見せ方とミスリードの手法が秀しゆう逸いつだった。前半のなんでもない主人公の言げん動どうでさえ、真実を知ってから読むと、主人公に感情移入させるための布ふ石せきであったことに驚かされる。


  　文章はまったく同じはずなのに、主人公だと知った瞬間、彼の魅力となって光り輝かがやくのだ。この技術は完かん璧ぺきな計算の上にしか成り立たない。作者の渾こん身しんの演出なのだろう。


  　だからこそ、もはや斗和に、この作品を楽しむことはできないと思う。太った男子生徒によって、この作品のおもしろさは無む惨ざんに散らされてしまった。意味を知ってしまった斗和に、あの感動を伝えることはできない。


  



  「寧々音、大丈夫？」


  　急に声が投げかけられ、寧々音は我に返った。いつの間まにか、自分がとりとめのない回想に浸ひたっていたことに気づく。


  　目の前には萌も由ゆ里りがいた。半ば仕方ないと思ってはいるが、そんなふうに彼女から言われると、やはり悲しい気持ちになる。


  「うん。大丈夫……だよ」


  　無理やりに明るく答える。そして、沈黙が落ちた。どこかぎくしゃくした空気が漂ただよっている。


  「ねえ、校長室のドアを壊したの……。あれって、なんなのかな？」


  　ややあって、萌由里が囁ささやくように訊きいてきた。


  　寧々音はちょっとだけ逡しゆん巡じゆんしたが、正直にこの能力について説明した。


  「……でさ、なんか斗和くん。その能力のこと、知ってたみたい、だよね？」


  　萌由里の視線が地面に落ちる。長い睫まつ毛げは、彼女の気持ちを表わすかのように揺ゆれていた。


  　鈍にぶい痛みが寧々音の胸を貫つらぬいていく。


  　何か言おうとするけれども、心が動どう揺ようしてしまって、うまく言葉が紡つむげない。誤解を解かなくちゃ、と思うと同時に、どこが誤解なのだろうと思った。


  　親友である萌由里に黙って、彼女の好きな男子と秘密を持ってしまった。経緯はどうあれ、それは事実なのだ。どうして萌由里に黙っていたのだろう、と今さらのように思う。どうして斗和に話してしまったのだろう、とあのときの自分を消し去りたい気持ちになった。


  「ううん、いいんだ。……ごめんね」


  　萌も由ゆ里りは寂しそうな表情を無理やり笑え顔がおに変えると、瑠る璃り色の髪をひるがえして去っていく。


  「ち、違うの……」


  　ようやく出た声はあまりにも小さく、萌由里の背に届くことはなかった。胸の痛みがジクジクしたものへと変わっていき、寧ね々ね音ねは無意識に斗と和わの姿を捜す。


  　斗和は王おう餓がと二人で、図書館の備品などを漁あさっていた。カウンターの裏で見つけた布袋にハサミやボールペン、ライターなどの小物を詰め込んだり、また布袋にハードカバーの本を入れて振りまわしたりもしていた。彼のやろうとしていることはなんとなく理解できる。戦う準備をしているのだ。


  　バリケードができあがったあと、斗和はサブの武器を持つよう提案した。長なが得え物ものをなくしてしまった場合、無手になってしまうのは避けたほうがいい、というのが彼の主張だ。


  　けれどもその意見は、多くの生徒にとって億おつ劫くうなものだった。いや正直に言えば、不吉なものに感じられた。


  　せっかく手に入れた安全が、崩ほう壊かいするのを見越したかのような彼の意見は、縁起の悪いものに感じられ、実行するのを躊躇ためらわせた。それに、さして効果が見込めない武器を、今さら手に入れてどうなるのか、という諦てい観かんの気持ちもある。


  　だから実際に行動に移しているのは、斗和と王餓の二人だけだった。斗和に同調すると思われていた操みさおは、今は卓たく二じの横で彼と一緒に本を読んでいる。ほかに本を読んでいるのは稲いな賀がだけで、黒くろ井い澤ざわと小こ島じま、永なが田たの三人は手持ち無ぶ沙さ汰たそうにしていた。見張りに立っているのは、曽そ根ね瓦がわらと菊きく池ちの二人。見張りの順番は先ほどあみだくじで決めたばかりだ。曽根瓦たちは二番目の組だったので、もう三十分以上は経過していることになる。


  　各バリケードの内側には、バリケードと平行になるようにして、盛り上がったカーテンが敷かれていた。カーテンの下にあるのは、逆向きに置かれた丸椅い子す。このカーテンを踏みつけると、椅子の脚が突き刺さる寸法だ。椅子でつくられた針山の罠わな。


  　正直、斗和はすごいな、と寧々音は思った。突とつ如じよとして化け物に襲おそわれ、多くの生徒たちが無む惨ざんに殺されていくなかで、唯ゆい一いつ理性と勇気を持って行動しているように感じられる。怖い顔の痴漢から助けてくれたことも、友人のためナイフを持った不良と戦うことも、化け物に襲われながらも他人を助けようとする行動も、自分には逆立ちしたってできやしない。


  　通り魔事件などで、犯人を取り押さえようとした人がいた、というニュースを聞いた記憶はあまりない。普通は、誰しも自分のことが大事なのだ。怪け我がをすることさえも恐れてしまう。


  　斗和は特別な人間なんだ。まるで主人公みたいだな、と思った。


  （ああ、それでか）


  　先ほど主人公トリックの話を思い出したのは、そんなことを考えていたからだ。


  　不ふ謹きん慎しんなことを想像してしまった自分に、強い嫌けん悪お感かんを覚える。まるで斗和がそうなってしまうことを暗示しているみたいだ。ぎゅっと目ま蓋ぶたと唇くちびるを閉じて、その不吉な邪じや念ねんを振り払うように頭を揺ゆさぶる。


  　斗と和わと比べて、自分はなんて惨みじめなんだろうと思った。人にはない特別な能力があるのに、役に立つどころか完全にお荷物だ。しかも役に立ちたい一心で起こした行動は、萌も由ゆ里りの心を深く傷つけてしまった。駄目だな、と思う。どんな特別な力を持っていたとしても、主人公にはなれない。駄目人間は、ずっと駄目なままなのだ。


  「みんな、静かにっ」


  　小さく、それでいて鋭するどい声が聞こえた。見張りの菊きく池ちが発した声。途端に緊迫した空気があたりを包み込む。


  「白い奴やつだ」


  　菊池が小声で囁ささやく。それを聞いて、誰もが呼吸までも押し殺そうとする。皆自然と中央に集まりはじめた。見張りの二人はそこから動けない代わりに、モップを握り直すことで不安な気持ちを鎮しずめようとする。


  　寧ね々ね音ねはふと、青髪ショートのことが気になった。


  　外界との接触を断たってカウンターの戸棚に身を潜ひそめた彼女は、外の状況を知らない。今まではずっと静かにしていたが、何かの拍子に騒ぎ出したりしないだろうか。声を出さないよう伝えるべきかどうか、寧々音は迷いながらも、彼女のいる場所に視線を送った。


  　──そして、それに気づく。


  　いつの間まにかカウンターの裏側、戸棚の前付近の床ゆかに、真っ黒な染みが広がっていた。形は正円。まるで床下から墨ぼく汁じゆうが染み出してきて、水溜まりをつくったかのようなそれは、どんどん大きさを増していく。


  　ぞわり、と何かが背筋を駆かけ上っていく。決定的な死の感触がそこからあふれ出してくるみたいだ。


  　それは、錯さつ覚かくでもなんでもなかった。


  　人一人が通り抜けられるほどの大きさになると、中からごわごわしたワカメみたいなモノが浮き出てくる。続いてやけに薄汚れたセーラー服と、ずんぐりとした体型が現れる。


  　ぬしゃぼっちだ。


  　──寧々音は唐突に、それを悟った。


  　これは異能の力。奴は自分と同じ特別な能力を持っている。


  　下から天井を突き破って現れたのではない。現にぬしゃぼっちが現れたあと、黒い円は消え去り、前と変わらない木目張りの床が残っていた。あの黒い円は物理法則をねじ曲げ、奴をどこか違う場所から転移させてきたものなのだ。


  　寧々音は全身が粟あわ立だつのを感じた。ただでさえ強力な化け物が、異能力まで兼ね備えているのだ。ただの人間である自分たちに、太た刀ち打うちできるとは思えない。


  　突然のことで頭が混乱して、寧々音は声をあげることすらできなかった。


  「ぬしゃぼっち、ミつけるの、トクイ」


  　そう呟つぶやくと、ぬしゃぼっちは、なんの躊躇ためらいもなく戸棚を引き開ける。


  「だから開けないでって──」


  　次の瞬間、忌いま忌ましげに睨にらみつけてきた青髪ショートの目が、驚きよう愕がくに見開かれた。


  



  
    ＊　＊　＊

  


  



  　斗と和わは慎重に、バリケードの隙すき間まから廊下を見通せる位置まで移動した。曽そ根ね瓦がわらがちらりと不安そうな表情を向けてきたので、口の前に指を立ててから小さく頷うなずき返す。


  　ペタペタは廊下のほぼ中央にいた。正面玄関のある位置。渡り廊下を通ってくれば、もう少し早い段階で見張りが声を出すはずだ。ということは奴やつは正面玄関から現れたのだろうと、斗和は推測する。


  　ペタペタは、こちらへ向かってきている。その足取りは音がしないほどゆっくりだ。誰もいない廊下を、真っ白な巨体がゆっくりと歩いてくるさまは、見る者に異様な恐怖を植えつける。


  　奴はまだ、こちらを認識していない。


  　それはペタペタの足取りからも明白だった。このまま静かにしていれば、奴は気づかず通り過ぎていくはずだ。斗和は瞬まばたきをするのさえ惜しみながら、渇いた唇くちびるを舌で濡ぬらす。


  　と、そのときだ。


  「いやああああああアアアアアアアアアッッッ[image: ]」


  　絶叫が図書館内に響き渡った。


  　驚いて声のしたほうを見る。今の状況で声をあげるのは自殺行為だ。誰がこんな馬ば鹿かな真ま似ねを──。そう思うと同時に、直感に似た何かが、異常な事態が起こったことを警告してくる。ただの叫び声ではない。そこには恐怖以上に逼ひつ迫ぱくしたモノが含まれていた。


  　斗和は我が目を疑った。


  　図書館の西側、カウンターの裏側に、いつの間まにかぬしゃぼっちがいたのだ。奴の両手には必死に逃げ出そうとする青髪ショートが掴つかまれている。


  「いやああああッッ！　助けてぇっ！　助け──あががっ、ガガガガガッッ！」


  　彼女の悲鳴は途中から、うがいをするかのような濁だく音おんによって掻かき消された。口の中から大量にあふれ出た鮮せん血けつが、彼女の青白い死人のような肌はだを赤く染め上げていく。


  　ぬしゃぼっちが彼女の左肩を大きく食い千ち切ぎったのだ。だらりと袈け裟さ切ぎりにあったかのように、青髪ショートの左腕が垂れ下がった。


  「うわあああああああぁッッ！」


  　悲鳴が爆発する。突とつ如じよとして内側に現れた人食いの化け物に、皆平静を保つことなどできなかった。さらには残酷な追い打ちがかけられる。


  　ぺたぺたぺた──。


  　今度は廊下側から、凄すさまじい足音が聞こえてきたのだ。斗と和わは絶望を感じながらも、廊下のほうへ視線を戻す。


  　猛烈な勢いで、ペタペタが迫ってきていた。完全にこちらの位置を把握している動きだ。興奮した犬のような勢いで走り寄ってくる。


  「無理無理、絶対無理ッ！」


  　言うや、曽そ根ね瓦がわらがバリケードの前から撤てつ退たいする。無理もない、と斗和は思った。それくらいペタペタの突進には鬼き気き迫せまるものがある。


  「持ち場を離れるなっ！　バリケードを信じるんだ！」


  　稲いな賀がが叫ぶ。だがその科白せりふが、一人の生徒の生死を分けた。曽根瓦に続いて逃げ出そうとした菊きく池ちは、思いとどまって足を止めてしまったのだ。


  　当初の予測では、ペタペタはバリケードの前で立ち止まるはずだった。だが奴やつには微み塵じんもそんな気配がない。それどころか、さらに勢いを増してくる。


  　──やばい。斗和は咄とつ嗟さに横に飛んでいた。


  　次の瞬間、バリケードは鉄てつ砲ぽう水みずに押し流される木製の柵のように、あっけなく崩ほう壊かいした。ほぼ垂直に吹き飛ばされた本棚の山に、菊池の体は無む惨ざんにも押し潰つぶされてしまう。


  「ば、か……な？」


  　稲賀が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


  　図書館は一瞬にして騒然となった。一気に阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図となる。


  「動くなっ！」


  　誰かが叫ぶ。


  「逃げろ、喰くわれるぞッ！」


  　違う誰かが叫ぶ。


  　足音を立てればペタペタに襲おそわれ、止まればぬしゃぼっちに喰い殺される。生き残る術すべがあるとすれば、一つだけだろう。斗和は瞬時にその可能性に思い当たった。


  　ちらりとペタペタの様子を見る。階段の勾こう配ばいに合わせて、図書館の入り口の天井も斜めに下がっている。そこに吹き飛ばされた本棚の山が乱雑に積み重なり、第二のバリケードと化していた。ペタペタが侵入してくるまで、もう少し時間がある。


  「うおおおおおおぉッ！」


  　掛け声と共に、斗和は突進した。


  　今まさに、寧ね々ね音ねに襲いかかろうとしていたぬしゃぼっちに向かって、体重の乗ったモップの突きを撃ち放つ。


  　生き残るためには、これしかないと思った。先にぬしゃぼっちを倒し、ペタペタをやり過ごすのだ。


  「ぎゃっ！」


  　濁にごった声をあげて、ぬしゃぼっちが飛び退のく。猿のように跳びはねて、カウンターの上に退避し、斗と和わの一撃をかわした。


  「──ッ！」


  　予想外の結果に、斗和は内心で焦あせった。愚ぐ鈍どんなイメージからは想像もつかないほど、素早い動きだ。前に操みさおの一撃が決まったのは偶然だったのか、または武器の特性を学習されてしまったのか、とにかくまずい状態だ。


  　寧ね々ね音ねを庇かばうようにしてモップを構え直し、遠巻きに見守る生徒たちに向かって叫ぶ。


  「先にこいつを倒す！　急げばまだ間まに合います！」


  　その意味を何人が理解したのだろうか。生徒たちに動きはない。武器を手に持ったままの状態で固まっていた。積極的に戦おうとする者はいない。それどころか──。


  「うわあああああああぁッ！」


  　永なが田たが逃げ出した。東側にある非常口のドアを開け、外へと飛び出していく。


  「馬ば鹿かッ！」


  　斗和は思わず叫んでいた。戦わず逃げたことに、ではない。猫ねこ蜘ぐ蛛もというもっとも強大な化け物が徘はい徊かいするエリアに、自みずから飛び出していったことに対してだ。願わくは無事でいてほしいと思った。


  「お、……マエ？」


  　突とつ如じよとして発せられた言葉に、斗和ははっとなって正面を見る。カウンターの上で蛙かえるのような姿勢でしゃがんでいたぬしゃぼっちが、ぷるぷると肩を震わせていた。


  「ぼっちじゃなかった……、ぼっちじゃなかった……。ダマしたなアアアァッ！」


  　咆ほう哮こうと共に跳ちよう躍やくする。カウンターから飛び降り、猛然と卓たく二じに向かって突進していった。


  「な、なんでだよっ！」


  「あら、意外なモテキね」


  　必死に逃げ出す卓二を護まもるように後を追いながら、操が軽口を叩たたく。


  「こっち来んじゃねえよ、デブ！」


  　卓二の前を走っていた黒くろ井い澤ざわが、手に持っていたモップを振りまわした。それが当たったわけではないが、突然のことでバランスを崩した卓二が転倒する。すぐに立ち上がろうとするが、恐怖で体が竦すくんでうまく動けないらしい。尻しりをついた状態で後ずさりをはじめた。


  　だが、そんな速度ではぬしゃぼっちを振り切ることはできない。あっという間に距離が縮まっていく。そんな卓二と化け物の間に、一人の女子生徒が割って入る。


  「別にそこの汚物がこれ以上汚きたなくなろうと構わないのだけれども、変な病原菌が蔓まん延えんしたら嫌だから、仕方なく阻そ止ししてあげるわ」


  　操だった。彼女は持っていたモップを振り上げて、ぬしゃぼっちに叩たたきつける。


  「だめだっ！」


  　斗と和わは反射的に叫んでいた。長なが得え物ものは突いてこそ、その利点を最大限に生かすことができる。振りまわせば、その有効性が途端に薄れてしまう。


  「ぬしゃ、キャッチ」


  　案の定、彼女の一撃は、ぬしゃぼっちの通常の人間より二まわりも大きい手によって、掴つかまれてしまった。操みさおの目が驚きよう愕がくに見開かれる。だが──。


  「そこっ！」


  　おかげで斗和は、ぬしゃぼっちに追いつくことができた。再度突きを撃ち放つ。その鋭するどい一撃は、振り向いた形となった奴やつの脇わき腹ばらへ、深々と突き刺さる。生々しい感触がモップを通じて手に伝わってくる。無機質でもない、単に突いただけでもない。生き物の肌はだを突き破ったという、命の侵害を自覚させる感触。


  　獣けもののような咆ほう哮こうをあげるぬしゃぼっちが、突き刺さったままのモップをがっちりと掴む。


  　しまった、と斗和は思った。


  　すぐに抜いて、再び突きを喰くらわせるべきだった。一撃が決まったことへのさまざまな思いが、反応を鈍にぶくしていた。その隙すきに得え物ものを掴まれてしまったのだ。


  「ウワアアアアッッッ！」


  　ぬしゃぼっちが脇腹のモップを振り払う。凄すごい力だ。握っていたモップの柄えに胸の下を押されるような形で、斗和は数メートルほど放り投げられてしまった。針山の上に落ちなかったのは不幸中の幸いだ。


  　その隙に奴は、正面の操に襲おそいかかろうとする。


  　だが次の瞬間、鈍い音と共に、ぬしゃぼっちの体が吹き飛ばされる。奴をぶん殴るのに使われた消火器と一緒に、盛り上がったカーテンの針山に突っ込んでいった。


  「──ったく、かわいげのねえ一年だぜ」男子生徒が手をひらひらさせながら言った。「ちったぁ、びびったり怯おびえたりしろよ。普通の俺おれらが、単なるヘタレに思えて仕方ねえだろうがっ！」


  「王おう餓が先輩っ！」


  　操の危機を救ったのは王餓だった。ハンマー投げの要領で振りまわした消火器によって、ぬしゃぼっちを殴り倒したのだ。


  「あれだ。今わかったことだが、消火器はぶん殴るようにはできていねえ。すげー持ちにくい。消火器を武器に使う漫画があったら、リアリティねえって言えるくらいには理解した」


  　へへ、と斗和に向かって不敵な笑いを浮かべた王餓は、次の瞬間真剣な表情をして、ぬしゃぼっちを睨にらみつける。つられて斗和も奴を見た。


  　ぬしゃぼっちは丸椅い子すを押し退のけるようにして、カーテンの上に転がっている。浅い角度で突っ込んだため、椅子の脚が体に突き刺さったりはしていない。


  　それでも消火器の一撃は想像以上に効いたらしい。立ち上がろうとするぬしゃぼっちは、体にうまく力が入らないようで、生まれたての子こ鹿じかのような動きで何度か膝ひざを床ゆかにつける。誰がどう見ても、とどめを刺すチャンスだ。


  　王おう餓がはツカツカと歩み寄り、床に転がっていた消火器を再び手に取る。針山に突っ込んだあと、こちら側へ転がってきていたモノだ。


  「ちょっくら前ぜん言げん撤てつ回かいだ。ぶん殴るようにはできちゃいねえが、とどめを刺す武器としては、結構役に立つ、かもだ」


  　ぬしゃぼっちの前に仁に王おう立だちになると、王餓は高々と消火器を持ち上げた。


  　そこには確かに油断があった。決して敵かなわないと思っていた化け物相手に、優位に立ったという気持ちもあっただろう。これが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだという想おもいもあったはずだ。


  　それが致命的なミスとなる──。


  　最初にそれに気づいたのは斗と和わだ。圧倒的に有利な状況なのに、言葉にできない不吉な予感が五感を刺激してきた。


  「王餓先輩っ！　逃げるんだッ！」


  　意味もわからず叫んでいた。王餓のほうも意味がわからなかっただろう。咄とつ嗟さに逃げ出すようなことはしなかった。


  　次の瞬間、鈍にぶく不快な、──絶望の音がした。みんなの息を呑のむ気配が伝わってくる。


  「なん、……だと？」


  　王餓が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


  　鈍い音を立てて、消火器が床の上に落ちた。


  　ふらふらと二、三歩よろけながら後退し、王餓は崩れるようにして仰あお向むけに倒れ込む。突き出たそれのせいで、すぐに横向きになった。


  「くっそ、い、痛って……」


  　掠かすれた声で悲痛な声をあげる王餓の腹部には、丸椅い子すの脚が深々と突き刺さっていた。四本の脚のうち、二本が腹部を貫かん通つうし、残りは脇わき腹ばらの横を抜けている。


  　カーテンの下に置いてあった丸椅子だ。ぬしゃぼっちがカーテンの下からはみ出ていたそれを掴つかみ、王餓の腹部に押し当ててきたのだ。わざと椅子の脚が突き刺さるようにして──。


  　敵の侵入を防ぐ目的でつくったそれは、王餓の命を削る凶器として使われてしまった。


  　その隙すきにぬしゃぼっちは、カーテンの下に体を潜もぐり込ませる。隠れたつもりなのか、と訝いぶかしく思う斗和の目の前で、信じられないことが起こった。


  　ぬしゃぼっちの体の大きさに盛り上がっていたカーテンが、次の瞬間、平らになってしまったのだ。まるで中の化け物が消えてしまったかのように──。


  　斗和は慌あわてて駆かけ寄った。先に王餓のほうへ行きたいという強い気持ちもあったが、今はぬしゃぼっちの居場所を知るほうが先決だ。


  　奴やつが隠れたカーテンを捲まくり上げる。やはり化け物の姿はどこにもない。ぬしゃぼっちの体で跳ね飛ばされた椅い子すが、カーリングのストーンのように、乱れた状態で並んでいるだけだ。当然椅子の間に隠れるような場所はない。忽こつ然ぜんと、奴やつは図書館から消えてしまっていた。


  「う、ううっ……」


  　王おう餓がの苦しげな声が聞こえて、斗と和わは我に返った。急いで王餓のもとへ駆かけ寄って、傷の具合を確かめる。


  　それは、絶望的な現実だった。


  　直径が二センチほどもあるスチール製の棒が、二本も腹部を貫かん通つうしていた。傷口のまわりは鮮せん血けつが滲にじみ出ていて、真っ白な夏服を瞬時に赤く染め上げている。


  　王餓の顔は蒼そう白はくで、口元からは血が流れ落ち、急激に体温が低下していた。絶望的な情報だけが飛び込んでくる。うまく臓器の隙すき間まを抜けていれば、助かる見込みもあるとは聞くが、素しろ人うと目めにはどう見ても致命傷にしか思えない。


  　それにしても、と斗和は憤いきどおった。どうして誰も王餓に駆け寄ろうとしないのか。


  　そんな斗和の疑問に、無機質な音が返事をする。


  　ぺた、ぺた──。


  　はっとして顔を上げた斗和の前に、真っ白な巨体が映る。奴はいつの間まにかバリケードを突破して、図書館内に侵入を果たしていたのだ。


  　針山の効果があったのか、入り口前の針山を避けるようにして、大きく迂う回かいしたような場所に奴はいた。そして今は、まっすぐに斗和のほうへと向かってきている。


  　斗和は静かに移動をはじめた。奴が音に反応するというのなら、音を立てず移動すれば、奴から逃げられるということだ。だが──、


  「うっ」


  　斗和は王餓の腕に肩をまわし、彼を連れていこうとしていた。けれども傷が痛むのか、王餓が苦く悶もんの声をあげる。それだけではない。彼の呼吸は荒く、力の入らない体を引きずっているため、床ゆかを擦こする音が響いている。背負うという選択肢もあるが、腹部にある椅子がどう見ても邪魔だ。けれどもこれを引き抜くことはできない。引き抜いた途端血が噴き出してきて、一瞬にして王餓の命を奪ってしまうだろう。


  「おまえが……、俺おれの立場、だったら……どう、する？」


  　王餓が苦しげに問いかけてくる。こんな状況で話しかけてくる王餓に動どう揺ようしたが、彼の弱々しい瞳ひとみの奥に強い意志があるような気がして、斗和はその言葉の意味を考えた。


  　俺の立場とは、致命的な怪け我がを負って動けない状態だろう。


  　もしも王餓ではなく、自分がそうであったらなら──。


  　斗和は驚いて、王餓の顔をまじまじと見る。彼はにやりと笑ってみせると、「やっぱりな」と呟つぶやいた。


  　そうしている間にも、ペタペタは迫ってきている。もうすぐ奴の射程圏内だ。


  　王おう餓がは斗と和わを突き放すようにして、一人でペタペタの前に立ちはだかった。斗和には止めることができなかった。それしかないと、わかってしまったからだ。


  「おい、化け物っ！　おまえの、相手は……、俺おれだああああああッッ！」


  　王餓が最後の力を振り絞って叫んだ。その声に反応するようにして、ペタペタが王餓の足を掴つかむ。王餓は一瞬崩れ落ちそうになったが、なんとか耐えた。


  「王餓、先輩……」


  　斗和は胸が引き裂かれる思いだった。王餓とはよい友人になれる気がしていた。頼りがいのある先輩だとも思っていた。今日きよう会ったばかりなのに、一番自分に同調してくれたのも彼だ。


  　そんな彼を見殺しにしてしまった。その選択肢を受け入れてしまった。自分にもっと力があれば──。


  　それだけではない。ペタペタ対策でつくった針山が、結果的に王餓の命を奪ってしまった。ぬしゃぼっちを先に倒すという甘い考えが、今のこの状況を生んでいる。全部、自分の責任だ。自分の判断ミスが、王餓を殺したのだ。


  「おい、変な勘違い、……すんじゃねえぞ。誰にもできねえ……ことができなくとも、なんら気に病む、必要は……ねえ。おまえは、よくやっている。……誇って、いいぜ」王餓は、にやりと口元を歪ゆがめると、親指を立ててきた。「一年、……生きろ、よ。前だけ向いて、生き抜け」


  　斗和は王餓の目を見つめたまま力強く頷うなずくと、みんなに向かって叫んだ。


  「今のうちに、逃げ出すんだッ！」


  　斗和の声に弾はじかれるようにして、まず黒くろ井い澤ざわが逃げ出した。続いて小こ島じま。ほかの生徒たちは斗和の様子を気遣うような素そ振ぶりを見せたが、操みさおに促うながされる形で全員がその場を後にする。一人だけ離れた場所にいた寧ね々ね音ねが、若じやつ干かん遅れ気味になっていた。


  「──では、行きます」


  　なんと声をかけてよいか迷ったあげく、結局口にできたのは、そんな無機質な言葉だった。情けなくて恥ずかしくて、忸じく怩じたる思いが胸を締めつけている。


  「ああ、それで……いい。あと、……カッターナイフ、くんねえ……か？」


  　カッターナイフ？　何に使うのだろうと、斗和は訝いぶかしく思った。おそらくペタペタには意味がない。ほかに使い道があるとしたら──。


  　斗和はその可能性に思い至り、そして胸が張り裂けそうになった。だが、どうすることもできない。それが王餓の選んだ選択ならば、いや自分のミスで彼が選ばざるをえなかった選択肢ならば、自分には拒否する権利がない。


  　斗和は、自分がどうにかなってしまったのだと思った。人間として大切な何かが、ぼろぼろと剥はげ落ちていく。この凄せい惨さんな現実は、醜みにくい自分の姿さえもさらけ出させてしまう。


  　斗和は布袋からカッターナイフを取り出し、王餓に手渡す。サブの武器を持とうと、先ほど王餓と一緒に集めたものだ。まさか、こんな使い道になるとは夢にも思わなかった。


  　手と手が触れ合う。王おう餓がの手は冷たかったが、それでもまだ生命の息吹が残っていた。


  「じゃあな、……斗と和わ。……諦あきらめん、なよ」


  　それが斗和が耳にした、王餓の最さい期ごの言葉だった。


  



  （くそ、くそぉっ！）


  　内部から滲にじみ出る感情に押されるようにして、斗和は渡り廊下を疾しつ走そうする。電灯が誘導灯のように、皆の行き先を教えてくれる。教室棟を抜け、特別教室棟へと続く渡り廊下で、最後尾を走る寧ね々ね音ねに追いついた。


  「大丈夫か？」


  　斗和は、一度後ろを確認してから言った。当然ペタペタの姿はない。ここまで離れたのなら、音を立てないようにしたほうがよいだろうと思って立ち止まる。


  「あ、……うん」


  　同じく立ち止まった寧々音の息は荒い。片手で胸を押さえるようにして、激しく肩を上下させている。


  「斗和くんも、……大丈夫？」


  　上目遣いで心配そうに尋ねてくる。それが何を意味しているかは明白だ。自分は今、どんな顔をしているのだろうと思った。


  「ああ、大丈夫だ」言って、斗和は寧々音の腕を掴つかんだ。「少し急ごう。みんなと離れないほうがいい。足音には注意しろ」


  「あ、あの……」


  　寧々音が何か言おうとしたが、斗和は無視した。最悪だと思った。イライラした気持ちを彼女にぶつけている。


  　特別教室棟の廊下には、萌も由ゆ里りたちの姿があった。彼女たちの位置からは、渡り廊下を見通すことができる。斗和の姿を見て足を止めたのだろう。あるいは寧々音を心配してか。萌由里と操みさお、卓たく二じと曽そ根ね瓦がわらの四人が廊下の中ほどで、こちらの様子を窺うかがっている。


  「待って、斗和くん」


  　特別教室棟へ入ったタイミングで、寧々音が鋭するどい声をあげた。そして普段の彼女からは想像もつかないような強い力で、斗和の手を振り解ほどく。


  　びっくりして、まじまじと寧々音を見る。


  　彼女はビクッとなって、いつもの申し訳なさそうな表情を浮かべて、目を逸そらした。


  「どうかしたのか？　痛かった？」


  　寧々音はぷるぷると顔を振った。


  「だめ……だよ」


  「え？」


  「斗と和わくんは、萌も由ゆ里りちゃんを……大切に、して」


  　ぎゅっと胸の前で腕を抱き寄せるようにして、寧ね々ね音ねが告げる。


  　その言葉を頭の中で反はん芻すうした斗和は、意味を理解すると共に呆あきれた気持ちになった。けれども、その感情をぎゅっと抑え込む。


  「こんなときに、何を言ってるんだ？」


  「こんなとき、だから……だよ。こんなとき、だから……、斗和くんは、萌由里ちゃんのことを、もっと気にかけて……あげて」


  「わかっている」


  「わかってない。わかってない……よ。萌由里ちゃんも、女の子なん……だよ。不安で、仕方ないん……だよ。斗和くんは、萌由里ちゃんを、選んだん……だから、私なんかを気にしちゃ、だめ……だよ」


  「赤あか峰みね、今はそんな状況じゃないんだ。ちょっとの判断ミスで人が死ぬ。あっけなく人が死んでしまうんだっ！　俺おれだって、赤峰だって、青あお葉ばもっ！　みんなっ！　そんな感情で物事を判断している場合じゃない。青葉だってきっとわかっていてくれている。変に気にしすぎだ。これ以上誰も死なせたくない。それのどこが間違っているっ！」


  「間違ってる……とか、そんなんじゃ、ない……よ。人の気持ちは……そうじゃない。やっぱり、斗和くんは……わかって、いない……よ」
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  　寧ね々ね音ねが洟はなを啜すする音が聞こえてきた。必死に我慢しようとしているみたいだが、感情があふれ出て、ぽろぽろと両頬ほほを伝わっている。何をやってんだ、という脱力感が斗と和わを襲おそってくる。


  　気まずくなって、ふと視線を落とした。


  　そして、それに気づく。


  　寧々音の背後、廊下の床ゆかに、丸くて黒い染みが広がっていた。


  （──なんだ？）


  　斗和は反射的に上を確認した。何かが滴したたり落ちてきていると思ったからだ。けれども天井はきれいなままだった。


  　再び床に視線を落とすと、その染みがさらに大きくなっている。


  　──ぞわり、とした感覚が全身を駆かけ上っていく。


  「赤あか峰みねっ！」


  　叫ぶと同時に、彼女の襟元を掴つかんで自分のほうへと引き倒す。体重の軽い彼女は、まるで飛ぶようにして斗和の横を通り過ぎ、廊下の上に倒れ込む。すれ違う際、彼女が咄とつ嗟さに掴んだのだろうか、斗和が肩に掛けていた布袋も一緒になって廊下に転がった。中に入っていた小物類が、乾いた音を立てて散乱する。


  　寧々音を自分のほうへと引き倒したため、ワルツを踊ったみたいに、彼女との位置が入れ替わってしまった。ぎゅっと足に力を入れ、その場から離脱しようとする。


  　その瞬間、左腕に強い圧力を感じた。見ると、黄緑色の手が自分の腕を掴んでいた。


  「ぬしゃぼっちか？」


  「──くっ！」


  　斗和は咄嗟に振り払おうとするが、想像以上の力だ。まるで空中に縫ぬいつけられたかのように、ぴくりとも動かない。


  　ぬしゃぼっちが、今度は右腕を掴もうと左手を伸ばしてくる。奴やつの得意パターン。両手を掴まれたら最後、後は頭から丸齧かじりにされるだけだ。


  「うおおおおおおおおッッッ！」


  　斗和は咆ほう哮こうと共に、足でぬしゃぼっちの左手を蹴けり上げた。そして無防備になった奴の顔に、右みぎ拳こぶしを叩たたき込む。


  「あ、エッ？」


  　何が起こったのか、わからなかったのだろう、ぬしゃぼっちが間まの抜けた声をあげた。


  　さらに拳を叩き込む。一発、二発。拳に伝わる感触は、源みな本もとを殴ったときと同じものだ。奴の低い鼻の穴から、真っ赤かな血が滴り落ちる。


  「喰くらえッ！」


  　とどめとばかりに大きく振りかぶって、右フックを撃ち放つ。だが、それを待っていたかのように、奴が口を開く。


  　斗と和わは咄とつ嗟さに急ブレーキをかけた。ほぼ同じタイミングで、奴やつの口が閉じられる。危なかった。手を止めるタイミングがあと少し遅ければ、斗和の右腕から先は、今頃この化け物の腹の中だ。


  　これを機にして、ぬしゃぼっちがようやく反撃しようと、左手で掴つかみかかってくる。


  「させるかッ！」


  　斗和は素早く手首を殴りつけ、それを弾はじき飛ばす。そして再び無防備となったぬしゃぼっちの体に、打撃の嵐あらしを浴びせる。顔を殴るのは危険だ。なので脛すねを蹴けり、鳩みぞ尾おちを殴り、脇わき腹ばらを蹴り上げ、力の限り肋ろつ骨こつを殴りつけた。


  「イタイ、イタイッ」


  　ぬしゃぼっちが声をあげる。だがそれは、斗和を勢いづかせるものだった。ダメージが確実に届いている。自分のこの手が、じわじわと命を刈り取っていく。手足を通して、奴の皮や肉、骨などが軋きしみ、破壊されていくのがわかる。


  　──このまま、殴り殺す。


  　斗和の精神は、その一点に向かって統一されていく。暴力による良心の呵か責しやくなどありえなかった。残忍な心が拳こぶしを振るう原動力となっていた。その一言を耳にするまでは──。


  「──なんで、こんな酷ひどいことするの？」


  　それは幼おさない子供の声だった。無む邪じや気きなトーンで、それでいて暴力に怯おびえる無む垢くな声は、斗和の理性に訴えかけた。目の前の化け物は、無力な子供のように震えていたのだ。


  　──何をやってるんだ、俺おれは。殴り殺そうとしたのか？　この手で。


  　突とつ如じよとして去きよ来らいした罪悪感に、体の動きが止まる。思えば、こんな大きな生物を殺した経験など、斗和にはなかった。


  　その一瞬の隙すきをついて、ぬしゃぼっちの左手が、斗和の右腕を掴み取る。


  「しまったッ！」


  　斗和は必死に振り解ほどこうとしたが、まったく動かない。あの猛攻の中でも、ぬしゃぼっちの手が離れることはなかった。それくらい奴の力は強い。両腕は完全に塞ふさがれてしまった。


  　それだけではない。奴は斗和を地面に押しつけるみたいに、力を入れてきている。脆ぜい弱じやくな人間の筋力では抗あらがうことすらできなかった。斗和は跪ひざまずくような格好で、床ゆかに押さえつけられている。蹴りを放つこともできない。


  　──もはや、これまでか。


  　斗和は覚悟を決めた。どうあがいても、この状況を逃のがれる術すべはない。


  「赤あか峰みねっ、今のうちに逃げろッ！　すぐにこいつがやってくる！」


  「──ッ！　そんなの……」


  「早くするんだッ！」


  　彼女が何か言う前に、斗和はたたみかけた。もはや一刻の猶ゆう予よもない。目の前の化け物はにやりと口元を緩ゆるめると、ばかっ、と盛大な音を立てて、鮫さめのような歯の生える口を見せつけてくる。何人もの生徒がこれに捕食され、今から自分もその一員となってしまうのだ。


  「キタジ、みんなを頼んだぞっ！　男なんだから、しっかりしろよッ！」


  「斗と和わぁああああッ！　くそっ、邪魔するなッ！」


  　遠くで卓たく二じの声が聞こえてきた。おそらく、操みさおが制止したのだろう。それでいい、と斗和は思った。卓二のことを第一に考える。それでこそ、婦ふ設樂しだら操だ。それにどのみち、あの距離からでは間まに合わないだろう。


  　自分はせめて、立派に散ろうと思った。恥ずかしいという気持ちからではない。みんなに動どう揺ようを与えたくなかったからだ。何もできなかった自分が、最さい期ごにみんなにしてやれることといえば、それくらいしかない。


  　まっすぐに、自分の命を消し去ろうとする奴やつの口こう蓋がいを睨にらみつける。決して目を逸そらさないと覚悟を決めて──。


  （王おう餓が先輩、すいません。せっかく助けてもらったのに──）


  　斗和は心の中で、王餓に謝った。


  「斗和ああああぁッ！」


  「斗和くんッ！」


  　卓二と操の声だ。操もこんな声を出すんだなあ、と斗和は呑のん気きなことを思った。


  （さよなら、キタジ。操先輩──）


  「いやああああああぁッッッ！」


  「斗和……くんっ！」


  　曽そ根ね瓦がわらと寧ね々ね音ねの声。彼女たちの悲痛な叫びが胸を締めつけてくる。


  （さよなら、曽根瓦さん、赤あか峰みね）


  　そして、大切な人のことを想おもう。


  （さよなら、青あお葉ば──）


  　斗和の視界を、ぬしゃぼっちの口が覆おおい尽くす。


  　その瞬間、斗和の脳のう裏りに浮かんだのは、師匠のことだった。


  　横顔の記憶。がっしりとした背中は頼りがいがあって、自分の目標でもあった。


  　師匠が自分にいろいろと教えてくれたのは、なんらかの期待があったからでは、と子供心に興奮したものだ。


  　結局自分は、師匠にはなれなかった。


  



  　──ごめん、師匠。


  



  　そして鋭するどい刃が首の肉を貫つらぬき、鮮せん血けつが斗和の制服を汚した。
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  あとがき


  



  　本作『俺が生きる意味レゾンデートル』のアイデアを思いついたのは、もう十五年以上も前のことだ。この頃の僕は、物語を空想したりはしていたけれども、実際に小説を書いたことはなかった。


  　当時のタイトルは『降こう臨りん都と市し』。都市に人喰いの化け物が降りてくるという都市型パニックホラーで、人間が知恵と団結力によって倒していくというコンセプトで考えていた。


  　小説を書くようになって、一度この作品を書き上げてみようとしたのだが、内容を詰め込み過ぎたのと、勉強したばかりの生物学の知識に引っ張られるという、なんとも情けない初歩的なミスが原因だ。それに、パニックホラーと異能力モノは同時に成り立たないのでは？　と悩んでいたのもある。


  　再びこの作品を書こうと思ったのは、デビュー後、とある作品に出会ったからだ。


  　貴き志し祐ゆう介すけ氏の『新しん世せ界かいより』である。この作品は異能力モノでもパニックホラーが成り立つという可能性を示唆してくれた。まさに〝想像力こそが世界を変える〟である。


  　さっそく僕は、『降こう臨りん都と市し』の改稿をはじめた。前に挫ざ折せつしているので、当然そのままでは使い物にならない。設定を最初から練り直し、プロットもゼロから仕上げ、登場人物も一新した。エグい部分は極力薄くし、専門的な内容を削り、三角関係というテーマを物語の基き幹かんに据えた。引き続き登場しているのは猫ねこ蜘ぐ蛛もとペタペタ、妹の一いち花かだけだ。


  　ほとんど別モノとして生まれ変わった本作を前担当編集に提出したところ、タイトルを『俺が生きる意味レゾンデートル』に変え、皆さんへ届けることができた。うれしい限りである。


  　なおこの一巻目は、編集曰いわく、「日本よ、これが続きが気になる終り方だ」らしい。続きが気になって悶々とされた読者がいたら申し訳ない。幸いにも「続きが待てない」という編集部の意向により、連続刊行という作者の都合を考えないスケジュールが決定した。本編の続きは来月発売となるので、引き続き楽しんで頂けたら非常に光栄である。


  



  　次に謝辞を。今のご時世、このような作品を出すことができたのは、ひとえに編集長ならび具志堅様の寛容なお心によるものと思っております。誠にありがとうございます。また、今回から担当になって頂いた江橋様。連続刊行つきのキラーパスを受け取ったにもかかわらず、笑顔で華麗に対処して頂き、感謝の気持ちでいっぱいです。素晴らしいイラストで本作を魅力的に演出してくださった、しらび様。「ラノベは萌えだけじゃないんだぜ」のフレーズに共感して頂いたこと、胸が熱くなる思いでした。また、本作を執筆するにあたり、協力してくださった家族、友人、知人の皆様にも、深く感謝いたします。


  　最後に、手に取って頂いた読者の皆様に、刺激と興奮を提供できましたら幸いです。


  
    二○一三　春　赤月カケヤ

  


  赤月カケヤ


  Kakeya Akatsuki


  



  熊本県出身、福岡市在住の双子座Ｂ型。兼業作家で一児の父。最近の悩みは、ほかの作品を楽しむ時間が極端に減ったこと。作家として心がけていることは、自分と自分の作品を愛しすぎないこと。何事もバランスが大事。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  俺が生きる意味レゾンデートル１　放課後のストラグル


  



  ２０１３年５月31日　電子書籍版発行


  著　者　赤月カケヤ


  発行人　佐上靖之


  編集人　野村敦司


  編　集　江橋克則


  発行所　株式会社　小学館


  　　　　〒１０１‐８００１


  　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


  　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


  



  底　本　２０１３年３月24日　初版第１刷発行


  



  ⒸKAKEYA AKATSUKI 2013　ISBN978-4-09-451397-4


  



  



  ※ご注意


  本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


  個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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